
焼土遺構と同様の焼土とみなされる。

近接する遺構にはHc133- I -IV建物があり、 Hc133- I建物では(1焼土遺構が同敷地内に

重複している。また、 Hh133溝の北・西には(3)へ(5焼土が位置する。しかし、共に同一検出面

を有して前後関係は不明であり、性格も明らかでない。

7.溝状土損(第95、96図 付6図 第18表 図版33)

郭の中央部より西方にかけて地山切土面に検出される6土頻である。高位となる西方にほゞ

同一方向の2土嬢が並列するほか、分布による特徴は認められない。

土損は長さ2.98へ3.30m、幅0.33-0.79m、深さ0.35へ1.22mである0検出面の高い(1)土墳

がやゝ短かく、 (3)土横で幅広となり、他は殆ど近似する計測値となる。掘り込みは(1)、 (3)土嬢

で不整な部分を認めるが、他は直線状を呈する。上部ほど幅広をなし、崩壊とみられる一部を除

いて滑らかな壁面を形成する。断面は共にⅤ字状である。底部における長さは2・50へ3・06m、

幅0.18̃0.80mであり、検出面のそれに比して長さは10分のl、幅は3分の1へ5分の1前後

狭小となる。底部の長幅比は(1)へ(3)は15.6へ18.1、 (4)一(6)では22.5へ32.8となる。また、長軸

方向によっては(1)、 (2)、 (4)の3土頻、 (5)、 (6)の2土嬢がそれぞれ近似し、 (3)土嬢のみ大きく相

違している。 第i8表 三の郭溝状土塀計測表

No 1 2 3 

土塀名 長 さ 幅 深 さ 検出面の高さ 長軸方向 長 幅 比 

Gf12l 2.80(2,50)m 0.53(0.16)m 0.35m 166.93m N77.00E 5.28(15.63) 

Gg121 3.13(2.94) 0.43(0.18) 0.90 166.8l N8l.50E 7.撚(16.33) 

Gi124 3.03(2.56) 0.79(q16) 
1.22 166.25 N66.OoE 3.84(18.13) 

4 5 

Gi130 3.30(3.06) 0.50(0.12) l.06 166.08 N7l.5。E 6.60(25.50) 

Ha124 3.02(2.70) 0.33(0.10) 1.00 165.95 N54.6oE 9.15(27.00) 

6 He127 2.98(2.63) 0.40(0.08) 0.86 165.41 N58.7oE 7.45(32.87) 

は ロ 

C c’
「166.30m

膨1.暗褐色土

炭化物杜を含む

2.隅色粘土 炭化物粒を合も・

3.赤褐色土と褐色土泥土

4.赤色粘土

5.褐色粘土 碇灰岩を含む

Gi124溝状土塀

D D’
十 十166.10m

暗褐色土 炭化物粒を含む

赤褐色土 褐色土が混じる

褐色粘土 炭化物粒を含む

0 1m

i - i ' I I

Ha124溝状土塀

E E’
ト 「 165・50m

He127溝状土媚

1.赤褐色土と褐色土の混土

2.暗褐色土 やや柔らかい

3.赤褐色土 褐色土を含む

4.暗褐色土 崩〔幼時を含み

柔らかい

P購暗褐色土炭化物を含む

P鵬暗褐色上寿掲出二を含む

第95図 三の郭溝状土塀断面図

覆土はほゞレンズ状の堆積層が共通して形成される。底部を被う下位層は安山岩質の風化礫

を伴う赤褐色粘性土であり、 (4)、(6)土頻では炭化物の微粒が混入する。中位層では中央部にやゝ

厚く堆積する暗褐色土と褐色土の泥土層が多い。上位層では中位層と殆ど同様であるが、炭化

物粒の混入が多く認められる。しかし、遺物は共に1点も含まれていない。

重複する遺構には(3)土頻に既述のGh127竪穴遺構及びPlO、 (6)土卿こP163、 P164がある。

いずれも重複する遺構に先行し、後者ではHc133-II建物構築以前に埋没するものとみられ

る。
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第7章 遺物

遺物は調査区域の西方を除いてほゞ全域に分布し、総出土点数は660点余りである。特に一の

郭とこれを画する3-5号堀に集中して出土し、全体の80.8%に達する。その大部分は遺構検

出段階にI、 II層に含まれ、空堀においては覆土の中・上位層に含まれるものである。遺構出

土の遺物は既述の数点を除いて覆土中に混入し、特に地鋲のために埋納される遺物等は判明し

ていない。いずれも破片となるものが多く、推定復元できるものは極めて稀である。

遺物は下表によって23種に分類される。陶磁器がもっとも多く、土師質土器を含む陶磁器は

全体の47%に達する。そのうち磁器は66%であり、青磁、白磁、染付の順に増加している。そ

の殆どは舶載磁器である。陶器では美濃産の灰粕陶器が圧倒的に多く、ほゞ白磁の出土点数に

匹敵している。そのほか、鉄粕、無袖陶器等が若干含まれる。陶磁器に次いでは鉄・銅製品、

石製品が比較的多い。いずれも陶磁器と殆ど同様の出土分布を示すものである。

第I9表 出 土 遺 物 一 覧 表

No. 地 物 一の郭 二の邦 三の郭 2号拙 3号堀 4号堀 5号瑚 8号理 その他 合 計 出土比率 
1 青 磁 5 1 10 8 6 30 4.6% 

2 白 磁 12 12 2 17 13 6 1 63 9.5 

3 肯∴∴∴化 28 4 6 1 23 34 5 3 104 15.7 

4 赤 絵 1 1 3 0,5 

5 その他の磁器 4 3 1 
1 8 1.2 

6 灰柵陶器 13 5 1 17 14 13 2 65 9.8 

7 鉄柵陶器 3 2 3 8 1.2 

8 その他の陶器 3 2 1 
3 

1 10 l.5 

9 土師質土器 5 1 2 10 6 24 3.6 

10 須∴恵 器 l 1 2 0.3 

1l 土 師 器 1 4 5 0.8 

12 弥生土器 1 1 2 30 l 35 5.3 

13 縄文土器 6 1 16 l 9 13 7 2 55 8.3 

14 鉄 製 品 8 4 3 9 5 11 2 42 6.4 

15 鋼 製∴晶 2 1 l 1 
1 6 0.9 

16 欽 薄 .1 4 5 0.8 

17 古 銭 5 4 3 10 4 4 20 3.0 

18 有 数!一品 14 2 3 2 8 6 43 6.5 

19 石 器 3 2 2 7 
1 l 18 2.7 

20 獣∴歯 骨 51 51 7,7 

21 桂 根 等 28 1 29 4.4 

22 炭化(木)材 6 1 7 1.l 

23 鍛:∴∴∴頼 7 11 8 l 1 28 4,2 

合 計‾ 155 52 45 ll 138 176 66 2 16 661 

出土比率 23.4% 7.9 6.8 l.7 20.9 26.6 10.0 0.3 2.4 100.0 

(穀頬、炭化木材はサンプル故による、他は破片を含む点数)

1.陶磁器と土器

(l)青磁(第97、 98図 第19、 20表 図版36)

一の郭及びその周辺に29点、二の郭に1点の合せて30点である。前者にはCg18井戸の覆土

中に含まれる(2)、 (3)の2点と一の郭I工層中に出土する3点があり、他は3へ5号堀上層に

混入するものである。 (14)、 (20)はそれぞれ2号堀の東西と4 ・ 5号堀に分散して出土し、接
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合する同一個体である。更に同一個体とみられるものは4号堀、 3へ5号堀に分布し、判明す

る個体数は椀、皿各13点である。また、部位の確認できる破片は口綾部9点、休部4点、底部

及び高台部2点であり、器形の推定できるものは皿1点のみである。

第97図 青磁出土分布図

椀は13点であり、口縁部4点、体部7点、底部及び高台部2点が含まれる。口綾部は体部よ

り僅かに内管して立ち上がり、口縁端部にやゝ薄くなる。推定口径は13.8へ15.5cmである。休

部は器厚0.55へ0.90cmでやゝ分厚いものが含まれ、下方ほど厚手となる。外面には簡略な蓮弁

文を有するものが多く、幅広に箆がさされるものは(2)、 (9)の2点である。簡略な達弁文を

有する(5)、 (24)には内面に画花文が認められるものである。無文のものは(16)、 (20)の2点

である。底部は小片で明瞭でないが、内面に花文を描き、目を残す1点(3)が含まれる。また、

見込みに沿って不規則な擦痕が認められ、 (2)、 (6)、 (24)に共通している。器厚は最大1.20

cmである。相調は(9)が明緑色を呈するほかは暗緑色をなし、全体に光沢が弱い。買入の認め

られるものは極めて少ない。そのほか、二次火熱をうけて光沢を失う1点(27)がある。船上は

灰白色、または白色で開密なものが大部分である。

皿は合せて16点であり、判明するものはすべて体部より緩やかに外反する稜花皿である。口

縁部は不規則に削り取って輪花をなし、内面には3条の画花文を有する。推定口径12.0へ14.O

cmである。体部は底部境に積を有し、器厚は立ちあがりに沿って薄くなる。内面の底部境に沈

線を有するもの1点(20)が含まれる。また、内面底部には圏文内に銘を有するもの(14)、円形

に粕をかきとり、重ね焼き痕を残すもの(28)がある。底部は器厚0.70̃l.50mを計り、中央部

にもっとも厚い。高台部は共に削り出し高台をなし、若干斜方向に切って畳付が狭まる。畳付

幅は0.4-0.6cm、推定高台径4.8へ6.4cm、高台高3.1cmである。高台内は中央部に浅く、やゝ粗

い削りである。すべて高台内は畳付を含めて無粕となり、殆ど黒色を呈する。

全体に粕調は薄緑色、または暗緑色を呈し、貴人が認められる。胎土は灰色を呈し、石はぜ

を有するものが多い。
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l タイ′ラグ

第98図 青磁 第20表 青磁一覧表

No. 出土地点 遺 構 屈 性 諸 種 部 位 
口(窒 

Cm 

高台径 
Cm 

器 商 
cm 

器I享 
Cの 

相 調 胎 土 紋 様 その他の特徴 
実測 図 

写真 

1 Bg48 3 号堀 I 皿 高 台 (5.0) 0.70 暗 線 灰 質入があり、高台内は無柚。 ○ 

2 Cb18 井 戸 1 碗 体 0.90 薄 緑 灰 白 達弁文 内子鶴に線膜が走る。光沢が 闘い。 ○ 

3 II II 3 II 底 1.20 暗 線 灰 花 文 内面に擦痕、目を有する。 ○ 

4 Cj118 
一 の郭 II 皿 口 練 0.50 薄 緑 II 

綜鵜†、口嬢部内面(こ波 

5 Cj重27 3 号堀 II 碗 体 0.60 暗 線 灰 白 濫発董 内面の花文は比鞍的置捧明で 壬)ろ。 ○ ○ 

6 
Da18・- DjlOO 

II II II II 0.50 lI II 達弁丈 内面庭部に細線状の接線が 走る。 ○ 

7 D種18 Il II 皿 II 0.60 II 灰 内面に細露人が多い。胎土 分析。 

8 Dal12 
一 の郭 II II II 

II 
II II 鰊磐を有し、内柵は 

9 Da124 3 号堀 I 碗 口 縁 (13.8) 0.50 明 緑 白 達弁文 口縄r制が重妓点状に褐色かか る。 ○ ○ 

10 D種127 II II 
II 高 台 (4.8) 0.65 暗 線 灰 白 高台高1.3c調。 ○ 
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11 D8130 4 号堀 I 皿 口緑 (12.2) 0.60 暗 線 灰 鰯も語手か多く、内面光 ○ ○ 

12 II lI II II II 0.45 薄暗緑 II 

態沈持部内面-こ3条の 

I3 II lI 
II II II II り lI Nonと同一個体。 

14 
Db130 ・-Fd12 

4・5号掘 II II 底 6.4 1.50 暗 線 灰 白 
圏文内に銘が絡めら子しろ。 

○ ○ 

15 Db130 4 号堀 I 
II 口探 0.50 薄暗線 灰 霧謹み毒宇部内面に3条の 

16 Dcl12 一の部 II 碗 II 

(15.5) 0.50 暗 線 灰 白 内面光沢弱い、二次加納? ○ 

17 Dc130 4 号掘 I 皿 II 

(12.0) 0.55 lI 灰 鰭茄宇部内面`こ3条の ○ 

18 Dd130 II II 碗 体 II lI 灰 白 胎土に気亨しかある。 

19 II II lI 
? 

II 0.45 淡 水 灰 細貰人が多い。 

20 Dh3 3 号掘 II 皿 口録 (14.0) 0.40 暗 線 II 鰭嵩鞘鰯患緒諾 ○ ○ 

21 DilOO II 
II 碗 体 0.25 II II No6と同一個体。 ○ 

22 II II り II 日録 (13.8) 0.45 II II 達弁文 簡略化された蓮井がある。 ○ ○ 

23 Ea127 5 号堀 I 皿 体 II II II 

提議同‾個体・底部鳴`こ 

24 Il II II 碗 II 0.45 II 灰 白 糀姜 照井媒:しな穫弁で密を絃 ○ ○ 

25 EclO9 II 
I萱 皿 II 0.50 灰 緑 灰 外面に戦があI)、細質入が ある。 

26 Ea133 II 
I 

II 口練 (12.5) 
II 薄灰緑 II 

鈴繁戸綿郎内面(こ波状沈 

27 EblO6 3 号堀 II 碗 体 0.35 薄 緑 白 蓮井文 熱くが尖を研しろ。二次加 

28 Ec127 5 号掘 II 皿 
口爆 一度 

12.0 5.1 3.】 0.70 II 灰 雑穀義手畢鶏龍三 ○ ○ 

29 Edl12 II 
I 

II 口緑 (12.5) 0.50 薄灰緑 II 鰯嘉鰹捉瑞二五線 
30 Ca130 二の部 II 碗 II (9.6) 

II 暗 線 灰 白 口録部に歪みがある。 ○ ○ 

( )は継走値を示す。

(2)白磁(第99、 100図 第19、 21表 図版37)

碗3点、皿58点、盃l点、不明1点の合せて63点である。共に破片であり、同一個体片7点

が含まれる。一、二の郭と郭を画する3へ5号堀、 2号堀の覆土中に分布し、三の郭には1点

も出土していない。一の郭ではAj15溝の東西及びCf9用水溜東より部分に偏在し、 11点中7

点は柱穴の埋土中に含まれる。空堀では3号堀西端に4点があり、そのほかは一の郭東半を限

る3へ5号堀に集中し、合せて34点にのぼる。共に中位層以上の一時的な埋没に伴う泥土層に

他の遺物と混在するものである。二の郭では北西隅のEcl12竪穴遺構覆土のほか中央部より南

辺にかけて分布し、 2号堀では南西の土塁及び東辺に流入する2点である。また、 Ec112竪穴遺

構の出入口に検出される同一個体2点は覆土中に含まれるものであり、郭中央部の柱穴埋土中

第99図 白磁出土分布図
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の2点は一の郭のそれと同様埋設される形跡は認められない。

碗3点は口綾部、休部、底部各l点である。口縁部(6)は休部より直線状に立ち上がり、薄

60

日面冒冒菓∴

_シ/

第IOO図 白 磁
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くなって口縁端部に丸味をもつ。休部より底部(21)にかけては次第に肥厚して高台脇にもっと

も厚く、削り出しによってやゝ薄い底部となる。全面を被う白磁粕は内面に擦痕を有して光沢

が弱く、外面は不規則な貴人が走る。また、底部内外面には小さい刺実状の打痕があり、高台

を失なって不整な断面を有する。意図的に打ち欠いているものとみなされる。胎土は共に詞密

な白色を呈する。高台径は5.Ocm以下と推計される。

皿58点中、同一個体を除いて復元推定できるもの4点、口綾部25点、体部4点、底部及び高

台部18点が判明する。口縁部はすべて端反りをなし、 (4)、 (43)、 (54)等の弱く外反するもの

と(5)、 (18)、 (41)等休部よりやゝ薄く抱きだされて口綾部に肥厚し、強く外反するものが含

まれる。口径は11.0̃14.0調と推計される。休部より底部にかけてはやゝ肥厚して削り出し高

台に続く。高台は斜方向に切られ、更に畳付直上で鋭く削り取られる。

共に畳付が狭く不整をなし、高台の内外面に砂粒の付着が著しい。高台内は中央部に浅くな

り、 (41)、 (45)等休部に比して器厚の薄くなるものが含まれる。また、 (51)には高台内に十記

号とみられる擦痕が認められる。

施粕は畳付を除いて全面に及ぶものが大部分である。白色を呈するもののほか光沢があって

斑点状に灰色の混在するもの5点、灰白色、または灰色の強いもの9点、柔らかい乳白色をな

すもの8点がある。また、高台内が無粕の(44)、内面底部を円形に削りとる(43)、 (44)、外面

に露胎を有する(55)が含まれる。 (55)は内面に洗練2条が巡り、もっとも器厚が厚い。全体に

高台内に小さい亀裂を残すものが多く、胎土の褐色がかったものが比較的多い。高台径は(44)

の5.500を除き、 6.0へ9.Oc鵬と推定され、器高は3.0へ3.耗mを計る。

そのほか盃とみられる薄手の休部小片1点があり、灰色の付着物が内面に広がる。胎土は褐

色がかった焼成不良のものである。

第2I表 白 磁 一
覧 表

No 出土地点 遺 構 屑位 諸種 都位 
口 径 

C調 

高台径 
Clれ 

器 高 
Cl寄 

群I享 
〇億 粕 閲 そ の 他 の 特 徴 

実測 図 
写真 

1 Bc36 
一 の郭 P175 皿 口 繊 (13.2) 0.25 

白 

増反I)して薄手となる。口議場に歪みが タ)ろ。 

2 Bc15 II 

II 
II 底 0.00 

クII-ムか め・つ′二でi 光沢を失なう二次加撫? 

3 Bd15 Il P887 Il 口 練 (12.0) 0.35 灰 嫁反り口録、NQ4と同一個体。 

4 II II II II 

しIl書 く事 

II 

(7.0) 3.0 0.30 II 

捗幾詩織烹:外面(こ斜方向の亀 ○ ○ 

5 
Baf18 II21 

II P739 II 

山糠 ー峡 
(13.0) 

0.20 0.40 

白 緒;罷乱鵜欝三体-こ光沢が軌、 ○ ○ 

6 Bg57 
3号」抽 

土星 II 碗 口 緑 
0.20 0.30 

白 喧線状に立ちあがる薄手の小片。 

7 Bg51 3 号掘 I 皿 II 

(12.0) 0.30 
白 (雌.蔦I爽) 

光沢が殆どない。 ○ 

8 II II II II II 

(13.0) 0.25 白 

9 Il Il lI II II 

(13.0) 0.30 
柔らかい 白 筆鵬程‡墨字言†面(こ如しか多い。胎 

10 Cg18 二の郭 II II 体 0.35 灰 白 光沢を夫をう細片である。 

11 Ch27 II II Il 底 0.30 白 継室謹経巻結;内面(こ撒駒で不規 
12 Ci15 II II II 口 練 

0.15 0.25 クII葛∠.カl カ・つたl’I 端反りして薄手となる。光沢がれ、。 

13 Ci6 II II II II 

(12.8) 0.35 灰 白 ‡震筆舌?増反。口鰻で丸みがみろ。胎 ○ 

14 Ci21 4 号堀 II Il 底 0.25 II 

胎土は灰白色で密である。No」3と同一個 体。 

15 Cj】12 -の郭 P1638 II 

山

糠 ‡事 (12.0) 0.30 II 端反I)口縁で光沢が弱い。 ○ ○ 
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重6 Cij21 3 号堀 II 皿 □ 練 (13.0) 0.35 白 端反り口縁。 

17 II II II 盃? 体 0.20 II 内面に灰色の溶融物か付着する細片。 

18 CilOO 
一 の 郭 P2372 1 

II 
II lI 薄手で光沢があり、胎土も糊密である。 

19 Cjl15 
II 

II 皿 口 繰 (13.0) 0.30 Il 

鰭反り口操で、歪みが大きいが光沢が弱 い。 ○ 

20 Cj127 4 号堀 II 
Il 体一座 (9.0) Il 灰 白 砂高台で高台脇に亀裂がある。 ○ ○ 

21 Cj130 
II II 碗 II 

(5.0) 
0.35 0.50 

白 
内外面に削突状のナナ膜か才,り高台を欠く 見込みに挿く徹が掘る。二次加持をうけろ。 ○ ○ 

22 Da24 3 号掘 I 皿 口 緑 (12.0) 0.35 
I爽う喝色が 端反り口嬢で胎土は褐色を呈する。二次 
カ・ったこ白 加持をうけて光沢がない。 

23 Da18 II 
II 

II 高 台 0,40 
架らかい 胎土は褐色かかり、高台内に亀裂がみろ。 
白 二二火加持をうけろ。 

24 Dal15 
- の 郭 II II 

口

練 体 
(11.8) 

0.25 0.30 

I天∴∴∴幽 警告)口糠で二次加持をうけて光沢を失 ○ ○ 

25 
Dき127 ・-Dh130 

4 号掘 I 
II 口 練 0.25 白 端反り日経の細片で光沢がない。 

26 II 
II II II II 0.30 II 端反りロ縁の小片 

27 II II II II II 
i 

0.25 0.35 

II 離謹皇豊富:)部分でやや厚い。胎土 

28 II II II II II 

0.30 
白 (斑点I爽) 

端反り口縁の小片 

29 II II 
!I 

II 体 0.35 白 湾曲都の細片 

30 II II II II □ 録 (12.0) 0.30 灰 白 雑言溜吉昭部で質入が走ら。胎土は 

31 II Il 
II 

II 高 台 (6.5) 
0.25 0.30 

灰 
高台内(二・やや灰色が拙い、中央部に薄く なる。 ○ 

32 II II II lI 体 0.30 白 籍等-こ薄くなる。二次加持で光沢を 

33 II II II II 口 緑 0.35 II 

制度I)口線の′小片で外皮部分に輝く環を有 する。 

34 II II Il II 体 lI 

(粧鳥灰) 外面の光沢が弱い。 

35 Db重15 一の郭 P1719 Il 口 縁 II II 端反りロ緑の小片で光沢がある。 

36 II II 
II 

Il 体 0.30 II 光沢ある小片である。温35と同一個体。 

37 II II II II 

体 高台 
0.35 

クリームカ` かっ定日 籍え:)淀蔀壷書経苧乞:光沢か失 

38 
Dc12 ・-Di3 

3 号掘 I 
II 日 録 0.30 

褐色かか った:白 
端反りロ緑の細片 

39 II 

II II II 底 0.40 白 高台内に砂粒が付滞する。 

40 Il II 
II 碗 体 

0.35 0.45 

II 

羅磐誓厚が恥、。粕薬力`うすく、光 

41 II lI II 皿 
□

縁 一座 

(14.0) (8.2) 3.1 
0.3○ ○.40 

II 錯反り口緑、砂高台で砂粒の付着が多い。 ○ ○ 

42 II II II II 底 0.35 II No39と同一個体の′小片 

43 Dh6 II lI II 口 緑 (12.0) 
0.30 l爽褐色が 内面底部に円形の無抽部分があり NQ22 

○ ○ 0.35 カ・った二日 と同一個体。 

44 
Di3 ・-EalO3 

II lI II 底 5.5 
0.35 0.90 

灰 白 嵩蓄稲羅墨壷畳ま薯を呈する。 ○ ○ 

45 Di3 II II II 

口

書義 一高台 

(14.0) (8.0) 3.5 0.30 
(雌鳥灰) 掘反り口線、秒高台、休部に成こ形章疎が城 ろ。 ○ ○ 

46 II Il II II 口 練 0.35 白 
籠霊器難語誓かれろような不整な 

47 Ea130 5 号堀 II II 高 台 0.30 II 砂高台の小片で外面の光沢が弱い。 

48 Eb127 II Il II II 0.35 II 

49 Ec124 Il II II II 0.30 
II 

雑移轟親王翌三。砂高台で街に高台 

50 Il II II II 

体 
(8.5) 

0.30 
II 砂高台で高台内(こ亀裂が走る 全体に光 ○ ○ 一座 0.55 沢が多い。 

51 Ed124 Il II II 

庖 
(6.0) 

0,35 
II 秒高台で 中央節!に厚い 高台内中央部に 

○ ○ ー高台 0.50 十の記号を有する。 

52 Ed127 II Il Il 口 授 0.30 
柔らかい 白 飴反り口縁の細片、胎土は灰白色をなす。 

53 Efl12 二の郊 II II 

口 撒 
(11.8) ((6.0) 3.2 0.30 

I天褐色カで 端反り日録で内外面(こノト負う」を有し 光 
ー 駐 カ、ったこ白 沢が弱い。 

54 II II Il II 
II 

II II II 
II 

II NQ53と同一個体。 ○ ○ 

55 Eh3 2号筆立 
II II 底 

0.60 0.75 褐色がか っ意二白 繰‡諺で彊告発藍沈鍬が巡る、細 

56 Ej130 二 の 耶 P158 II 

日

録 体 

(11.0) 0.25 白 弱い斌反りロ緑でやや歪みがある。 ○ ○ 

57 II II P160 II 底 0.20 架ちかい 白 薄手の′小片。 

58 II II 
II 

II 日 録 (13.5) 0.30 II 端反り口録で口線描に無粕部分が残る。 ○ 

59 II II II II 底 
0.25 0.35 

II NQ57と同一個体。 

60 Fd121 II II II 

鹿 高台 
(7.0) 

0.25 0.30 

白 薄手で高台内に小さな亀裂が走る。 ○ ○ 

61 Fel15 II II II 底 0.30 II 内面底部に褐色となる部分がある細片。 

62 C種136 2 号堀 II II 高 台 II II 離島鰭三治おし誓となる細片で内 

63 Zz ? 
II II 口 緑 II 

II 緒反り口練の′小片。 

ー
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(3)青花(染付) (第101へ103図 第19、 22、 23表 図版38、 39)

碗43点、皿51点、盃1点、把手1点、不明8点の合せて104点である。すべて破片であり、器

形の推定可能なものは僅か2点である。同一個体とみられる破片は碗3点、皿6点まで認めら

れる。伊万里系とみられる碗2点(86)、 (98)を除いていずれも舶載磁器とみられ、青磁、白磁、

赤絵を含む舶載品中ではもっとも多い。

一の郭より三の郭にかけて分布し、もっとも広範囲に渡っているが、一の郭及びこれを画す

る3̃5号堀に集中する。特に3 ・ 4号堀では全体の53.4%を占めている。二、三の郭では著

しく減少し、灰粕陶器等の分布に共通する傾向にある。一の郭では柱穴掘り方の埋土中に碗6

点、皿4点を含む合せて11点、 Bj24井戸に碗1点があり、共に埋設されるものは認められない。

二の郭の3点も同様に柱穴埋土中に出土する小片である。他は共に遺構検出中に遺物の含まれ

る柱穴付近に認められ、郭の南東ではl点も出土していない。 3号堀では西端に少なく、中央

部以東に密である。 4号堀ではもっとも多く、椀、皿片がほぼ全体に及び、 5号堀に連続して

一の郭東辺に沿って分布する。共に覆土上層に含まれ、 4号堀ではⅡ量層に僅か1点が含まれる

のみである。そのほかは鞍部及びGb21井戸に出土し、伊万里系がこれにあたる。

第IOi図 青花・赤絵出土分布図

碗44点は口綾部11点、休部23点、底部及び高台部9点であり、同一個体には休部2点、底部

1点が含まれる。口縁部は内攣気味に立ちあがり、口縁端部にやゝ丸味を有するもの(72)、 (87)

2点と休部に比して口縁端部に薄くなる(30)、 (33)、 (37)、 (38)、 (99)、 (101)の6点がある。

推定口径は前者が15.2へ16.0m、後者では13.8へ16.200となって一定していない。その他、口

綾部が著しく外反してくびれを有する(101) 1点と緩やかに外反する(70) 1点があり、共に口径

は12.1調と推定される小型の浅い椀である。共に暗青色、または藍色を呈して絵付され、口綾

部内外面に1へ2条線を有し、うち7点には更に文様帯の描線が認められる。外面に波涛文帯

を有する5点は共に内面に1条であり、 2集線を描く4点は内外面に対応して巡る。 (38) 1点

のみは条線が描かれず、内面は無文である。
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休部は一定した器厚をなし、滑らかに下降して

腰部に沿って肥厚する。紋様は外面にのみ描かれ、

条線下、または波詩文帯よりやゝ間をおいて線描

される。蕉葉文6点が含まれもっとも多く、その

他は唐草文3点、草花文3点が含まれる。

腰部には高台脇と共にlへ2条線の巡るものが

第22表 音 花 出 土 表

遺 構 碗 皿 不明・その他 計 出土比(%) 

一 の 郭 11(2) 1α4) 1 2徴6) 26.9 

二 の 郭 1 2 1 4 3.8 

三 の 郭 3 2 1 6 5.8 

2 号掘 1 1 1,0 

3 号掘 6 16 1 23 22.1 

4 号 掘 I7(1) 13(2) 4 34(3) 32.7 

5 号 掘 3 1 l 5 4.8 

そ の 他 1 1 1 3 2.9 

雷† 4劃3) 51(6) 10 104(9) 100.0 

多い。 (98)のみは筒形の茶碗であり、 5単位の菊花文を有する。

底部は高台を削り出し、器厚は体部に比して厚薄があって一定していないが、中央部に若干

厚手となる。高台はやゝ深く削り出し、畳付上方で外面より更に削り取り、畳付幅は鋭角とな

る断面を有して狭まる。畳付は無粕となり、内外面に砂粒の溶着するものが含まれる。外面は

高台脇より1へ2集線が巡り、内面では国文、または重囲文に折技文、草花文がみられる。高

台径は4.5へ6.5伽と推計される。

(86)、 (98)の2点は共に底部の器厚があつく、低い削り出し高台で畳付幅が広く、平滑であ

る。外面に暗い発色の1へ2条線が走り、内面は(98)にのみ国文に5弁の花文が配される。推

定高台径は3.4へ3.8調で前者に比して著しく小さい。

皿は50点中器形の推定できるものは(3)、 (100)の2点であり、他は口綾部19点、休部10点、

底部及び高台部19点の破片である。

口綾部が端反りし、口縁端部に薄くなって立ち上がるものには(3)を含めて12点がある。内

攣気味に立ちあがるものには薄く引き出される(1)、 (43)、 (46)、 (92)の4点とやゝ肥厚して

丸味を有する(7)、 (52)、 (53)の3点がある。そのほかくの字状に外反する(96) 1点と休部よ

り内管して口縁部に厚手となる(12) 1点が含まれ、口径は9.0へ15.O調と推定される。 (1)を最

大として11.0へ13.2c皿のもの12点、 9.0へ9.6mのもの3点となり、 12.Ocm前後に集中する。口

綾部の形状による変化は特に認められない。紋様は口縁部外面にすべて1へ2集線を配し、

(3)、 (7)の2点は口縁端部に巡っている。内面は同様に対応する条線が走り、 (91)、 (96)の

2点には上1、下2条によって波詩文帯を描く。

体部は口縁部に比して若干肥厚し、腰部にかけて殆ど一定した器厚をなし、または僅かに厚

くなって底部に続く。 (12)のみは休部に薄くなって湾曲する。粕調は(7)、 (12)が柔らかい白

色粕で光沢が弱く、 (1)に買入が走って褐色がかった白色を呈する。そのほかは一様の白色で

ある。紋様は椀と同様であり、外面には唐草文が多い。牡丹唐草文は6点まで判明する。内面

は(12)で不鮮明な草花文が底部にかけて認められるほかすべて無文である。 (52)、 (53)がやゝ

明るい発色をなす。

底部は休部に比して浅い削り出しによって薄手となる。砂高台が7点でもっとも多く、削り
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出しのやゝ深い(15) l点が含まれる。碁笥底をなす(26)、 (64)の2点は共に高台脇や高台内に

石はぜが生じ、割れ目が散見される。また、前二者では畳付の断面が鋭角をなし、椀と同様で

ある。畳付幅は(3)、 (100)で0.15̃0.20脚を計る。施粕は畳付内外面に無粕となるが、 (14)に

限っては高台内全面が露胎となる。推定高台径は(15)の9.2脚を除いて4.8へ5.2伽が3点、 6.

4へ7.釦m4点となる。外面の紋様は腰部より高台脇に2集線が巡り、 (22)にのみ重圏文内に大

(明)年(造)の銘が認められる。内面にはすべて重囲文を有し、 (13)の寿字文、 (22)の人物

文、 (3)、 (27)、 (71)に玉取り獅子文、 (100)の十字花文等が認められる。 (22)が乳白色粕で線

描が薄いほか、透明な青白色相でやゝ暗い発色である。碁笥底の後者2点は休部に比して厚手

となり、 (64)は浅く、高台径が2.9調と著しく小さい。共に砂粒が付着し、畳付に無軸となる。

(64)ではやゝ不整に露胎をなして広がっている。全体に青味がかった柔らかい白色粕で(26)に

は買入が内外面に走る。外面は(64)が無文であるが、 (26)では2集線が巡る。内面では共に重

国文を有し、草花、または折枝文状の線描である。

その他は椀、皿の小片とみられるほか、水注様の把手の破片(73) 1点が含まれる。先端部に

薄手となって僅かに外反し、青みがかった施粕は内面1.5調まで及び、外面に藍色の紋様を有

する。全体に石はぜが多く、胎土は椀、皿と同様の白色を呈する。先端部の径は2.1cmである。

第23表 音 花 一
覧 表

No 出土地点 遺 構 屑 位 諸 種 部 位 口‡壷 
C観 

高台王室 
Cm 

器 商 
C調 

藷!I享 
C調 外面の紋様 内面の紋様 そ の 他 の 特 徴 

実測 図 
写輿 

1 Ai27 一の郭 P54 皿 口 緑 (15.0) 0,35 集線下は意文 桑鍬下意丈 
購入が著しい. ○ 

2 Bd36 II P208 II 底 
0.25 0.35 

中央部に銘? 簾 丈 
中央部こもっとも藷呼があつい。高 台i和二秒櫨が付着する。光沢が弱い. 

3 Bf36 II 
I 

II 

口 橡 
(1L1) (4.8) 2.2 

0.20 集鍬Iこ社丹麿 2象鍬 
○ ○ 高 台 0.35 嶋:文、2無論 重【表文内不明 

4 II Il II II 高 台 0.25 不 明 不 明 細片No2と同一個体で不離。 

5 II II II II 底 0.20 
II Il II 

6 II II II Il lI 0.25 II Il II 

7 Bf21 II P737 碗? 口 授 Il 集線下は不明 条∴織 
である. ○ 

8 Bf15 II P784 皿 体 II 不 明 不 明 
職。 

9 Bg48 3号堀 I 
II II 

0.30 0.70 

下方に蕉葉文 圏文内寄手文 明るい発色で光沢が強い。 ○ 

10 Il II 
量I 

II II 0.40 
外皮部に象細、 _ヒ不甲i 

条綴上に唐箪文 
休館より外皮すら.二次加越によっ て内外面やや物色がから細片. 

○ 

11 lI Il II II 口 緑 0.25 
2象鍬(こ牡丹I各 軍文 

2条縞下は無文 1「ち欠いたようIこ不整を断面を なす。 

12 II II II II 

口

爆 体 
(9.0) II 条櫓下は不明 花 文 

6に卿l仰.する. ○ ○ 

13 Bh48 II II 碗? 底 (6.4) 
○○35 0.45 

2条鍬上は不明 国文内毒手丈 
ある. 

○ ○ 

14 Bi48 Il II 皿 II 

(7.6) 
0.35 高台脇2集線 重腰丈内は●子手 書付より費台内にかけて景物、見込 

○ 0.40 上はl各章文 丈 みはた沢が矢をあれ、接裏を有する. 

15 Bi36 -の郭 II 皿? II 

(8.7) 
0.50 

高嶋脇l象 腰翻し 簾田l史的は麿」麟 
○ ○ 2集線臆しIま不明 文 しい. 

16 
Bj24 井 戸 I量 碗 

口 練 
(14.8) 0.20 

象儀一下(よ社丹I富 口l置I‾集1事 卒のi輸反I) まやや 
○ ○ 体 尊文 一、貫. 込重器I丈 

?裏 口細雪音 織機I 

17 C8103 一の耶 P1428 皿 
口

繊 体 
(1重.2) 

0.25 0.35 

2条織に麿草丈 
日章葛に集録、具 込績丈 

鵜反りして薄手となる。 ○ ○ 

18 C種133 II 
I 碗 体 0.40 高台脇I二条織 豊田文 

である.No之3と同一個体. 

19 CclOO II P1332 皿 底 
0.25 0.35 

中央部に銘 母花文? 中央部Iこやや厚くなる小片。 

20 
Cij 21一-18 

3号掘 I 碗 体 0.30 
不 明 不 明 

網島.で不能. 

21 II II II II 口 緑 0.30 駐機文帯下不明 1 条 
を鱗片. 

22 Cj33 
II 

II 皿 底 (7.7) 
0.15 0.35 重囲I文夫(叩)j中 (遭)銘 

重囲文内人物文 
裏手で帝に簾田に1丁い妻らかい自己柵で 見込みに機会かあら.重付は豊後. 

○ ○ 
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23 Cj3 一の郭 P2352 碗 
供こ 高台 

0.25 休部‾下半、高台 見込みに不重な ○ 
0.70 各2集録 重 案 文 

24 II II II II II II 
II 中央に銘? No23と同一僧体. 

25 C II II 
II 体 

0.30 0.45 

唐草文 撫 丈 内面に細質入が走る。 

26 D種24 3号堀 Il 皿 底 (5.4) 
0.30 0.60 2集鱒に I書軍丈? 

重囲文内は不明 に砂地が付録する、農大多い. ○ ○ 

27 Da18 -の郭 lI II 

体 
(7.5) 

0.30 
休部に唐草文 

重○丈内は五取 妙高鞠で高角内にめ′杜が雌がl) 
○ ○ 

庭 0.40 i章 子・丈 ●製が走る.饗伯東櫓. 

28 II II II II II 

0.40 0.45 高歯脇に2象、 腰部に2象鍬 
豊田文内は不明 

高台を不整に欠き、鋤突癖が観ろ。 明るい発色の′小片である。登付無精。 

29 II II II II 

口

嬢 体 

0.30 牡丹唐草文 ロ録に象購、見 込心音丈? 
斌反I)日録の小片。 

30 Dal12 II P1677 硫 日 録 (14.2) 
II 

2象鰍‾下(こIき」噛 丈 ロI置2ふこ葛臓‾下は 簾文 
○ ○ 

31 II II II 
1 高 台 0.45 高台脇に2条織 簾田文内くま不明 

月-. 

32 II II 
II 皿 

体 駐 
(7.6) 0.35 

高台鋤くこ2象線 上I畜場文 
〃 

簾抽. 

○ 33 D種l18 り II 碗 口 繰 13.8 
II 波複文帝 

日録l二条鍬 下意丈 色をなす. ○ 

34 Dbl18 り P1790 II 体 (0.35) II 
不 明 撫 文 細喜入が多い細片。 

35 D り 
II 皿 II 

0.25 麿箪文 亀田丈 やや暗い発色の細片。 

36 II II Il II 底 0.35 中央部に角錐 無 文 
高台簾軸、高台的くま灰色がかっ て鈍は不鮮明. 

37 II II Il 碗 
日

鋼r 体 

(16.0) 
II 口鱒部に薮葉丈帝 丈 ってり=噛である. 

○ ○ 

38 Il Il lI II 口 緑 (15.0) 0.30 店箪文 撫 文 
褐色かかって暗い兎色をなす小 高.. 

39 lI 4号掘 I 
II 

体 
(5.0) 

II 

高台之象体部下 亀田文内 明るい難色をなし、光沢が矢を 
○ ○ 

暖 半1象I富単文 I書花丈? あれる.見込みIこ強調を有すら. 

40 II II II 盃 高 台 
0.15 0.35 高嶋脇に重集、 他くま不明 

重囲丈内は不明 付着する. 

41 Il II II 碗 底 (4.5) 0.50 無 文 圏文内牡丹丈? 
中央部(こ厚くなる義仲簾櫓.光 

○ ○ 

42 II II II II 体 0.30 蕉薬文 重囲文 ○ 

43 II II II 皿 口 縁 (11.0) 0.25 2集線に唐草文 2集線 細 片。 

44 Il II II II Il (11.2) 0.30 条縞Iこ歯車文 1条縛下無文 
↓ヽ○ 

○ ○ 

45 II II II 碗? 体 0.35 不 明 撫 文 
タ)ろ小男“. 

46 II II II 皿 口 線 (12.0) 0.15 0.25 渡)番文 
2集線 

内増して競争となる。山場の小 
○ ○ 

47 II II lI 碗 II 0.25 条組下汲溝文 束縛下祭文 い。やや明るい襲色をなす。 

48 Il II II 皿 II (12.1) 
II 条櫓下に管掌文 条槙7 斌反I)口糠の細片。 

49 II II II 皿? II 0.20 条組下不明 2条織 柔らかち白色櫓の細片。 

50 Il II lI II 体 0.20 条∴織 不 明 外反部分の細片。 

51 II lI II 碗 高 台 0.40 混濁して不明 圏丈内不明 やや親米である. 

52 II II II 皿 口 緑 (9.6) 0.25 0.35 
2集線下府箪文 2集線下撫文 口糧靖がやや褐色がから小片。 ○ ○ 

53 II Il II II Il (12.6) 0.25 II II 細片、No56と同一個体。 

54 Il II II II II (12.2) 0.20 l.30 

集線下不明 条鍬下祭文 斌反I)口糠の′ト片。 ○ ○ 

55 II II II 碗 体 0.35 不 明 無 文 

56 II II lI 皿 互 II 麿草丈 II 明るい発色を呈する小片 

57 II lI II 碗 底 (6.0) 0.40 高台脇2集線 
書直表文内 

」壌花文? 
見込杭離頓を宜し、細農大かタい.書付 墓場、旗評陸t曇か人I)全体に岨複. 

○ ○ 

58 II II II 
? 体 0.20、 意 文 簾 文 細片で不離。 

59 Il II II 
? 高 台 0.50 高台脇集線 重囲文 II 

60 II II II 皿 
口

繰 体 
(13.2) 0.25 0.35 集録‾千社丹I膏」鱗 丈 象1帆、腫部教壇 文 紬皮I)回議で、ロー農地部I二項く なる. 

○ ○ 

61 II II II 
1 体 II 不 明 撫 文 

偶作。 

62 Il II I重 碗 II 0.25 牡丹麿章文 II 

子)lしろ。 

63 Dc130 II II II II 0.35 花 文 り 

内面に綿貫人があI)、貼土は灰白色 を呈する。外面に気孔が目立つ。 

○ 

64 II II lI 皿 
体 底 

(2.9) 0.50 無 文 範囲文に折技文 ○ ○ 

65 D lI II 碗 体 0.30 麿箪文? 撫 文 

66 ll II II II II 
0.40 

蕪繁文、高台脇 Iこ2集鍬 
圏文内不明 外面は明るい葉色をなす。 ○ 

67 II II II II II 
0.35 II 田 文 No61と同一個体。 ○ 

68 Il II II II 底 0.45 撫 文 草花文? 見込みに砂粗が付着する小片。 ○ 

69 II II II 碗? 体 0.25 集線(こ薫葉文 不 明 
蔦-. 

70 II II Il 碗 口 緑 (12.1) 0.20 2条組下不明 2象組下無文 
調子の鋤反I)田嶋で外面はやや ○ ○ 

71 72 

II II II II 

体 底 
(6.4) 

0.25 0.45 社丹l膏単文 高台脇2集鍬 重囲文内二も取義 子丈 饗付は購櫓で砂粗が付着し、場 色かかる. 
○ ○ 

II II 冊 II 口 探 (15.2) 0.25 条組下披溝文 東館下意丈 

○ ○ 
73 Dc39 鞍 部 II 水注? 把 手 園臆■臆 Il 不 明 一 

堪る。 

-
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74 Dc136 
4号 抽東 

I 皿 底 0.25 無 文 撫 文 細片で不群。 

75 Dh3 3号堀 II II 体 0.30 庸尊文 不 明 光沢の弱い細片。胎土分析。 

76 DjlOO 
II 

II 碗 II 0.25 不 明 撫 文 ′小片で不祥。 

77 II II lI 皿 高 台 0.35 高台脇に集線 不 明 曇付無柏の小片 

78 D II II II 口 練 0.30 集線下不明 無線下無丈 
片。 

79 II II II II 高 台 0.20 高台脇(こ集線 屯田文内不明 高台商0.35c面の砂高台′小片。 

80 Ea127 II II 碗? 体 0.35 不 明 薫 文 餌似する。 

81 Edl15 II lI 
7 

II 0.25 II Il 細片で不離。 

82 E 5号掘 II 皿 II 
II 店草丈? 飯田文 薄手の小皿とみられる細片。 

83 II II II 碗 II II 庸箪唐花文 撫 丈 明るい発色の線描をなす小片。 ○ 

84 Ed121 lI II 碗? II 

0.40 不 明 II 

て・タ)ろ。 

85 II Il II 
7 

II 0.35 II り 細片で不祥。 

86 E II II 碗 体 
(3.8) 

0.45 高台脇lこ2象、 
II 

外面(i東研小さ色物で舶航{引、.まき ○ ○ 底 0.65 腰部に象鍬 が低く刷り出しが不蜜で入る. 

87 II 二の郭 II II 

口 緩 
(16.0) 

0 30 

象組と涯複文 下方薫難文 

鱒【(-条 
○ ○ 休し 0.35 ()_1騨 下は京女 

88 II 3号堀 II 皿 日 経 (1L6) 0.35 集線下略雌文 集線下撫文 光沢を夫をう紀反り日韓の小片。 

89 II II II II 底 0.30 不 明 無菌文内不明 細片で不精。 

90 II II II II 口 緑 0.25 II 条∴線 耀反I)口縁の細片。 

91 II II II II Il 

(12.0) 0.30 条組下不明 集線と区画幣文 内管気味1こ立ちあがるロ鯖小片。 

92 Il II II 碗 体 0.35 不 明 無 文 相片で不詳。 

93 II II lI 皿 底 0.60 II 不 明 

94 Ed136 二の郭 P282 II 体 0.30 庸雄文 無∴丈 
′小片。 

95 Ff130 II P258 ? 
II 0.55 不 明 

不明 0ウ●0 区画構文不明 

細片で不詳。 

96 II II II 皿 口 緑 (12.4) 0.25 2集線下府箪文 端反I)口線の小片。 

97 Gb124 2号璃 II 碗 語合 高でi脇之無職、 高で;2象鍬 
屯田文、折技文 

良質である。 ○ 

98 Gd21 井 戸 底 部 II 

体 
(3.4) 

0.30 
菊花文、条織 腰丈、中央部Iこ やや暗い露色で内外面に賢人が著しい.賞 ○ ○ 駐 0.80 7ヒ文 細く低〈整った照り出しである. 

99 Gg】18 三の郭 II II 

□

鯖く く本 

(14.0) 
0.25 0.30 

2象織下府箪文 2集線下意丈 ○ ○ 

100 C II I 皿 
口 緑 

(9.5) (5.2) 2.4 
0 25 条楓、庸雄丈 口標高‾条縞 兄 

矯反りロ鱒にやや杢研(あら.砂要吉はき 物、全体に岨義であら 
○ ○ 庭 〇二40 

101 Hel18 II 
II 碗 口 緑 (14.0) 0.35 条織に波構文 条櫓下無丈 口縁鰭iこやや九味を有する。 ○ ○ 

102 Hh124 II 
II 碗? II 

(12.1) 0.35 2条組下不明 2集線下気丈 
●製が7きろ。 ○ ○ 

103 II 
II 

II 
? 体 0.30 不 明 無∴文 

爪褐色がかって不鮮明である。 伊方冒し只7 

104 II 
II 

II 皿 II 

0.35 0.45 

麿箪文? 範囲文 やや明るい発色をなす小片。 

(4)赤絵(五彩) (第101、 104図 第19、 24表 図版34、 40)

皿の同一個体とみられる3点である。一の郭中央部よりやゝ東方に底部、その南北にあたる

3、 4号堀覆土に口綾部が出土する。

口綾部は端反りし、口緑端部に僅かに肥厚して丸味を有する。内外面に赤色による不整な2

条線が配され、体部内外面には赤、緑の2色によって牡丹唐草文とみられる描画が認められる。

休部はほゞ一定した器厚で底部に続く。底部はやゝ深く削り出され、中央部の器厚は0.35cmで

ある。高台は高台内に鋭角をなし、外面は斜方向に削り取られて畳付が狭い。高台高は0.65cm

である。高台内外面には石はぜが認められ、砂粒の溶着がみられる。畳付部分を除く施紬は柔

らかい白色を呈し、高台脇に不整な条線が巡る。底部内面には重囲文に唐花文が描かれ、花弁

と花芯を赤色で縁取って緑色とし、葉部は赤色によって等指される。推定口径14.2cm、高台径

7.艶mであり、器高は3.8cm前後と推定される。
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二二二軍 千二

第IO4図 赤絵 第24表 赤絵一覧表

No 出土地点 遺 構 屑位 器種 部位 ・□ そ垂 

c競 

高台往 
Cの 

1海商 ‥∴∴∴Cm 

揺 置事 

c請 外面の紋様 内面の紋様 その他の特徴 
実測 図 

写輿 

1 Cj】13 4 号掘 II 皿 
口 操 

(14.2) 
0.30 

種線下-こ麿 
2条組下は不 錐I反り口縁でや・や歪 

○ ○ 体 0.25 明 えがある 

2 D8重12 ‾の 郭 II II 底 (7.5) 0.35 空龍畿組 亀田文に花暦 箪文 雑義経も高台内 ○ ○ 

3 Dh3 3 号堀 I 
II 口 線 (14.2) 

0.20 0.25 毒垂線下-こ麿 2条組下は不 明 鶴上沼屋橡、NQl ○ 

( )は惟定他を示す。

(5)灰粕陶器(第105、 106図 第19、 25、 26表 図版41)

第IO5図 灰粕・鉄粕陶器出土分布図

碗4点、皿61点の合せて65点である。器種の明確でな

い細片が含まれているが、同一個体とみられる破片を除

いては61点となる。その大部分は一の郭を画する3へ5

号堀覆土上層に含まれ、一の郭を含めて87.7%が集中し、

ほゞ舶載磁器に共通する分布である。郡内の遺構では柱

穴の掘り方に6点、 Cb18井戸に3点、 DhlO9竪穴遺構に

1点がある。 Cb18井戸の3点が底部に出土し、埋没以前

の遺物とみられるほか、共に壁土混入遺物である。

一
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第25表 灰粕陶器出土表

遺構 碗 皿 計 出土比 

一の郭 l 12(3) 13(3) 20.0% 

二の郭 5 5 7.7 

三の郭 1 1 l.5 

3号堀 2 15(l) 17(1) 26.2 

4号堀 l 13(1) 14(l) 21.5 

5号堀 13 13 20.0 

その他 2 2 3.l 

計 4 61(5) 65(5) 100.0 

( )は同一個体



/

/

函星星 星図
・、,ヽ

「音量細/

第IO6図 灰粕陶器
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碗4点は(23)の口縁部を除いて高台部片であり、高台の削り出しや器厚によって皿と識別さ

れるものである。 (23)は直線状に立ちあがり、口縁端部に丸味を有する。口縁部直下の外面に

簡略化された達弁文を配するが、二次加熱をうけて滑らかさを失い、やゝ白色化して全体は明

らかでない。胎土は灰色をなし、吸水性がある。推定口径は11.純血を計る。 (7)は高台の削り

出しが深く、畳付は(45)と共に0.2景血幅をとって比較的整っている。全面に施粕される高台内

は輪トチンの痕跡を有し、やゝ褐色が強い。内面底部は粕薬が厚く、 (7)では印花文が中央部

に押印される。底部の器厚0.45へ0.7c血、高台高0.4へ0.6脚となり、高台径は6.2調前後と推定

される。

皿は全体の器形が推定できる5点が含まれ、他は口綾部25点、休部14点、底部及び高台部合

せて17点である。口綾部は休部より内響気味に立ちあがり、口縁部直下で外反する端反りの小

皿である。田綾部の端反りには若干の強弱が認められ、口縁端部に薄くなるが、不整をなすも

のが含まれる。口径は10.0̃12.6cmと推計され、 20点の平均では11.3cmとなる。休部には外面

に成形痕を有するものが大部分であり、腰部にむかって肥厚する。少数ながら器厚が一定する

ものが含まれ、滑らかに整形される(58)、口縁部直下になお僅かな積を残す(52)等がある。底

部は全体的に厚手となるものが多い。底部21点では器厚0.35へ0.80cmとなり、ほゞ0.50へ0.65

cmに集中し、すべて中央部に厚い。高台は全体に低く削り出され、 0.3へ0.4調前後を計り、畳

付幅が狭まって不整をなす。大部分は高台内に径3.0→3.3cmの不整な輪トチンの剥離痕を有し、

淡褐色がかって滑らかさがない。高台径は5.8̃6.釦m、 16点の平均値では6.09cmとなる。内面

底部は高台脇と同様一方に偏って薬溜する。中央部に印花文を有する4点のうち3点は16弁の

菊花文、他は梅花文とみられる。また、 (1)のみは不整に露胎を呈し、ロクロ成形痕や箆様の

削り痕が認められる。

第26表 灰 粕 陶 器 一 覧 表

No 出土地点 遺 構 屑位 器種 部位 口径 
C面 

高台程 
C調 

海商 
C調 

藷弓手 
c巾 特 徴 留l 写輿 

1 Bd30 -の 郭 P264 皿 
口 購こ 

(11.4) 6.1 2.7 
0.30 鶴亀掴・っ砧紺色をなす.内面庭訓i食彫頓を磯し不さに宝物となら.高室内 

○ ○ 庭 0.40 に鴬トナン負、砂組の付着がみちIしろ。二次卸襖をうi†ら 

2 Bd15 II P887 II 底 (5.9) 0.60 高台脇に薬浴し、高台内にトチンの痕跡を残す。 

3 
聖最00 

II 
II 

II 

口 練 
(11.0) (6.0) 2.2 

0.40 増反I)口榛で藷高わ`庇い。高台脇に薬溜し、内外面 
○ ○ 底 0.50 (こ質入が多い。輪トチン境を】摸す。 

4 Bg48 3 号掘 I 
II 日 録 (11.0) 

0.35 端反I)口鱗で外面Iこ成形頓が残る。口練絹を除き賞 
0.55 人が目立つ 

5 II II II II Il 0.40 端反り日録の小片でやや光沢が弱い。 

6 II II lI II II 

0.30 0.40 
弱い端反り口練の小片で口緑端部(こ褐色が強い。 

7 II lI II 碗? II (6.2) II 曹?製錐与讃ま基経錯雑を干し・ ○ ○ 

8 Bh6 
ー の 郭 PlO16 皿 II (5.9) 0.50 染筆難盤欝着手霊整離誓養う雑亨底 ○ ○ 

9 Cb18 II 井戸 II 底 II II 三隷鵜:宣講読請謁嘉裏欝誓トチ ○ ○ 

IO I音I II II Il II 0,60 小片でNo9と同一個体。 

11 II lI II Il 体 0.30 細片でNQ9と同一個体とみちれる。 

12 Cb15 lI 
II 

II 底 (6.0) 
0.45 二次加飽くこよって相楽を失なって由色となる。No9 

○ ○ 0.65 (こ此して高台の削I)出しが深い。 

13 Cij21 3 号掘 I 
II 体 0.35 細片。 

14 II II II II 底 0.80 浅い削I)出しの高台で高台脇の薬沼が厚い。 
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15 Cij21 3 号堀 I 皿 体 0.45 端反り口緑とみられる小片。 

16 C 
- の郭 II 

lI 底 (5.8〉 0.55 高台脇に薬潤し、高台内にトチン痕を残す。 

17 Da18 3 号堀 II II 

口

緑 体 
(11.2) 

0.30 0.45 
端反り口緑で外面に成形痕を残す。 ○ 

18 II II II II 
II 

(10.4) 
0.20 0.45 雛:)持主謳牽譜㌣すくなる。外面に成形疎を ○ ○ 

19 II Il II II 体 0.40 NQ18と同一個体とみられる細片。 

20 II II II II 
II 

0.45 淡緑色の小片で博大が目立つ。 

21 lI II II II 日 録 
0.35 0.55 

小片でやや賞人が少ない。 

22 II II II II 体 0.55 外面に成形痕を残す細片。 

23 Db121 一の邦 P1781 碗 口 緑 (11.6) 0.45 
二次加納によって褐色がかI)、口絹;部政下の外面に 

○ ○ 請置釦化された巡弁文を宥する。 

24 II II II 皿 底 (6.5) 0.50 濫薄謝控」こげの高台で撞付がやや良い。高台 

25 D 3 号堀 II 
II 体 0.45 関大の多い小片。 

26 II Il 
I 

II lI 

0.35 0.55 
外面に成形痕を有する小片。 

27 Dc39 鞍 部 II 
II 

□

館 体 
(11.0) 

0.35 0.40 
口糠がやや肥厚し、口嫁姑が斑点状に褐色がかる。 

28 Dd130 4 号堀 I 碗? 高 台 0.70 言誇誓空をうけ、不餓鉦断面となるo高調-こ抽溜 

29 II II II 皿 
口

縁 体 
0.40 姑反I)口緑で口録端が褐色かかる。 

30 D II II 皿? 体 0.45 外面に成形痕を残す細片。 

31 lI II Il II lI 0.40 No30と同一個体とみられる細片。 

32 D II II II 

口

館・ 体 
(10.2) 

0.30 0.40 
端反I)口緑で内面に砂粒が付滝する。 

33 II II Il II □ 緑 0.35 弱い端反り口緑姑が白色化している。 

34 II II II II 

口

橡 体 
(12.1) 

0.35 0.40 
やや強い姑反I)日録である。 ○ 

35 II II II II 口 緑 0.35 端反I)口緑の小片で二次加熱をうけて光沢を失なう。 

36 II II II II II 0.30 館反りロ緑の細片。 

37 II II 
II 

II 

口

繰 体 
(1L2) 

0.30 0.50 

端反I)口緑で日録端は殆ど光沢がない。 ○ 

38 Il II II II 口 緑 0.45 鯨反り日枝でロ綾部の外面在下に柏葉がやや厚い。 

39 II II II II II 

(10.1) 
0.2○ ○.35 

鎖反り口緑で口演端が薄く、やや褐色が強い。 

40 II II II II 

体 庭 
0.40 端反り□綾の小片。胎土分析。 

41 II 5 号掘 II II 

口

敬 体 0.30 0.50 
端反I)口緑の小片で二次加熱によって光沢を失なう。 

42 II II 
ⅡI II 体 0.45 断面が二次加熱によって黒色化する細片。 

43 DhlO9 竪 穴 床 II 口 緑 0.40 やや弱い端反り口綾の小片。 

44 E 
一 の 郭 II 

II 

口

鮫 体 0,30 0.45 
端反り口緑の小片である。 

45 II 3 号掘 II 碗? 
体 駐 

(6.2) 
0.45 0.70 覇霧評語鵠盤紡績託ち平台脇を内廠 ○ ○ 

46 II II II 皿 底 (5.9) 0.50 鱒轡描き結露芋窪輯轟講雪を 
47 Ec127 5 号堀 II II II 

(6.1) 
0.40 0.35 

高台脇に薬沼、高台内にトチン痕を有する。 ○ ○ 

48 II II II II 体 0.30 細片である。 

49 
Ec127 Ej重30 三景諾 II P160 

lI 

回

線 底 
(IL0〉 (6.6) 3.3 

0.30 0.60 諸鷺窮境㌍繕茅窪豆蕪犠打3c同 ○ ○ 

50 Ed重2重 5 号掘 II 
II 口 緑 0.40 端反I)口緑の小片である。 

51 Ed124 Il II II 

口

録 体 
(12.2) 

0.40 0.50 
細請人の多い端反I)口緑である。 

52 II Il II II 底 (6.1) 0.50 奨増棚と鶉綾等醤特牛化し同国うらかさを ○ ○ 

53 E II II II 体 0.60 
内山自こ0.15c町の楽油がある。外I加に沈柳沢の細敏が 
走る。 

54 II II II II 

口

鞠: 体 
(12.5) 

0.45 0.35 
弱い鈴反り口緑でやや肥厚する。 

55 り lI II II II 

(11.0) 0.35 弱い端反り日焼の′小片である。 

56 II II II II 底 0.65 厚さ0.15mの相楽がある。ノ小片である。 

57 lI II Il II 高 台 0.40 浅い削I)出しの高台で高台脇に薬溜する。 

58 Eel15 二の 郭 II II 

口I隷 唾 (11.4) (6.2) 
0.35 0.50 離違覇蝕謹去溝蓑措雪子ある。高台 ○ ○ 

59 II Il II II 

口

鮫 体 
(12.4) 

0.30 0.45 
斌反り口線で二次加鮒こよって滑らかさを失なう。 

60 Fa130 4 号堀 II II 

経 (6.3) 
0.45 0.65 掛;盤罷平台で高台脇と内膜鰍こOi15ぐmの柚 

61 Fel12 二の郭 lI II 底 6.4 
0.35 浅い削り埴し高台で塙台内(二輪トナン痕を捜す 内 

○ ○ 0.80 曲に菊花文を乱し、高台脇と英に薬溜する。
○ 

62 Fel15 II II II 

口

練 底 
(10.0) (5.5) 2.4 

0.35 0.60 糀需結露男親諸離抹盤台、ろ。廟面 ○ ○ 

63 C種130 II II II 口 縁 (12.6) 0.30 端反I)口椋の細片である。 

64 Hhl12 三の 郭 II II 

口

般 高台 (11.2) (6.2) 2.6 
0.30 0.55 電器号誓て蘭柵は高台脇よ。高台(こかけて的白川 ○ ○ 

65 Z乙 不 明 II 
? 体 細片で不詳 

l )は椎電他を示す
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全面に及ぶ施粕は淡緑色、または淡黄緑色を呈し、著しい貴人が縦横に走る。ガラス光沢を

失って淡褐色、または白褐色がかる12点は、二次加熱によるものとみられ、共に滑らかさがな

い。胎土は青味がかった白色の細粒であるが、小気孔を有するものが含まれ、吸水性を有する。

(6)鉄粕陶器(第105、 107図 第19、 27表 図版41)

茶碗5点、茶入れ1点、水滴2点である。一の郭Bj24井戸覆土下位層とこれに近接して出

土する同一個体とみられる水滴2点のほかは共に4、 5号堀覆土上層に出土するものである。

茶碗はいずれも小破片で口縁部2点、休部2点、底部1点である。口綾部は休部より弱いく

びれを有して薄く引きだされ、 (5)はやゝ肥厚する。口径は13.O調前後と推計される。施粕は口

綾部に褐色となり、口縁部直下より見込みにかけて光沢の弱い黒褐色を呈する。外面は体部下

半より露胎をなす。高台は粗雑に削り出され、高台は浅く内ぞりされる。推定高台径は4.Oc血、

(3)の高台高は0.7脚である。

茶入れ(4)は口縁部小片で推定口径は4.艶mである。弱いくびれを有して立ちあがり、肥厚して

丸味をもつ。胴部の張る浅い大海茶入れとみられる。口縁端部が褐色を呈し、口縁部直下では

やゝ青味がかった黒褐色をなす。胎土は茶碗と同様に柔らかい淡褐色を呈し均質である。

水鳥形の水滴(l)、 (2)は羽根と休部より底部にかけての小片である。羽根は隆線状をなし、休

部より重合して上部を被い、一端には水穴が認められる。休部は次第に肥厚して湾曲し、下方

の露胎を経て底部に続く。水穴は底部より2.4cm上方に位置している。休部上方は光沢の弱い黒

褐色粕で被われる。底部は糸切痕を残し、やゝ不整である。内面は滑らかで粕薬が斑点状に底

部に広がるほか、胎土と同様の灰褐色を呈する。

う

“ \亡土王手
3

国司副
第IO7図 鉄粕陶器
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第27表 鉄 粕 陶 器 一 覧 表

No 出土地点 遺 構 層 位 器 種 部 位 
口 径 

cm 

高台径 
Cの 

港∴厚 
Cn 相 調 そ の 他 の 特 徴 響I 写輿 

1 Bj24 井 戸 下 層 水 滴 
体 底 0.25 0.60 

黒褐色 欝等笥搭欝豊艶…失く結館誓 ○ ○ 

2 II -の郭 II Il 体 0.40 Il 

ま纏暴習鷺?が虫合すろ細片で水穴部分 

3 Cb15 lI II 碗 高 台 (4.0) 1.20 内面底部黒褐色 築箪笥薄紫鶉‡露盤 ○ ○ 

4 D種18 3 号掘 I 茶 人 
口

鯖こ 体 
(4.5) 

0.30 0.20 品繍患色 呈搬鱒需詳しを布して般する。胎 ○ ○ 

5 Db重8 II II 碗 II 

(13.3) 
0.25 0.50 品駒鳥色 謹呈`接告を布してうすく引きだされろe ○ ○ 

6 Db130 4 号堀 II 
II II 

(13.0) 
0.30 

lI 
小さいくUぐ九を有する口練で他はNo4に期 

○ ○ 0.55 似する。 

7 Dc130 Il II II 体 0.30 黒褐色 No4に類似する′小片、胎土分析。 

8 Dg3 ll 
I II II 0.60 II 喬胎を僅かに残す。肥土は淡褐色。 ○ 

( )は維定価を示す。

(7)その他の陶磁器(第108へ110図 第19、 28、 29表 図版34、 42)

施粕陶器10点、素焼きの陶器4点がある。一一三の郭に散布する小破片で全体の器形が推定

できるものはない。施粕陶器のうち染め分け椀を含む碗6点、皿1点、饗3点である。染め分

け椀は口縁部が薄く挽きだされて直線状に立ちあがり、褐色または灰色がかった色調を呈し、

微細な買入が著しい。休部は下半より褐色紬となり、ロクロ成形痕を残す。口径は10.Ocm前後

と推計される。皿は器高の低い小皿とみられるものである。饗は3点のうち、口径30.Ocm前後

の口縁部片が含まれ、玉線状をなして肥厚にするが、二次加熱をうけて明瞭でない。

ノ

l/3

第iO8図 その他の施粕陶器

素焼きの陶器は共に香炉片とみられ、 3点は同一個体

片である。 l点(16、土師質)は休部に最大径となり、

肩部より口綾部にかけて直行して上ちあがる。口縁部直

下に印花を有し、肩部に電文が巡る。胎土は細砂粒が目

立ち、褐色を呈する。口径8.0調と推計される。他の3点

は前者に比して硬質の小片で、外面に唐草とみられる浮

彫りが刻される。共に一の郭及び5号堀出土である。

磁器は8点で椀、皿、向付、猪口、徳利等の破片であ

る。光沢が強く、向付を除いては鮮明な発色をなし、す

-
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り絵を有する椀、皿が含まれる。裏面に五良太夫の銘を有する蓋は断面の一辺を二次的に摺り

落として滑らかにするものである。

二葉∵〇° 〇二

I

3′

(l)施袖陶器

●

第=O図 その他の磁器 第28表 その他の陶磁器一覧表

No 出土地点 遺 構 屑 位 券 種 部 位 
口 径: 

cm 

鵜:厚 
c観 窒 藷 昌 覇 壁 壷 そ の 他 の 特 徴 智 写輿 

1 C 一の 郭 重 染管け 日 録 (9.8) 0.35 灰 白 灰 白 灰 白 晶賓結託冨なって立ちあがるo ○ ○ 

2 II II lI II II II 哲 灰 背 灰 II 

NnlIこ比して立ちネ)がI)かやや拙く、間 

3 Dfl15 II Il II II (10.4) 0.50 明 褐 明 褐 淡 褐 品散発冨くなって立ちあがるe ○ ○ 

4 Dd9 3 号堀 II 襲 II (30.0) 0.65 冨粥駿が畔 灰 白 猿轡雲詣媒灘おお薫 ○ 

5 Ee45 II II 皿 II (9.4) 0.45 灰 白 灰 白 II 灘話砦み封しろ細片で地相聞Ql(こ ○ ○ 

6 EflOO 二の郭 II 凌 体 0.95 赤 禍 暗 褐 灰 外面の光沢が強く、全体に粗雑である。 ○ 

7 8 

F II II 

主食め分け 
碗 

II 0.40 賛 褐 箕 褐 淡 褐 博大の多い小片 

Fc60 鞍∴∴都 I 
II 

高体毛 0.30 0.55 

褐 淡 白 白 全体に施粕され、外面に成形痕を残す。 ○ 

9 Hel18 3 号堀 II II 体 0.40 灰 白 灰 白 灰 白 No2に類似する小片である。 ○ 

10 Hjl15 三の郭 II 境 II 0.85 典 褐 興 褐 灰 聖経溜饗を㍍平は堆■掠状を里す ○ 

No 出土地点 遺 構 屑 位 諸 種 部 位 
口 径 

Cm 

高台径 
C爪 

蒋 高 
C同 

落∴哩 
C同 

紋 様 そ の他の特徴 智」 写輿 

1 C 一の郭 II 碗 口 緑 (13.5) 
0.20 内面に摺り絵 口縁に若干肥厚する細片。 

2 Da6 II 重 向 付 
体 底 

0.40 内面に花文 型押を有する白磁 

3 Dd II II 猪 口 
口

練 休し 

(6.9) 0.35 外面に集線 口緑端ほど薄くなって端反りする。 

○ ○ ○ ○ 

4 D II II 皿 II (10.6) (6.2) l.9 II 内面に掘り絵 外面は条繚状に走る。 

5 Dh127 5 号掘 II 碗 体 0.25 内面に集線 雑護宗籍!こよっては伊 
○ ○ 

6 F 二の 郭 II II 口 緑 (13.0) 
0.30 摺り絵 

口撒く 鮮明 詳欝チタろo外剛- 

7 
II II II 徳 利 体 0.25 外面条線状 発色のよい染付細片 

○ 
8 C種130 II II 整 0.30 染付・五良太夫 罪干二次的-二郎一周す郁分が ○ 

()は推定値を示す。 

(8)土師質土器、須恵器と土師器(第111、 112図 第19、 29表 図版32、 34、 42)

土師質土器は前述の香炉片を除いては19点である。その分布はこの一の郭及び3へ5号堀に

限られ、 4 ・ 5号堀覆土に若干多い。いずれも杯の破片とみられ、器形の推定できるものは2

点であり、他は口縁部11点、休部1点、底部5点である。

口緑部は休部より薄手となって直行、または内管気味に立ちあがるo口綾部内面にはハケ目

様の痕跡を残すものが含まれる。休部より底部にかけて次第に肥厚し、内面は滑らかに下降す

る。底部は平底をなし、もっとも厚手となるo推定口径は10・8へ12南m、 13点の平均値は11・3
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mである。底径は(22)が6.8伽、他は5.0へ6.0脚と推定される。器高は2.3へ2.4調、器厚は底部

で0.6へ1.Ocmを計る。

胎土は橙色をなすものが多く、灰・黒褐色を呈するものが3点である。 (15)を除いて共に細

粒で感触が柔らかい。外面に煤とみられる黒色の付着物を有する4点が含まれるが、油痕等の

確認されるものはない。

第=I図 土師質土器、須恵器出土分布図

≡ク::

\」」二三ヲ

第=2図 土師質土器

須恵器2点は聾の小片とみられ、 (8)には内面の青海渡文が認められる。また、土師器は既述

のIdlO6竪穴遺構に出土する5点のほか、近接する8号堀出土の細片である。

第29表 土師質土器・須恵器・土師器一覧表

(l)土師質土器・須恵器

No 出土地点 遺 構 屈 性 器 純 部 位 
口 径 

Cm 

l産 後 
C調 

棒こ 高 
Cの 

捲 厚 
ぐの 色 調 備 考 語り 写典 

1 B 
一 の郭 I 杯(皿) 口 線 (11.0) 0.4 にぷい栓 ○ 

2 C 
II 

II 
II 底 (5.0) 1.0 黙 褐 

3 D種18 3 号榊 II II 

口

撒 -1を 

(11.0) 
0.4 0.9 

にぷい億 口禄部外面が黒色化する ○ 

4 D8112 
一 の郭 lI II 

(春 暖 
(5.5) 

0.4 0.8 

II ○ ○ 

5 II II II II 

口

破 く事 

(12.0) 
0.4 0.7 

淡 軽 ○ ○ 

6 De3 lI II Il II (11.5 
0.4 0.5 

II No.5に同一個体? 

7 D 3 号掘 II II 

口【∴‡壕 I庭 
(10.8) (6.0) 2.3 

0.4 0.8 
にふい惟 外面に捜点状(こ ろ。 

!色のlす種がふ 
○ ○ 
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8 D 3 号掘 II 焚 体 1.2 灰 内面に背海渡文を有する小片。 ○ 

9 II 4 号掘 I 杯(皿) 
体 底 

(5.0) 
0.6 1.0 

淡 稔 ○ 

10 II II II II 口 緑 (10.2) 0.4 淡赤棲 

11 Il lI II II 

口

練 体 
(12.6) 

0.3 .0.4 
浅黄稔 

12 II II II 衷 屑 0.7 灰 屑部にやや歪みがある。 

13 II II 
II 杯(皿) 

口

鯖: 体 
(10.5) 

0.4 0.7 
にぷい概 号誓詞外面`こ蝿の付着物がみ ○ ○ 

14 II Il II II 

口

練 I珪 

(11.2) (5.0) 2.4 
0.4 0.8 

II 外面に黒色の付着物を有する. ○ ○ 

15 lI II II II 体 0.4 熟 褐 砂煩の胎土で滑らかさがない。 

16 Dc130 II II 香 炉 
口

敬 体 
(8,0) 

0.5 1.0 
淡赤稔 擢群ま体部面化・硝丈 (○) ○ 

17 II II II II 体 0.5 灰 外面に唐単文を浮彫りする。 
(○) ○ 

重8 II II II II II II II No17と同一個体。 
(○) ○ 

19 Ea133 5 号掘 II II II 0.6 II NQ17と同一個体?細片 

20 EdlO9 II 
I 杯(皿) 

口

練 体 
(11.0) 

0.5 0.8 
浅興鐙 ○ 

21 Ed重27 II 
II 

II 底 (6.0) 0.6 II 

22 II II Ⅴ II II 6.8 0.8 灰 糸切り痕が僅かに残る。 ○ 

23 E II 
II 

lI 口 緑 (12.0) 0.4 灰 褐 口綾部がやや外皮する。 ○ 

24 II II II II II (12,0) 0.4 褐 細片 

25 Fb130 二の郭 I 
II 

口

館で 体 
(IO.8) 0.3 0.5 淡赤憶 ○ 

(2〉 土師器 (No8・ 12は狽想器・他は土師貨土語)

1 HdlO3 8 号堀 I 杯 ロ 緑 (8.0) 0.35 浅前橋 内面無色処理の細片 

2 IdlO6 竪穴遺構 II II 体 0.45 II II 

3 II II 竃 II 日 録 0.25 II ○ 

4 II II II II 

口

隷 体 

3.0へ 
0.30 0.55 

II 内面に環色化する部分を有する。 ○ ○ 

5 II II II 猿 II (26.0) 15.0- 
0.30 0.80 

II 組離㌶名寄揺耕照る。 ○ ○ 

( )は惟定価を示す。

(9)その他の土器(第113、 114図 第19表 図版47)

縄文土器は磨耗の著しい小破片が大部分であり、合せて55点である。ほゞ全域に渡って分布

し、空堀を除いては低位の三の郭に若干多い。遺構では空堀覆土のほか、 Gh127竪穴遺構に7

点、 IdlO6竪穴遺構に1点が覆土に混入する。

口綾部4点、底部1点のほかはすべて休部片である。口縁部片には波状の口縁部(31)があり、竹

管による刺突文や洗練を有する。胎土は粗粒が目立ち、褐色を呈する。 (22)は口唇部に刻みを

有し、胎土、焼成共に良好である。 (31)は三の郭、 (22)は一の郭南東II層出土である。

第=3図 土器と石器出土分布図
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底部片は底径5.覚m前後と推計される摩耗の著しい破片であり、 3号堀覆土下位層に出土す

る。そのほか休部片に繊維の認められる3点の小片が含まれる。

弥生時代に属するとみられる土器は35点があり、口綾部2点のほかはすべて休部小片である。

一、三の郭及び空堀に分布し、 3号堀覆土に若干多い。口縁部は平縁とみられ、共に斜位の撚

糸文が施文される。そのほかは地文に沈線の横走するもの(20)、無文帯を有するもの等が含ま

れる。胎土は石英、粗砂を含み、赤褐色を呈するものが多い。 (21)は3号堀、 (20)は4号堀出

土である。

i

0 ’.5 cm

第=4図 縄文・弥生土器拓影

2.金属製品

(1)鉄製品(第115へ117図 第19、 30表 図版34、 43)

一の郭より三の郭に及ぶ全域に出土し、特に一の郭とこれを画する3へ4号堀に集中し、二、

三の郭では数点にすぎない。 42点のうち用途の判明するものは小刀、小柄各1点、鉄鍛2点の

合せて武器4点、木工具など建築用金具では斧1点、楔状製品3点、鉄釘16点がある。その他

火打鉄1点、毛抜3点、締金具1点、鍋2点等であり、特に用途による分布の特徴はみいだし

えない。

第=5図 鉄・銅製品出土分布図

小刀(24)は、刃部が欠損し、全体に湾曲する。刀身部は現存長10.7c鵬、中央部の最大身幅2.

7c皿を計り、切先の反りを有しない。茎は断面長方形をなし、柄頭に細く、丸味をなす。小柄(25)
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は両端を破損し、鋲溜が著しい。刀身部は9.7調以上、身幅1.2調を計り、茎はこれより幅広と

なり、最大1.7脚となる。鉄鎖2点のうち(4)は刃部の長さ6.8mの平板状をなし、身幅は最大1.

9cmを計る。茎は5.3mで先端を僅かに欠損する。断面は0.5×0.3脚の長方形をなす。 (40)はこ

れより身、茎共に短い同形の平板とみられる。

斧(27)は2.4cmの狭刃でやや上方に反りを有する。刃側両面には下辺に平行して対称的に3条

の磨除けが刻される。柄穴はやや不整ながら、刃側にのみ角をなし、幅1鳥mを計る。

(7)、 (8)は頭部をつくり出す扁平な楔状をなす。先端がやや狭まり、 (7)は反りがみられる。長

さ6.l脚、厚さ0.8c皿で断面は長方形をなす。 (26)はこれより若干長く、同様の用途を有するも

のとみられる。 (23)は頭部が斜方向に切られて明らかでない。

釘とみられる16点のうち、短形の釘7点が含まれ、頭部の形状によって皆折形の釘5点、切

釘1点が判明する。前者は頭部が扁平となり、し字状に折り曲げられ、長さは(33)の3.O調(0.

99寸)、 (9)の5.O脚(l.65寸)を計り、大小が混在する。また、鋸沼で頭部の形状が不明ながら

(29)では長さ5.7脚(l.88寸)、最大頭部幅では(15)によって径l.2c皿の方形をなす。先尖部にか

けては共に断面が方形をなすとみられる。切釘(32)は頭部がやゝ薄くなって鋭角に切断され、

断面は長方形をなす。現存長3.6c皿である。犬釘(1)は長さ8.9cm(2.94寸)を計り、鉄釘中最大で

ある。頭部は扁平をなし、径0.9mの方形をなす。先尖部にかけては次第に細くなり、先端が叉

状をなして分岐する。そのほか、 (14)がこれに類似している。

(18)、 (37)は一端を僅かに欠いているが、現存長はそれぞれ10.4、 11.5伽で類似し、中央部

より対称的に先尖する断面方形の両釘様をなす。中央部の径0.9へ1.1脚を計る。 (37)が一端で

やや先細りとなる点では装着する可能性も考えられる。

火打鉄(17)はやや小形の板状をなす。把手は細く引き延ばして山形をなし、一端に接合して

いる。

毛抜3点は共に折損する断片である。孤部の幅は1.2へ1.4伽を計る。断面は薄板の長方形を

なす。 (2)、 (3)は鋳化によって厚手となる。

締金具(10)は鉄板を折り曲げて両端を重合させ、不整な環状をなす。内径は2.2×1.8cmで楕

円状を呈する。

鍋、釜の断片とみられる(38)、 (39)は共に不規則な亀裂を有する。 0.7cmの厚板をなす鋳造鉄

である。板状の(12)もこれに類するものと推定される。

その他用途不明の鉄製品には両端に対をなす紐通し穴を有する(36)、火箸状の(6)、 (28)、薄

板の(16)、 (35)等が含まれる。

鉄津とみられる鉱津はやゝ褐色がかっだ海綿状を呈し、径2.Ocm以下の破片5点である。共に

10g以下の小津であり、一の郭及び三の郭南東のII層に出土する。
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第=6図 鉄製品(I)
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第iI7図 鉄製品(2〉 第30表 鉄製品一覧表

NQ 出土地点 遺 構 同 位 名 称 鞍と∴さ 
C爪 舶l Cm 

厚∴∴さ 
Cの 

】意∴∴さ 

g 
備 考 実測 図 

写輿 

1 Bg6 
一 の郭 P946 釘 8.9 1,1 0.9 25.4 先尖邸がやや反って叉状をなす完形。 ○ ○ 

2 Bj3 
II II 毛 抜 7.0 1.3 0.6 8.7 孤部幅1.2c和を計り、上方を欠く。 ○ ○ 

3 II II II II 5.0 L0 0.6 5.2 両端を欠孤する。Nolと同一個体?。 ○ ○ 

4 C II II 数 12.1 2.0 0.7 28.7 茎の先蛤を欠く平板。 ○ ○ 

5 Da18 3 号掘 II 釘 ? 6.8 0.9 0,8 8.3 両端を欠き亀裂が入る。断面は円形をなす。 

6 II II II 火 箸? 1.3 0,7 0.7 3.8 一端を欠き、先尖都が湾曲する。 

7 Dbc18-15 II II 俄!∴∴? 6.1 2.0 0.8 16.7 馬平な頭部をなし、先端(こ挟まる。 ○ ○ 

8 II II II II Il 2.3 II 17.8 No7に類似し、先夫状となる。 ○ ○ 

9 II Il II 釘 5.0 1.3 0.6 5.6 皆析形の完形。 ○ ○ 

10 II II II 鮪金具 3.4 3.4 L1 16.4 内径2.2×1.釦mでやや不整をなす。 ○ ○ 

11 D II 中 釘 4.5 1.0 0.8 5.3 皆折形をなし、先尖部を欠く。 ○ ○ 

12 II II II 鏑I? 7.6 3.8 1.0 47.0 鋳沼の強い板状の断片。 

13 II II II 不 明 8.6 2.0 0.7 15.8 一緒が九味を有する板状の断片。 ○ 

14 II 
ー の 郭 II 毛 抜 9.0 1.5 0.4 6.0 孤部幅1.4cm。 ○ ○ 

15 
D種d127 

一・130 
4 号掘 II 釘 4.4 0.6 1.2 4.0 皆析形で先尖部を欠く。 ○ ○ 

16 II II 
I 不 明 9.1 2.3 0.4 16.2 把手状の薄板で屈曲部で両端を欠く。 ○ ○ 

17 II II II 火 打 鉄 5.6 2.7 0.8 16.0 完形。山形の把手をなし、一端に接合する。 ○ ○ 

18 II II II 両 釘 10.4 0.9 0.8 14.6 両尖をなし、一端を僅かに析減する。 ○ ○ 

重9 Dg127 
一 の郭 II 釘 3.5 0.7 0.7 3.5 頭部と先端を欠く。 

20 DhlO9 II lI II 2.8 1.0 
り 2.4 中央部で析耕し、先尖都が湾曲している。 

21 Djl15 
II II II 3.5 2.6 0.5 1.3 中央部より折捕、先端部にかけて湾曲する。 

22 D 4 号堀 I 不 明 4.8 3.8 1.1 29.8 板状をなす断片で鋳化が著しい。 

23 Eb127 5 号堀 II 
Il 17.8 2.3 0.7 85.0 板状をなし、一錨はやや狭まって箆状をなす。 ○ ○ 

24 EdlO9 
II II 小 刀 21.5 2.9 0.5 58.9 横を欠親し、刃部の歪みが大きい。 ○ ○ 
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25 EdlO9 5 号観 II 小 柄 16.6 1.7 0.7 35.3 両飴を欠き、鋳沼が著しい ○ ○ 

26 II II II 不 明 8.3 2.2 II 45.2 板状をなし、先鎖を欠く。No23に類似する ○ ○ 

27 Edl12 竪 穴 II 斧 18.7 4.8 4.8 107.0 2.4c鵬の棋刃、3条の魔除を有する完形。 ○ ○ 

28 II 5 号堀 II 火 箸? 9.1 0.4 0.3 7.6 先尖部が肩平となり、他は断面長方形、折損。 

29 II II II 釘 5.7 1.5 1.4 11.7 皆折形で先端部を欠き、関銭が強い。 ○ ○ 

30 II II II II 5.2 0.7 0.6 5.2 皆祈形で先端部を欠く。 ○ 

31 II II lI II 3.6 0,8 0.6 2.5 鋸化が進行して頭部不明、先瑠都をかく。 

32 E II II II 3.6 0.9 0.8 4.3 断面は長方形とみられる。 

33 II II II II 3.0 0.9 0.5 3.0 やや湾曲する完形。鋸潟が大きい。 ○ ○ 

34 II II II 不 明 6.7 2.8 0.6 22.7 板状をなす。外接の-部を欠く。 ○ ○ 

35 Ff127 二 の郭 P258 II 3.0 1.8 0.2 5.0 薄板の断片で一方は鈎形をなして狭まる。 ○ ○ 

36 Fc121 竪 穴 II 
II 26.8 1.5 0.8 99.2 板状をなし、両端に賞穴を有する。完形? ○ ○ 

37 Fj133 二の郭 II 釘? 11.5 L1 0.9 17.0 両尖となるが-方が細く、先端を欠く。 ○ ○ 

38 Hbl18 三の邦 重 錨) 6.4 4.8 0.7 38.8 厚板状をなす。銃化が進んで崩堰する。 ○ 

39 Hcl18 II II 鍋? 6.3 3.6 0.7 34.2 厚板の断片。 ○ 

40 Hjl18 
lI II 鍛 8.7 1.9 0.7 25.0 茎の一都を欠く。鋳衛が著しい。 ○ ○ 

41 Z乙 不 明 釘? 5.5 0.5 0.5 8.6 両端を欠き、断面方形をなす。 

42 II II II 5.8 2.1 1.9 48.2 頭部が円形をなし、や、細くなって析肌する。 

(2)銅製品(第115、 118図 第19、 31表 図版43)

二の郭に出土する6点である。 2点は柱穴中に出土するが、共に壁土に含まれるもので

ある。用途の推定されるものは第1点、鐸2点、蓋1点である。

算(l)は耳掻部分が不明であるが、胴が長く7.触れを計り、竿が短い。胴には眉形及び木瓜形の

切り込みがあり、紋は中央部5南mに渡る。断面は二等辺三角形を呈する。竿は6.0調で穂先に

かけて薄板状となる。地板より穂先にかけて緑青が付着するほか、黒色を呈する。

(2)、 (3)は透し錆の破片で同一個体片とみられる。紋様透しで丸味をなし、茎孔は2.釦血ま

で計測される。

蓋(6)は小断片であるが、径10.Om以上の円形とみられ、外縁より0.7m前後に高さ0.4調の

身受が付される。平蓋とみられる表面は滑らかで文字様の鋳出を有する。

第=8図 銅 製 品
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第3I表 銅 製 品 一 覧 表

No 出土地点 遺∴∴梯 屑 位 名 称 
鱈と∴さ 

C巾 側 cm 

巧嘉∴∴さ 
C賀i 

廓音 量 
g 

備 考 
実測 図 

写典 

1 Bf15 
一 の郭 P710 舞 13.8 1.2 0.5 19.4 胴が長く、竿が想い。 ○ ○ 

2 Ch6 II 
II 鋳 5.0 3.1 0.6 20.4 透かし彫りの破片。 ○ ○ 

3 Da18 3 号堀 II II 1.8 0.8 0.4 2.8 No2と同一個体の細片。 ○ ○ 

4 Db重30 4 号堀 II 不 明 5.3 1.8 0.05 8.2 湾曲する薄板の断片 ○ ○ 

5 EbI27 5 号堀 II り 5.4 1.6 II 2.3 両端を欠く、湾曲する薄板。 ○ ○ 

6 Ff重30 二の郭 P152 整 7.3 3.4 0.6 22.3 表面に紋様を有し、二次加熟をうける断片。 ○ ○ 

(3)古銭(第119図 第19、 32表 図版34、 44)

渡来銭9種13点、寛永通賓4点、不明銭6点の合せて23点である。一の郭より三の郭にかけ

てはそれぞれ5、 4、 3点が出土し、 4 ・ 5号堀覆土中にはそれぞれ7、 4点が含まれる。郭

出土の古銭は表採を含む重、 I重層中に広範囲に分布する。郭内の遺構では二の郭中央部の柱穴

壁土上層に寛永通賓1点が出土するのみである。また、空堀出土の古銭は陶磁器やその他の遺

物出土層に共通し、 4号堀II層では渡来銭に限られている。共に二次加熱によって融著し、ま

たは歪んで腐蝕するものや欠損するものがあり、比較的渡来銭に多い。

◆

第日9図 古銭拓影
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渡来銭13点は初銭年によって唐銭の開元通賓2点、北宋銭には至道元賓、祥符元賓、皇宋通

賓、大観通賓の4種各1点、明銭は洪武道賓、永楽通賀、宣徳通賓の3種6点で永楽銭4点が

含まれる。そのほか朝鮮通賓1点がある。

寛永通賓は所謂古寛永4点、新寛永1点である。不明銭6点には鉄銭2点が含まれ、他の4

点は渡来銭と推定されるものである。

第32表 古 銭 一 覧 表

NQ 出土地点 遺∴∴構 屑 位 銭 名 初銭年 先登 琵琶 i回の 

究盤 
面の 

務盤 
面の 

外接 I亨∴∴さ 

調m 

卸し∴さ 
れg 

備 考 拓影 写輿 

1 Be6 
- の 郭 II 寛永通貨 江声1636 24.15 6.55 19.65 5.65 l.05 2,680・ ○ ○ 

2 Bg46 
lI 

I 関元通貨 庸 621 23.05 7.85 21.10 7.15 0.83 1.950 ○ ○ 

3 Ch6 II 
II 至道元賀 北宋 995 24.20 7,55 17.20 6.25 1.03 1,420 外線欠損。 ○ ○ 

4 II II II 洪武通貨 明 1368 23.10 7.15 20.20 6,15 1.25 2,980 ○ ○ 

5 C II 
I 開元通貨 麿 621 7.70 

6・.70 
1.15 1.150 二次加熱、半欠。 ○ ○ 

6 Da130 4 号堀 II 朝鮮過賞 李朝1423 24.00 6.85 20.08 5.88 1.35 2.400 ○ ○ 

7 II II II 永楽通貨 明 1403 24.88 6.53 20.28 5.48 L43 3,100 ○ ○ 

8 Db130 II II 皇米通貨 北東1039 24.70 8.55 20.30 7.25 L15 3,200 ○ ○ 

9 一・1? 

Dc133 lI II 永楽通貨ほか3 明 重403 5,690 
舶!括し歪みI稿蝕す る。 ○ 

13 Dj133 5 号掘 II 不 明 24.15 7.15 20.30 5.35 1.10 2,550 歪みがある鉄鎖。 ○ ○ 

14 Eb133 II II II 

21.75 7.90 0.90 1,230 鉄鎖。 ○ 

15 lI II II II 

1.20 420 細片。 ○ 

16 Ec124 II 
I 大槻過賞 北東1107 24.20 7.35 

22こ10 
6.25 1.23 1,680 外線欠掘。 ○ ○ 

17 E白12 二の 郭 II 永楽通貨 明 1403 24.60 6.30 20.40 5.35 1.26 1,380 腐蝕し、半欠。 ○ ○ 

18 Ej136 
II P179 寛永通貨 江声1636 24.65 7,75 20.00 5.75 1.23 2,260 ○ ○ 

19 
F写130 

II 
I 永楽通貨 明 1403 24.60 6.65 21.20 5.70 l.10 3.080 ○ ○ 

20 Fj130 
II II 祥符元貰 北条1008 25.20 6.98 重8.30 5.98 1.00 1.950 ○ ○ 

21 Hc=8 三 の耶 II 寛永通貨 江戸1636 24.55 6.55 19.75 6,15 1.08 3,100 ○ ○ 

22 H白15 II 
II II 

II 24.20 7.70 II 6,40 1.18 2,550 外縁欠航。 ○ ○ 

23 Jb124 II II 宣徳通貨 明 1426 24.10 5.70 20.40 5.10 0.97 2.020 諮聖祭並み・ ○ ○ 

(計測.・部よ「日本古代の聴堪」衆丈研1977(こよる)

3.石製品と石器

(1)石製品(第120へ123図 第19、 33表 図版35、 44、 45)

砥石17点、石臼16点、手洗鉢3点、その他7点の合せて43点である。共に一の郭より二の郭

にかけて分布し、特に一の郭を画する3へ5号堀に密である。二の郭では中央部に砥石1点の

ほか、南東辺の2号堀に混入する。遺構出土の石製品は柱穴やDe124焼土遺構出土の砥石を含

めて覆土中に出土するものであり、空堀ではすべて覆土上層に含まれる。

砥石は板状の(7)、扁平な自然石とみられる(8)を除いてすべて断片である。長辺18.3調を

最大にやゝ大き目の砥石は11点であるo 6使用面を最多として不整なものが多く、全体を推定

できるものは(13) 1点である。使用面は滑らかで(4)、 (5)、 (14)→(16)の5点には紬線状の

砥痕を有する。石材は安山岩、石質凝灰岩各1点であり、他の9点は斜長石流紋岩である。灰

白色、または淡褐色をなし、 7点は黒色化して二次火熱をうけているとみられる。 (4)では加
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第i20図 石製品出土分布図

熱以後に使用される痕跡が認められる。

小形の砥石は6点であり、うち5点は(7)が長方形をなして若干大きく、 (2)、 (7)が板状

をなす。完形の(7)は両端が丸味を有して整形され、使用面には長辺に平行、または斜方向の

細線状の砥痕が一面に広がる。他の1点は扁平な磨石状をなし、同様の使用痕が不規則方向に

走る。石材は石質凝灰岩3点、斜長石流紋岩3点である。流紋岩の(5)、 (6)は黒色に変じて

二次火熱をうけていると類推される。特に形状による石材の相違は認められない。

石臼16点は小片が多く、全体を推定できるものは溝の不明瞭な下目l点のみである。副港の

配置によっては茶目5点と穀暦日3点に分けられ、他は断片で不明である。茶上白はすべて輝

石安岩製で不揃いながら丸溝が7条まで認められる。供給口、物配り、芯受、挽手孔は共に不

整に穿孔される。下目は受け皿部分を欠くが、摺込面における径は26→27cmと推計され、高さ

は8.1へ12.6c皿を計る。

穀磨臼は条満幅、副港間隔が共に広く、更に不整な配置を有する。上白は(8)によって径31.

Ocm、高さ6.Ocm以上を計る。下目は(15)によって摺込面で径20.2cm、受け皿外縁では径40.7cm

と推計される。高さ9.8へ10.2cmである。石材は安山岩質角礫岩が2点含まれ、外面は著しく磨

耗している。その他断片では高さ15.8調の石英安山岩があり、加工の痕跡を有する1点が含ま

れる。

手洗鉢には器形の推定される2点が含まれる。 (1)は扁平な底部を有し、口緑部にかけて直

線状に立ちあがる。全体に厚手で不整をなす。底部外面に十字状の削痕や条線が認められ、体

部には黒色の煤とみられる付着が一面に広がる。口径30.7cm、底径18.2c皿と推定され、高さ12.

8cm、深さ7.8c血である。 (10)は底部より口縁部にかけてやゝ膨らみを有し、底部の器厚が著し

く薄くなる。 (1)に比して器高が若干低く、底部が不整な円形を呈するほか殆ど同様の計測値

が得られる。他の1点は底径がやゝ小さく、内面が滑らかである。 (1)と同様に黒色の付着物

がみられ、二次火熱をうけるものと推測される。
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三三二

第121図 石製品(I)砥石
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(l)砥 石 第33表 石 製 品 一
覧 表

No 出土地点 遺 構 屑 位 摂;∴さ 
Cm I聞 Cm 

厚 さ 
C面 

卸【∴さ 
g 

使用面 石 材 備 考 
爽洲 図 

写典 

1 Bg30 ーの郭 II 6.0 4.1 4,9 230.5 1 斜長石流紋岩 二次加熱をうけて黒色化する断片。 ○ ○ 

2 Cb 3 号堀 II 6.4 3.1 L0 22.5 4 石質漣灰岩 板状となる断片。 ○ ○ 

3 CglO6 
一 の 邦 II 18.3 5.0 4.2 690.0 5 斜長石流紋岩 一端を欠く ○ ○ 

4 Db130 4 号掘 II 10.6 6.1 5.1 440.0 3 II 

蒜紺地以後の鯛痕を有する ○ ○ 

5 
Db136 Ed127 4・5 骨相 Ⅱ! 14.6 5.8 6.4 410.0 3 II 無色化し、折肌する ○ ○ 

6 De9 3 号堀 II 7.4 4.0 3.8 144.5 4 II 1面に鋭利な砥痕を有する。 ○ ○ 

7 Del18 II II 10.4 3.8 1.9 84.8 1 石質経灰岩 板状の小形完形品。 ○ ○ 

8 II II II 7.5 6.9 3.0 190.5 2 II 

弱年自然石で鰍の砥痕を有 ○ ○ 

9 De124 焦土遺構 I 12.0 6.5 5.0 420.0 4 II 
二二天相似をうけて黒色化すろィ、 

○ ○ 

10 II 
ー の郭 重I 6.9 7.2 8.7 560.0 2 II 二次加熱をうけて変色する断片。 ○ ○ 

11 DhlO9 竪 穴 床 5.9 3.3 1.6 38.6 5 II 

韓を畑し、緋の砥痕を有 ○ ○ 

12 D 3 号堀 II 14.5 5.9 5.8 680.0 2 II 

嘉納腎をうけて黒色化する〇両 ○ ○ 

13 II II II 14.7 6.9 7.2 1,365.0 1 安山岩 諮誓をうけて折損。媒色化 ○ ○ 

14 Ebl12 
ー の郭 II 9.4 9.7 7.4 900.0 6 斜長石流紋岩 両端を祈掘する。 ○ ○ 

15 EblO6 3 号堀 II 9.6 6.5 6.1 500.0 2 II 両端を折捕する断片。 ○ ○ 

16 EdlO9 5 号掘 II 11.6 4.6 3.6 151.0 2 II 

鯛㌢二組鰍の砥痕を有する ○ ○ 

17 Eh130 2 号掘 II 7.0 4.0 2.8 81.5 5 II 

鏑!こ鯛の陳を有するo ○ ○ 

No 出土地点 遺 構 屑 位 種 別 部 位 
困軽 外軽く・m 

高 さ 
C同 粂溝単位 石 村 備 考 

実測 図 
写其 

1 Ai33 
一 の郭 PlO8 茶 上 21.0・- 6.2- 7・- 堰石安山岩 不整な粂溝をなす。 ○ ○ 

2 Bc33 II P240 II 下 (15.0) 9.5- 4・- lI 受け皿都分を欠く。 ○ ○ 

3 C II 
II 

II II 

(26.0) 38.0・- 

8.9 6- lI 

雷擢薯字を全き、底部`こ不能な● ○ ○ 

4 CjI30 4 号堀 I 茶? 上 (27.0) 12.6 II 供給口及び物配りを残す。 ○ ○ 

5 Da133 II II ・穀 下 9.8 2・- II 

緋・請控の条溝が部分的に磯 ○ 

6 Db18 3 号堀 II 
II 

(18.0) 38.〇・- 

9.3 II 条沸不明。 ○ ○ 

7 Dd136 4 号堀 I 
lI 断片で不詳。 

8 II 4号相楽 り 穀 上 31.0 6.0 4・- 安山岩質角膜岩 籍貴需掠誓孔を有するe ○ ○ 

9 D 4 号堀 II II (27.0) 5.7- 嘩石安山岩 No4(こ類似する外線の断片 

10 Dg3 De6 竪 穴 II 
II 細片で不詳。 

11 Eb130 5 号堀 II 石英安山岩 断片。 

12 Eb127 II II 上 (25.0) 4.5- 輝石安山岩 上・下を欠く不艶な断片。 ○ 

13 EclO6. 3 号堀 II 重5.8- 石英安山岩 凹み部分を有する半製品?。 

14 Fjl15 2 号掘 II 茶? 下 27.0- 8.1 輝石安山岩 受け皿を欠く断片。 

15 Ga130 二の郭 Ⅱ漢 穀 II 

20.2 (40.7) 

10.2 2- 安山岩質角撰者 条溝は不整で明確でない。 音O ○ 

16 Gd127 2 号堰 II 
II 

(20.0) 31.0へ・ 

1」6 輝石安山岩 愛騎睦夫丁字’)穿つ。 ○ ○ 

(3)手洗鉢、その他

No. 出土地点 逝∴∴椛 屑 位 部 位 内
径 外径em 

座 径 
C調 

器 商 
Cm 

器i享 
C爪 

石 村 備 考 
譜-1i 

写典 

1 C皿8 
ー の郭 II 完 形 

12.0 18.9 

7.3 5.5 碑石安山岩 浅い皿状をなす。 ○ ○ 

2 
CflO9 

II 
II 

口 披 百雷 (18.2) 12.8 
2.0 時 

二二人加蝕をうけ、外面に黒色化す る。 
○ ○ 

De121 脆 5.() 

3 Dc15 3 号掘 II 17.2へ 
16.2-×15.2- II 

舞鶴:し、輔は脱化する0 

4 Dg133 4 号掘 中 完 形 弼 3.2 2.1 漣灰枚砂岩 浅い皿状をなす。 ○ ○ 

5 E種c100 3 号堀 II 

(本 腰 

(14.0) 
6.6 4.8 

石英安山岩 外面が黒色化する。 ○ 

6 II II 
II 

し1彊 疲 さ掴 
13.6 

7.2 7.6 

lI 外縁は不経、底部を擦形する。 ○ ○ 

7 E種133 5 号堀 中 

【」嬢 休 
(33.0) 

7.4 
イ; I大学 

安山岩債雌 
浅いⅢ巨状とみられ、N(I4(こ則似す る。 

8 Ecl12 II 
II 

l描 
7.1 4.6 舞叢緻葦質 浅い皿状をなし、米を欠凧 ○ ○ 

9 EdlO6 II 

【II 完 形 1星× 
3.6 3.4 石貨磁灰岩 中央部に両面よI)不鮪に穿孔する. ○ ○ 

10 Fj139 二の邦 II 
□‡轟 咋 駁§) .掠る) 

10.8 
之.4 2.7 

安山岩角斑岩 やや不幣で歪みがある。 ○ ○ 

ー
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その他の石製品には、皿状の(1)、 (4)、 (7)、 (8)の4点、不整な楕円状の自然石に穿孔

する(9)が含まれる。浅い皿状をなす4点はもっとも小さい自然石の(4)を除いて外面を丸底

状に加工し、内面に不整な凹みを有する。内面底部は特に磨滅は認められず、手洗鉢に準じる

第i22図 石製品(2)石臼

ー
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用途か明確でない。外縁径6.2へ12.Oc皿、凹み部分では径9.0へ18.9c皿を計り、最大は径33.O伽

の(7)で円形、または楕円形をなす。石材は安山岩、または安山岩質凝灰岩である。 (9)の穿

孔石は表裏2面より不整に穿孔するが、そのほかの加工の痕跡は認められない。球形の4半分

を残す石製品(3)共用途は不明である。

‾‾‾‾二三‾

第I23図 石製品(3)手洗鉢、その他

(2)石器(第124図 第19、 34表 図版47)

0 10cm

l I I i l i

石核及び石核に調整剥離を加えた刃部を形成する石器は不定形なものを含めて17点と石剣状

の断片l点である。剥片石器は石鍛6点、石匙1点、掻器、または削器7点、石箆状石器3点

である。ほゞ全域に渡って分布し、 4号堀にやゝ集中している。しかし、遺構出土の遺物はい

ずれも覆土中に混入して遺構に共伴するものは認められない。
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石鍛6点は入念な調整剥離によって鋭い尖頭部を形成し、断面は二等辺三角形を呈する。基

部の形態によっては平坦をなす(9)、 (11)の2点、基部の中央が映られて凹状を呈し、尖頭部

側線が若干張る(16)、側線が平坦をなす(2)の2点、基部が凸状をなして縦長となる(5) 1点、

基部両側を映り、更に基部中央部が凹状をなす(6) 1点となる。石材はすべて硬質の頁岩であ

る。

石匙は孤部とこれに直交する刃部が幅広となって横型をなし、両面より調整される。その他、

周縁に調整剥離される石箆状石器3点、片面または両面に部分的に調整剥離される縦長、ある

いは楕円状をなす7点があり、刃部の形成角度の小さい(3)、(18)の2点を含む掻器、または削

器とするものである。また、石剣状の小片(10)は滑らかさを失って麿は明瞭でない。石材は硬

質頁岩、泥質凝灰岩であり、形態による変化は認められない。

第34表 石 器 一 覧 表

NQ 出土地点 遺 構 同 位 種 別 
技 さ 

ei「l 飢l C爪 

i字∴∴さ 
eの 

度し∴さ 
g 

石 材 備 考 智」 写輿 

l Bg46 2 号堀 II 撞∴∴器 3.6 2.0 0.7 5.3 硬質頁岩 片面に二次加工を泌ある断片。 ○ 

2 B Il II 石 散 2.0 1.9 0.4 0.9 硬質頁岩 完形 ○ 

3 CdlO9 土 塊 I 飯 詰 8.1 4.1 0.4 26.5 泥質凝灰岩 使用荻を有する。 ○ ○ 

4 II lI 
II II 4.3 4.4 0.5 12.3 硬貨頁岩 II ○ 

5 Dd133 4 号堀 Il 石 鍛 3.0 1.2 0.7 1.7 II 両端を欠く ○ ○ 

6 II Il Il Il 2.7 1.0 0.4 0.9 II アメI)力式石媛1飴を欠く。 ○ ○ 

7 D II 
I 飯 詰 4.1 5.0 1.1 20.4 II 両面加工。 ○ ○ 

8 II II II 
II 3.2 2.1 0.5 7.3 II 

9 II 3 号堀 I 石 鍛 2.2 L4 II 0.9 粘板岩 ○ ○ 

10 II II II 石別状 8.4 2.5 1,4 69.5 硬質頁岩 両端を欠く。 ○ ○ 

11 De3 
一 の郭 II 石 鍛 2.6 1.8 0.4 1.9 流紋岩質輝灰岩 II ○ ○ 

12 13 

Dh130 4 号堀 I 石錘:状 4.0 2.4 0.7 6.6 II 片面加工。 ○ ○ 

Dh139 II II II 5.8 3.5 1.2 25.2 泥硬磁灰岩 II ○ ○ 

14 Di139 II Il 飯 詰 5.4 6.3 1.8 50.4 硬質頁岩 両面加工。 ○ ○ 

15 Hbl18 三の郭 II 石 壁 2.9 5.6 0.9 9.0 II 横型石盤。 ○ ○ 

16 17 

He124 II II 石 鎚 2.5 1.7 0.5 L8 II 両端を欠く。 ○ ○ 

Idl(鳩 竪 穴 II 石蕗状 5.3 2.5 1.4 16.3 II ○ ○ 

18 Zz 不 明 II 飯 詰 6.4 3.7 1.2 23.9 II 片面加工で先端を欠く。 ○ 

(その他10点の剥片が出土する。) 

4.動物遺体(第19表 図版34)

3号堀中央部の覆土II層に出土する馬歯骨等51点である。 Da18にはゞ纏って分布するが、特

に墓損等は認められない。風化して細片となるものを除き、一括して鑑定を依頼しており、付

章に後掲している。

5.植物遺体

(1)木材等(第125図 第19、 35表 図版24、 34、 35、 46)

腐蝕する木片を含めて33点の木材、桂根である。炭化穀類を除く種子には桃2点がある。二

の郭柱穴に小片1点が含まれるほかはすべて一の郭に分布し、 Aj15溝以東に限られる。 Cb18井

戸に丸太状の1点があり、他は柱穴に確認されるものである。

形状の推定されるものは共に断面が円形をなし、円柱と認められる。もっとも遺存のよい最
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第i25図 桂根・木材・種子等出土分布図 第35表 同一覧表

No 出土地点 遺 構 
技三∴さ 

C面 

最 大 径 
cm 樹 種 備 考 

実測 図 
写輿 

1 Bc36 一 の邦 P】75 5.7 2.5×1.2 桧? 他小片8点。 

2 Be18 II P175 8.2 5.1× 3.3 采 

3 II II P763 6.7 6.4× 2.4 桧 木口を残す。 ○ ○ 

4 Be15 II P781 15.5 14.9×10.0 栗 木口一部残存。 ○ ○ 

5 Bf21 II P719 2.1 1.5× 0.4 挑 半欠の種子。 

6 II II P720 4.0 
ー ? 

小片。 

7 り II P737 15.8 5.5× 2.6 桧 D.P.E保存処理済。 

8 Bf18 II P712 18.7 14.4× 5.7 II ○ ○ 

9 Bf15 II P790 11.7 6.4× 3.0 II 木口一部残存。 

10 II lI P791 煉 種子操典段階で紛失。 

11 Bg15 
II P796 19.8 11.2× 9.5 粟 ○ ○ 

12 Bg9 II P=O3 22.1 10.2× 6.4 桧 ○ ○ 

13 CclOO II P1326 4.3 1.4×1.3 ? 

14 Cb18 Cb18井戸3屑 24.6 6.8× 5.3 莱 九大状面貌晴蝕。 ○ 

15 Ca3 一 の 郭 P1338 53.1 7.2× 7.0 桧 ○ 

16 CdlO6 II P】490 51.2 6.4× 3.3 II 木口を-部残す。 ○ ○ 

17 Ch6 lI P2386 3L1 (8.2)4.0×3.1 杉? ○ ○ 

18 Ci3 II P2366 I4.9 2.3×1.8 桧 一端に約万同の切断面を有する。 

19 C=18 lI P1606 63.3 1L9×11.4 II A.E法による保存処理済。 ○ ○ 

20 Da6 II P2329 62.8 9.8× 8.3 II II ○ ○ 

21 Da3 II P2271 26.3 8.8× 6.4 II ○ ○ 

22 Dal12 II P1718 58.8 11.9×10.3 II ○ ○ 

23 II II P1676 70.0 15.9×12.8 Il 木口の一都残存、A.E法による保存処理済。 ○ ○ 

24 Dal15 II P1719 24.1 6.3× 4.1 粟 

25 Dc】03 II P2186 34.4 10.3× 8.7 桧 木口に5方向の刀痕を有す。 ○ ○ 

26 DelO6 II P2178 34.0 9,0× 7.2 II ○ ○ 

27 De121 II P1903 44.8 13.2×12.8 Il 木口の-都残存。 ○ ○ 

28 Dj124 Dj12廿「 Pn (15.0) 
つ 調査中に紛失。 

29 Ed127 二 の 耶 P27 6.4 2.3× 2.2 桧? 

その他一の郭P742、923、 962、 968、 988、 1365、 171=こ噴飯小片が出土する。

大現存長は(23)によって70.Ocm、木口径15.9×12.8cmを計る。木口の加工は7点に推定され、

(25)では5方向からの刃痕が重複して中心部に達している。部材とみられる(18)は斜方向に切

断される平滑な面を有する。また、 (25)は木口上方11cmより7m前後の幅を有して浅くはつら

れ、(23)では木口より8cm前後上方に3へ5.Ocm幅を有して1.5へ2.0伽前後を削りとるものが含

まれる。樹種は桧がもっとも多く、栗5点、杉とみられる1点がある。

そのほか、 Gb21井戸出土の木材があるが、諸事情によって採集されず詳細は明らかでない。
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第I26図 桂根等木材
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(2)炭化材(第19表 図版23)

一の郭及び3号堀に出土する炭化材、De6竪穴遺構出土の板材、丸太材を合せて7点がある。

一の郭では大規模な建物の北西に散乱する細片があり、棒、檜材が判明する。また、 4号堀西

端に近い覆土上層には長さ1.20m以上、径10聞前後の杉の丸太材が含まれる。

De6竪穴遺構においては櫓の板材が並列するほか、細い小枝状の小片には樺の炭化材が含ま

れている。

以上の炭化材のうち、 3点についてはC14測定を依頼しており、その結果は何章に掲載する。

(3)穀類(第127図 第19、 36表 図版34)

炭化する米、大麦、小麦、小豆、緑豆、稗、蕎麦の7種があり、炭化米が最も広範囲に散布

している。一の郭では西方の柱穴掘り方中に含まれ、東方ではDe6及びDhlO9竪穴遺構及び

3 ・ 4号堀に検出される。特にDe6竪穴遺構とこれに近接する3号堀覆土中に集中し、 DhlO9

竪穴遺構と共に炭化物や草灰を伴い、塊状の焼米として採集される。二、三の郭では西方及び

中央部の柱穴掘り方壁土上層中に含まれ、偏在する傾向が認められ、小麦は三の郭に限られる。

大麦は三の郭Ggl18竪穴状遺構に多量の混入するほか、一の郭北西及び二の郭西方の柱穴

群、三の郭西よりの柱穴覆土に少量含まれ、二、三の郭の小豆と同様に出土するものである。

以上の種子はすべて鑑定及び分析を依頼しており、付章として掲載している。

二二三三二
第I27図 炭化穀類出土分布図 第36表 同一覧表

No 出土地点 遺∴∴構 屑 位 種 馬i」 傭∴∴∴考 No 出土地点 遺 構 屑 位 種 別 備 考 

R.1 Ah27 一の邦 P59 米、大麦、蕎麦 
R里 

Ef124 二の郭 P53 碓∴妾 

2 Ah24 Il P34 米 炊け膨れあり 16 II Il P55 米 

3 Bc36 Il P175 II 17 II II P58 線 豆? 

4 Be18 互 P752 II 焼け太りあり 18 Eg124 
II P60 蕎;∴i菱? 

5 B白8 II P745 II II 19 II II P65 米、諦菱、小豆 

6 Db130 4 号堀 Ⅵ II 灰屑に混在 20 Fd127 II P207 米、妾、小豆 

7 De-h12-3 3 早期 lI 米、梓 焼け太りあり 21 Cgl18 竪∴∴穴 溝 大 安 

8 De6 竪 穴 床 木、梓(?) 灰、債イ色物に混入 22 Gh127 三の郭 P32 II 

9 DhlO9 II 
II 

II 灰に混入する 23 Gjl15 
II P80 米 

10 Ee124 二 の 郭 P47 米、緑亘り 24 Hal18 II P81 米、碕婁 

11 Ef121 II P49 絞 豆? 25 Hd136 II P143 米、小麦 

12 Ef124 II P48 米、練豆? 26 Hc130 II P159 米 

13 II Il P50 妾、小豆 27 He重33 II P160 米、小麦 

14 II 互 P51 II 28 He136 II P142 Il 
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第8章 まとめ

1.塁壕と郭(第128図 第37表)

調査区域における空堀は1へ8号堀の8条が確認され、完掘された空堀は3 ・ 4 ・ 6 ・ 7号

堀の4条である。他の4条は西辺の1号堀が西方郭へ続き、 2 ・ 5号堀は二の郭東辺へ、更に

8号堀は東方郭へ延びていずれも未調査区域に達しているo共に北辺の急崖を除いて東西に続

く尾根状の高位地形を切って開削され、南北方向では轡出して郭を画し、他の二辺ではほゞ直

線状をなして接続、または近接して配される。

-の郭を限る1̃5号堀は急斜面となる北辺と相侯って三方に開削される。西辺は1、 2号

堀が部分的に平行し、これより「西の坂の沢」に限られる0 1号堀は西方の郭に比して極めて

小規模であるが、土塁の揚土によって2号堀に併行する開削とみられ、西辺の防備を強化する

配置とみることができるoまた、 2号堀に沿って構築される土塁によっては2号堀の改修が想

定され、空堀の堆積層に特徴的な変化が認められない点で2号堀開削以前の旧堀の存在も考え

られる。 -の郭南・東二辺にあたる2号堀の東西及び3へ5号堀のうち、現状で判明する2号

堀を除く3条は中・上位層、または上位層が埋没途上で一挙に埋め戻されている点で共通する。

覆土及び後述する遺物の出土状況によって郭内の切土に伴い、造成による埋没と解される。そ

の間の経過については不明な点が多いが、流出口を有しない3号堀では西方に炭化材、東方で

は帯郭の穀物貯蔵用倉庫の焼失に伴う穀類、草木灰の流入があり、これより以前には築堤の補

修も推測される。また、 5号堀では焼失によるものとみられる炭化物や焼土の形成があり、特

に上位層に密に混入する点で対応する埋没とみなされる。その開削は共に初期の郭形成段階に

位置付けられる。

二の郭ではほゞ平行する2 ・ 6号堀の2条である。 2号堀は一の郭の延長堀であるが、 6号

堀は埋没する空堀であり、 5号堀南辺に留意するならばこれに対応する配置とみなされる。 3

→6号堀は一の郭及び二の郭を限る空堀であり、現状で確認される2号堀とこれに続く三の郭

の7 ・ 8号堀に対比されるものである。

空堀の規模や形状は地形により若干の相違が認められるものの、全体に湾曲部分に大規模と

なるo例外的に1号堀が著しく小さいほかは郭面による堀幅は5.40へ11.00m、深さ2.33̃5.62

mである。法面勾配は上方で緩やかとなるが、下方では3→6号堀の30.8へ71.5〇、 2 ・ 7 ・ 8

号堀では33・8へ70・50で山・谷側共に変化が大きく、特に新・旧堀の共通性はみいだし得ない。

僅かに湾曲する南北方向に強い勾配を呈する傾向が認められる。底部はいずれも地形に沿って

南北二万、または南東へ傾斜し、旧堀の3 ・ 6号堀の東西方向で底部幅が拡大して箱薬研状を

呈するが、他は共にⅤ字状をなす薬研堀である。

土塁は現状で認められる1 ・ 2 ・ 7 ・ 8号堀に認められるほか、 3号堀では2号堀間の割り
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出し築堤部分に残存する。いずれも空堀開削に伴う揚土によっており、特に描き固めた形跡や

他の防禦施設は認められない。 2号堀西辺のみは暗褐色土の間層が挟在しており、改修によっ

て更に盛土されている可能性があげられる。また、 3号堀南東部ではもっとも低位であり、流

出後の盛土修復も考えられる。そのほか、旧堀に伴う土塁は空堀に沿って高位地形が残存して

おり、同様に揚土による形成が推定される。

塁壕に付設される遺構には三の郭南東の溝2条があり、満水時の排水溝とみなされる。南東

隅はもっとも低位にあり、土塁流出に伴って開削されていることが推定される。

第37表 空 堀 計 測 表

空 堀 長 さ 堀幅(部面・土星面) 底部幅 深さ(部面・土星面) 法面(山側・谷間) 遺 物 土星 

1号堀 
(7調 

m m m 

49.0-50.Oe 
有 

-1.20 0.40 -0.70 

2号堀 (264.0) 
m 5.00-1l.003.40-5.20 

0.25へ0.45 m 3.92-5.621.05-4.73 35.5-7L00 40.5-62.0● 

石磁器、石製 i〇 口調 

有 

3号堀 102.4 3.20へ4.40 0.20-1.80 1.56-1.98 37.0-53.0 30.8へ60.0 

陶磁器、穀類 鉄・石製品 

4号堀 30.5 5.95-8.801.85-4.20 0,20-0.95 3.Ol-4.87 0.79-2.50 45.2-56.0 45.2へ53.3 

陶磁器、穀類 鉄・石製品 

5号堀 (42.3) 5.40-7.00 2.85-4.20 0.20-0.55 3.40へ4.751.56-2.75 51.4へ71.5 44.5-70.0 

陶磁器、穀類 鉄・石製品 

6号堀 (79.0) へ3.80 へ1.30 -1.50 36.8へ50.2 45.0-59.2 

7号堀 40.9 5.90-9.50 0.45-0.60 2.33-3.45 2.24へ3.08 40.5-43.7 51.3-62.0 磁 器 有 

8号堀 (63,9) 6.50-7.25 0.25-0.48 3.14-3.70 2.08-1.31 42.5へ63.4 33.8-70.5 有 

新旧関係の判明する塁壕は重複する6号堀→7号堀であり、他は埋没状況によってのみ推定

される。現状で認められるl ・2・7・8号堀を最終段階に位置付けるならば、埋没する3へ6

号堀は共にこれに先行する開削とみなされ、新・旧2期の縄張りが推定される。旧堀は一の郭

及び二の郭を画して対応する配置となり、特に南辺の直線堀では共通する形状を呈する。また、

3へ5号堀では殆ど同様の埋没過程を経るものである。しかし、一の郭西辺に対応する空堀は

確認されず、 1号堀を比定するには北辺防備の点で不自然であり、 2号堀によって失なわれる

空堀を想定することができよう。しかし、 2号堀西辺土墨の揚土が一の郭突端部に2分される

ことと符合するものの明確な根拠はみいだし得ない。

旧堀をほゞ踏襲する空堀は-、二の郭を巻いて開削され、更に三の郭を加えた7 ・ 8号堀が

配される。 2 ・ 8号堀が更に東方へ延長されている点では東方郭の拡張が推定され、西方郭に
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続く1号堀も同様に類推されるものである。

塁壕による縄張りの変遷については東西二万の塁壕を加えて更に検討を要するが、初期にお

いては一、二の郭の2郭によって構成され、北辺の急崖を除いて塁壕に限られるものと推定さ

れる。拡張段階では旧堀はすべて廃され、ほゞこれを踏襲する旧2郭に三の郭を加えた構成で

あり、更に周到に計画された同様の塁壕に限られる。これによって東・西方の郭は拡張される

郭とみなされ、改修段階に至って形成されていることが予想されるものである。

第128図 塁壊変遷推定図 圏I期 圏II期

2.郭の遺構

(1)郭の形成と遺構

一の郭を除く2郭は北辺が共に斜面となって未調査区域に続き、その限界は明確でないが、

いずれも尾根状に延びる東西方向の高位地形に沿って形成される。旧地形を南北辺に残存する

旧表土によって推定するならば 3郭共に東西方向に高位地形となるほか、ほゞこれに準ずる

ものとみなされる。特に一、二の郭は南北方向に比して更に緩やかな南東斜面であり、三の郭

境にやゝ勾配が強い。三の郭では隣接する大瀬川B遺跡に続く鞍部をなし、中央部以東は対称

的な西斜面とみなされる。二の郭南陽と7号堀北端の土塁を結ぶ勾配を求めるならば8.4〇、 8号

堀より大瀬川B遺跡へは4.Oo勾配である。一の郭南辺より2号堀土塁にかけては13.5へ16.Oo勾

配となり、南北斜面に比して東西方向は著しく緩やかとなる。

3郭の構成は北西にあたる一の郭がもっとも高位で最大となり、順次連郭状に並列する。一、

二の郭は殆ど同一方向に続き、初期の空堀に対応する面積比は2 : 1である。三の郭は長軸方

向をこれより西偏にとり、中軸線の西端で20mほど南に偏って形成される。二の郭に比して若

干東西方向に長いもののほゞ同一面積であり、最終段階における空堀によって画される一、二

の郭と三の郭は3 : 1の面積比となる。

郭の造成は高位地形に沿って主として東西方向の切土とこれに伴う南北方向への盛土によっ
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て整地される。一、二の郭では東西1.0→3.20勾配をなし、三の郭の3.2→3.70勾配に比して若干

弱く、最終段階の整地面が重複して新旧の相違は判明しない。一の郭では3へ5号堀の埋め戻

しと共に部面の切土造成が推定され、ほゞ西辺を除く三方への移動と帯郭の拡幅が進められる

ものとみられる。二の郭の西辺は2号堀の開削によって不明となるが、土塁を含めて遺物の混

入は認められない。この点では郭北西端の僅かな土塁状の盛土は初期の切土に伴うものとも解

される。二の郭では初期の5号堀を埋め戻し、これに伴う切土のほか、南北方向への整地が類

推される。しかし、一の郭の盛土層に比してやゝ薄層であり、主として北辺への移動が予想さ

れる。また、 3段の切土面が共に初期の削平地である可能性もあげられ、 3削平地の中央部以

東は共に東西18mと推計される。三の郭においては同様に中央部の切土及び南北二辺への盛土

であり、西陣では7号堀開削に伴う揚土によって整地面を形成し、郭面の整地に前後する工程

と解される。

遺構は門と付属遺構4 、溝及び溝状遺構14、柱穴群と掘立柱建物及び柱列76、竪穴遺構及び

竪穴状遺構14、焼土及び焼土遺構14、井戸及び土旗8、砂溜遺構2、溝状土塀9である。この

うち竪穴遺構に含めた住居址1棟と溝状土顕が築城以前の遺構とみられるが、時期の確定でき

ない遺構が含まれる。ここでは記述の都合上、郭形成段階の遺構に含めて一括している。

(2)門と関連遺構(第38表)

一の郭東辺の重複する2遺構、一の郭及び三の郭南辺の2遺構である。前者の(2)、 (3)は

一の郭東端にあたり、唯一の開口部である。削り出しの登り道と南北両端に続く木柵を擁する

城戸である。殆ど同一構造の前後する単門であり、間口は建て替えによって8尺より7尺に縮

小するが、打ち込みの木柵は長く縁辺に沿って続いている。冠木門、または棟門と推定される。

‾の郭南辺の( 1)は2号堀の湾曲部分より踏段が敷設され、 3号堀の埋没した帯郭に構築さ

れる。二対の柱穴によって棟門、または薬医門が類推され、更に脇戸をもつ可能性もあげられ

る。間口は東辺の(3)と同様8尺とみられる〇三の郭の(4)では土橋に続く石敷を伴い、打ち

込みの木柵が連なる木戸門とみなされる○間口は(2)のそれの倍数となり、著しく広く冠木を

有するかは明確でない。

城館址における同様の虎口は柳田館遺跡のⅡIの郭に求められ、冠木門、または棟門は建て替

えによって間口の縮小する傾向が認められる0 5例のうち重複のない(5)を(l)一(4)のいず

れかに伴うものとみると、間口は2.

10(6.931)一3.03m(10.000尺)であり、

10尺、8.5尺、または8尺、 7尺の順と

なる。一の郭南・東のそれに比定する

ならば、柳田館遺跡の後二者の段階に

第38表 門遺構一覧表

No. 遺 構 名 間 口 中軸線方向 付属逝構 

1 Da24 2.47m(8.135)尺 N17.OoE 踏段 

2 Dj121-I 2.07 (6.832) E23.60s 木棚・溝 

3 Dj121-II 2.42 (7.987) E23.00s 木柵 

4 Hcl(鳩 4.14(13.663) N45.40E 有数・杭列 
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近似する。薬医門には繋ⅡI遺跡に2例があり、 B-12門の門柱間は3.72m(12.278尺)である。

4遺構の前後関係については、重複によって(3)→(2)が確認される。 (1)、 (4)はそれぞ

れ2号堀湾曲部、 7 ・ 8号堀間の土橋に対応する配置であり、既述の空堀の移行に従うならば

共に改修段階に伴うものと解される。同様に(2)、 (3)遺構は旧堀と-体をなし、初期におけ

る虎口にあたるものとみられ、二の郭境には木橋が想定される。二の郭北辺へ達する東方の経

路はこれに対応するものであり、拡張段階に至って登り道は南辺に開設されると考えられる。

(3)溝及び溝状遺構

8号堀に続く2条の排水溝を除き、一の郭8条、二の郭4条、三の郭2条の合せて14条であ

る。一の郭のAj15溝のほかは共に部分的に検出されるものであり、遺物を伴わず時期や性格に

ついては明らかでない。

一の郭の8条のうち西方の5条については、最大の南北溝が郭の西辺方向に走り、これに直

交する2条は郭の南辺に平行する関係にある。また、他の2条についても連続、または同一方

向に走行する点で同時、または相前後して開削されるものと推定される。特に画一性は認めら

れないが、いずれも柱穴群に重複し、南北溝方向に近似する掘立柱建物を求めるならば、溝以

西に3棟、東方では6mをおいて主要建物群の西面が平行している。東西溝では北2̃4mに

建物南面、または柱列が平行する配置である。この点では建物配置と一体をなすものとみられ、

地割に伴う区画溝が推定され、小規模な東西溝では雨落ちを兼ねる区割溝等が類推される。

二、三の郭では共に近接する遺構に何らかの関連を有する溝とみられるが、明確でない。

(4)柱穴群と掘立柱建物

1.柱穴とその分布

柱穴は竪穴遺構に伴うものを除いて大小すべて合せて3594に達する。一の郭より順に減少し、

その割合は71.2、 20.0、 8.8%となる。二の郭では乱杭状の小ピット群があり、これを除いては

全体の14.7%、二・三の郭を合せて24.1%である。

柱穴の掘り方は上部の削平によるほか、建物の規模や位置によって異なるが、径0.20へ0.40

m、深さ0.10へ0.30mの円形をなすものがもっとも多く、一の郭に比して二、三の郭に小さく

浅い傾向にある。少数ながら方形状を呈するものが含まれ、共に断面は円筒状をなすものが大

部分である。柱痕は径0.08へ0.25mのいずれも円形をなし、径0.12へ0.18mに集中している。

柱痕の判明するものは二、三の郭ほど少なく、一の郭を含めた全体の柱穴数に対する比率は14.

1%である。共に郭に配置される建物に対応するものと把握される。

柱穴の分布については各郭の全域に及んでいる。二、三の郭では全体に疎になり、特に二の

郭下段削平地や三の郭の南東部に少ないほか、著しい特徴はみいだし得ない。一の郭では、中

央部を境にして東西に2分される。中央部より西辺にかけてはほゞ全域に分布しているが、更
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に南北溝以西とこれより6m前後をおいた東方に区分され、後者にもっとも密となる。中央部

より東辺にかけては南・北二辺に沿って集中し、その間の中央部は空白となって通路となるこ

とが推定される。このことはもっとも集中して重複する区域と対称をなし、建物配置における

一貫した計画性を示すものと解される。

2.建物規模と配置(第39、 40表)

柱穴群によって推定される掘立柱建物は主要な柱列を含めて一の郭47、二の郭8、三の郭11

の計66棟となり、二の郭の柱列を含めては76棟となる。しかし、建物とする柱穴数は門及び付

属遺構に伴うものを含めても全体の21.9%にあたり、規則性をみいだし得ない柱列や小規模建

物を考慮するならば、建物数は更に増加するものとみなされる。

3郭中の建物は大別して主要建物と小規模な建物に分けられる。主屋とみられる大規模な建

物は一の郭に限られ、梁行方向5間、桁行方向7間を最大に(14)へ(16)、 (19)、 (25)の5棟が

推定される。建物面積は9l.40へ138.00壷であり、 27.70へ41.82坪と推計される。これに準ずる

柱配置を有する建物には(5)、 (17)、 (20)、 (23)建物等があげられ、また、 2棟とした(24)、

(27)の2棟を同一棟とみなすならば前述の5棟と同様の面積であり、主要建物の一部、また併

存する建物が想定される。いずれも中央部より北・西方に位置し、最大7棟が重複して他の3

棟がこれに近接する配置をなす。各建物は平行、または直交する建物方向を有し、主要な建物

は建て替えによっても大きく移動していないものと解される。

これより小規模な建物は梁行方向2間、桁行方向5問を最大にして混在し、一の郭では主要

建物と殆ど近似する建物方向をな

して分布する。主要建物の周辺で

は特に西方に多く、建物面積15.

74へ40.88宙の11棟が重複し、他の

三方では合せて7棟である。中央

部以東では空白地帯をなす通路の

北に7棟、郭の南辺に沿っては10

棟まで推定され、最大規模は梁行

方向2問、桁行方向4間、建物面

積では40.24宙である。共に小規模

建物は更に重複するものとみら

れ、また、推定される建物はその

一部である可能性もあるが、中央

部以東の南辺に沿う建物群に比較

第39表 建物別梁行・桁行比率一覧表

No. 桁 比 率 
一 の 郭 二の郭 三の郭 計 

1 1.00へ1.08 
(13)(26)伽) 

(8)(9) 

標 

(42〉胸 
7 

2 L10-1.19 

(4)(5)(11)個 ㈲64)(凋 

(7) 8 

3 1.22へ1.28 

(6)(18)伽)(22) (35〉(36〉 

(4) 7 

4 1.33へ1.37 
(48) (5)(6〉 (10 4 

5 1.43へ1.49 (2)(3)(30)館紛 (3)(4) 6 

6 1.50へ1.59 
(15)(16)(21)伽) 何の(41) 

6 

7 l.62-L69 (19)(32〉(34)(43) (7)(8) (6) 7 

8 L72-1.75 (1)(2)(39) (5) 4 

9 1.88へ1.91 
(8)(17)(46) 3 

10 2.Ol-2.35 (7)館1) 2 
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的小規模な建物が多く含まれる。

二の郭では中央部に面積40亜前後の建物が推定されるものの明確でない。これより小規模な

建物は中央部より北偏して東西に各2棟があり、うち最小規模となる10.68へ10.99I正の各1棟

が重複、または近接して認められる。

三の郭では中央部に4棟が重複し、その東西に柱列が確認される。特に中央部以西に主要建

物に準ずる窺槙の建物が想定されるが、いずれも特定し得ない。中央部の(6)→(8)建物4棟

は面積19.33へ36.07鷹と推計され、規模に相違を有しながらはゞ同位置に重複する。殆ど移動

の認められない点では一の郭と同様一貫して初期の占地を踏襲するものであり、比較的短期間

における建て替えも推測される。

3.建物方向(第41表)

推定される建物には梁・桁行方向の判明しない建物が含まれるが、横方向の近接する建物が

比較的多い。東西・南北棟とも40o以下を50前後で区分するならば下表の9群に分けられる。東

西棟はElO.2̃46.7Osまでの31棟、南北棟はN5.3へ54.5OEの35棟であり、相互に直交する関係を

有して著しく相違する建物方向は認められない。郭別では一の郭が5.3へ38.6oまでの(1)

一(7)群に渡り、東西棟が200以上の(4)へ(6)群に集中しているのに対し、南北棟では250以下

にもっとも多い。二、三の郭においては柱列が含まれるものの、東西棟に比して南北棟が多く、

三の郭にあっては20o以上の(4)へ(9)群が分散している。

第4I表 横方向別建物一覧表

No. 棟 方 向 
- の 郭 二の郭 三の郭 棟 方 向 一 の 郭 二の邦 三の郭 計 

l N 5.3-7.80 E (2)(11)(12)(13) 4棟 

2 ElO.20 S (3) 13.5-13.8 (5) (5) 3 

3 15.2-17,0 (4)(6) 16.0-19.7 (6)(7〉(8)(10 6 

4 20.2-23.9 

(9)(10(17)(18) (21)(紛(初婚川柳 

20.4-24.8 

(4)05)(16)(19) ㈹融)(狗(初 

(7)(8) (3) 20 

5 25.3へ29.6 

(1)(28)(30)(41) (42)(43) 

26.0-29.6 (31)(扮 (2) 

(4)(5) (6)(9) 

13 

6 31.5-34.2 

(扮65)(37〉(39)(40) (44)(45)他6) 

30.3-3l.4 (34) (3) (7) 11 

7 35.0-35.9 (拘(47) 35.0-38.6 ● 

(8) 4 

8 42.0へ46.7 
(2)(1の(11〉 

42.8 (l) 4 

9 54.5 (l) l 

建物配置に伴う横方向の変化は特に一の郭に顕著である。主要な建物及びこれに準ずる10棟

についてみるならばやゝ北西に位置する(5)建物を除いてすべて(4)群に含まれる。この主要

建物の周辺及び重複する建物19棟ではもっとも北西の(1)建物が(5)群に含まれるほか、他の

18棟は(1)→(4)群にある。特に西方ではN5.3へ19.70Eを計って(3)群までの南北棟が大部

分を占める。他の三方では5棟が主要建物と同様の(4)群となり、郭中央部に近い東方の2棟

が(5)群となって2分される。
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中央部以東の建物では中央部に近い南北棟4棟が( 5)一(6)群であり、東方の建物ほど横方

向が東偏している。東西棟とみられる13棟はすべて(5)一(7)群にあり、特にE31,5へ34・2oS

の(6)群に集中し、主要建物の20.2へ24.80に比して9.4へ11.30の相違が認められる。従って一

の郭では中央部以西が( 1)一(5)群の混在する南北棟が比較的多く分布し、これより東方にお

いては(5)へ(7)群の建物方向を有し、圧倒的に東西棟が増加しているといえる。

建物規模による横方向では重複する主要建物4棟の場合、東西棟と南北棟の変化は認められ

るものの、共に平行、または直交する関係を有し、基本的には一貫して前進建物を踏襲してい

るものとみなされる。これに近接する大部分の小規模建物は主要な建物及びこれに準ずる建物

と殆ど同様の棟方向を有し、共に付属の建物が推定される。主要建物とみられる(14)建物には

(18)建物が平行し、もっとも北西に位置して(2)群に含まれる(5)建物にはこれに近似する

(2)、 (11)、 (13)建物等の小規模建物が対応することが想定される。

郭における立地と横方向の関連では中央部以西で大部分が郭の南辺に平行、または直交する

建物方向が認められ、 (1)、 (2)群となる建物では郭の西辺に沿って横方向をとる傾向が認め

られる。同様にこれより東方に位置する建物では郭西方の南辺延長線に平行、または直交する

(5)群の建物と東方の南辺に沿う(6)、 (7)群の建物に2分されるものである。この点では3

大別されるものであるが、相互の対応関係は必ずしも明確ではない。

二の郭では(2)、 (3)群の(4)-(6)建物が中央及び下段削平地の切土方向に平行、または

直交する横方向を有し、対応する建物が想定され、一の郭の(1)、 (2)群の建物との関連も類

推される。また、三の郭では南辺の門に平行、または直交する柱列のほかは(4)へ(7)群の建

物であり、郭の中央部北辺に沿っているものと解される。二の郭建物との関連では(4)一(6)

群に含まれる4棟に対応する建物であることが考えられる。

総じて建物方向は郭の形成や建物配置によって制約され、これらの制約は全体の縄張りに起

因するものとみなされる。主要建物とその付属建物とみられる小規模建物では平行、またはほゞ

直交する関係にあることが推定される。

4.柱間寸法(第129へ131図 第42へ45表)

推定される建物の柱間寸法は全体に整然とした柱配置を有せず、実測値は極めて振れが大き

く横方向と同様に厳密な画一性は求め得ない。実測値の平均によって算出される換尺値をもと

に分類するならば10尺未満では梁・桁行方向共3尺の柱間まで次表によって7群となる。対応

する柱列を含むため明確ではないが、狭い柱間に限っては(1)群を有する建物が6棟、 (2)群

が12棟となる。 (3)群は(2)群に共通する建物を除いて6棟となり、 (24)、 (27)建物を同一棟

とみるならば5棟となる。また、比較的規模の大きい建物では同一棟においても梁・桁行方向

が必ずしも統一される柱間をもたず、同一方向においても複数の柱間寸法によって構成される。
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第42表 建物別柱間寸法一覧表

No 梁行柱間寸法 一 の 郭 二の郭 三の郭 桁行柱間寸法 一 の 郭 二の郭 三の郭 建物数 

l 3.168へ3,696尺 (5)(初任0 (11)? 3.036へ3.894尺 (5)(8) 6棟 

2 4.246-4.944 

(2)(唖(15)(16)(17)(周 的)(劫 

(5〉(7〉 4.092-4.528 

(10(1掴軸(17)(18)(19) 偽)㈲ 

12 

3 5.380へ5.800 (主)㈹伽〉(如位靭 5.O17へ5.952 ㈹ 
(l)(4)(6) (7)(8) 

10 

4 6.040へ6,939 

(10(15)(16)(17)(18)(19) (か(幼め)俄061)(40 

(4〉 6.304へ6.958 

(l)(4〉(与)(6)(13)(10 (18)(物偽)融)(物色2) 

(l)(7) 23 

5 7.046へ7.899 (10)(16)(ま5)(28)(36) (7〉 (8) 7.054-7.822 

(2)(3)(8)(10(11)05) (19)伽)位勘(26)悌)㈱) (30(31)(34)65)(37)(扮 (41)(43)(45)(46) 

(2)(3〉 (3)(9) 30 

6 

8.036-8.589 (与)(6)(10(15)(如(初 

(4) 

(l〉(3) 8.064-8.944 
(7)(9)(12〉(1用か㈹ 

(4)(5)(6) (6)(8) 25 
8.927 

(29〉 
(劫66)(39)(43)(44)(47) 

7 9.802 
(10〉 9.026、へ9.802 (4〉同色の(4紳 (5) 6 

一の郭における主要な建物及びこれに準ずる建物10棟についてみるならば( l)一(7)群に及

んでいる。最小柱間は(1)群の3.65へ3.70尺、または(2)群の4.25へ4.69尺のいずれかに含ま

れるもののこれより広い柱間では(3)一(7)群まで分散し、各建物によって相違している。主

要建物の梁・桁行を合せては(5)建物が(1)、 (3)、 (4)の3群の組合せとなり、以下同様に

(14)建物は(2)、(4)、(6)の3群、(15)建物は(2)一(6)の5群、(16)建物は(2)、(4)一(6)

群の4群、 (19)建物は(2)、 (4)、 (5)の3群、 (25)建物では(1)、 (3)、 (5)の3群の構成

である。梁行に対して桁行の柱間寸法は同数、またはこれより少ない柱間寸法の組合せとなる。

また、最小の柱間は共通するが、梁行に対して桁行で広くなる(5)、 (16)建物が含まれ、これ

に準ずる建物を加えるならば更にその傾向が強いといえる。(23)建物1棟のみは共通して(2)、

(4)群となるが、平均値では5寸ほど桁行に広い。また、 10尺以上の柱間を加えて細分するな

らばさらに各建物による相違が認められるものである。

(14)のBd15-I建物ではこれを東西棟とみると次表によって柱間寸法は梁行4群、桁行5

群の組合せとなる。 ①、 ②群までの狭い柱間と梁行③群及び桁行④群で共通し、これより広い

柱間では桁行の③、 ⑤群が加えられる。もっとも梁行の③、 ④群は②群の整数倍であり、桁行

の④群は②群の、 (①群は③群のそれぞれ倍数であり、基本となる柱間は(D一③の3群による構

成である。この3群には特に共通性はみい出し得ず、実測値平均にもっとも近似する換尺値を

求めるならば(り一③群は順に4.50尺、 6.5、または6.75尺、 8.50尺となり、更に梁・桁行の総長

にもっとも近い計数値によって②群は6.75尺とみなされる。従って梁行では①4.50尺、 ②6.75

尺、 ③13.50尺、 (①20.25尺があり、西面の柱間は北より4.50十6.75十6.75十6.75十6.75尺5間、

31.5尺となる。また、桁行では①4.50尺、 ②6.75尺、 ③8.50尺、 ④13.50尺、 ⑤17.00尺となり、

南面の柱間は西より4.50十8.50十8.50十6.75十6.75尺の5間35.00尺である。実測値平均に対す
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梁行
第43表 Bdi5-工建物柱間一覧表

No 実 測 値 間数 柱 間 平 均 算 出 規準 造 営 柱 間 柱間平均値一造営柱間 

l l.18へ1.47m 5 1.33m(4.403)尺 1.36
m 

l.36m(4.50)尺 0.03m(0.099)尺 

2 1.97へ2.20 14 2.08(6.861) 2.05 2.05(6,75) 0.03(0.099) 

3 3.96-4.04 3 3.98(13.168) 2.05×2 4.10(13.50) 0.12(0.396) 

4 6.08 l 6.08(20.066) 2.05×3 6.15(20.25) 0.07(0.231) 

l 1.36-1.46 6 1.40(4.609) 1.36 1.36(4.50) 0.04(0.132) 

2 1.97-2.08 6 2.02(6,655) 2.05 2.05(6.75) 0.03(0.099) 

3 2.38-2.64 8 2.54(8,375) 2.58 2.58(8.50) 0.05(0.165) 

4 4.Ol-4.18 2 4.10(13.515) 2.05×2 4.10(13.50 0.00 

5 5.06 l 5.06(16.700) 2.58×2 5.16(17.00) 0.10(0.330) 

る誤差は各柱間で0.10へ0.33尺、総間では梁・桁行それぞれ0.01、 0.20尺であり、 0.87%以下

となる。これによって梁・桁行総長に共通する造営規準を仮定するならば7尺1間とした場合、

誤差がもっとも極小となり、梁行4.5間、桁行5間に相当するものである。
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(19)のBe15建物は北2間で若干不整と

なって明確でない点もあるが、同様に換算

するならば梁行4群、桁行4群の柱間寸法

で構成される。共通する柱間は最小柱間の

①群のみであり、梁行では②群及びその整

数倍、桁行では②、 ③、 (①群のうち、 ④群

が②群の倍数にあたる。梁行の②群、桁行

②、③群を基本間とするものと推定される。

これによって求められる換尺算出規準は梁

行①群が4.20へ4.30尺、 ②6.25尺、 ③12.50

尺、 ④18.75尺、桁行では②7.50尺、 ③10.

50尺、 ④15.00尺となる。共通する①群を総

長の最小誤差によって4.30尺とするなら

ば、梁行の柱間は西より4.30十6.25十6.25十6.25十6.25尺、 5間29.3尺となり、桁行では南より

4.30十7.50十7.50十7.50十7.50十10.50十4.30尺7間の49.1尺となる。実測値平均に対する誤差

は各柱間で0.29尺以下であるが、柱筋による平均値に対しては特に梁行に誤差が大きく、 0.25

尺の出入りをもって調整していることも予想される。梁・桁行の総間ではそれぞれ0.17尺、0.56

尺で0・56、 1.13%となる。造営間尺は7尺1間とするならば梁行4間、桁行7問となり、 6.25

尺1間とみる場合の梁行4.67問、桁行8間に比して誤差が大きい。同様規模となる(15)、 (16

建物が1間6.25尺と推定される点では後者の6.25尺を基準間としている可能性が強いといえる。
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梁行
第44表BeI5建物柱間一覧表 

No 実 測 値 間数 柱 間 平 均 算 出 規準 造 営 柱 間 柱間平均値一造営柱間 

1 1,2l-1.44m 7 l.35m(4.441)尺 1.89×舌m l.26m(4.16)尺 0.09m(0.297)尺 

2 1.58-2.31 25 1.88(6.219) 1.89 1.89(6.25) 0.Ol(0.033) 

3 3.86 l 3.86(12.739) 1.89×2 3.75(12.50) 0.07(0.231) 

4 5.68 l 5.68(18.745) 1.89×3 5.68(18.75) 0.00 

桁行 

l 1.09-l.34 10 1.24(4.092) 1.89×÷ l.26(4.16) 0.02(0.066) 

2 2.12-2.53 18 2.31(7.618) 2.27 2.27(7.50) 

0.04(0.132) 0.04(0.132) 0.06(0.198) 

3 3.02-3.40 5 3.22(10.634) 2.12×1.5 3.18(10.50) 

4 4.46-4.73 3 4.60(15.203) 2.27×2 4.54(15.00) 
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篇I30図 BeI5建物推定模式図

(24) Bg16及び(27) Bj12建物は柱筋の相

異によって2棟とするものであるが、平行

する西南や対応する整然とした柱配置に

よっては主要建物に準ずる同一棟とみるこ

とができる。 (24)建物では梁行3群、桁行

1群の構成であり、梁行の②群と桁行①群

を基本とするものとみなされる。梁行の①、

号 ③群はその3分の2、 2分の3によって算

出され、梁行では①5.67尺、 ②8.50尺、 ③

10.50尺、桁行は①7.00尺となる。従って梁

行3間は西より10.50十8.50十5.67尺の24.

67尺であり、桁行4間は7.00尺等間の28.00

尺となる。実測値平均に対する誤差は各柱

間で0.29尺以下、総問では0.24尺、 0.87%

で桁行に大きい。造営規準は梁行で1間6.

25尺として4間に相当し、桁行では7.00尺

で誤差は最小となり、共通する換尺値は求

め得ない。

(27)建物では同様に梁・桁行共各2群による組合せである。梁行は(24)建物の①、 ②群に一

致し、桁行①群は梁行①群の2分のlであり、 (24)建物に共通する2群のほかに桁行の1群が

基本となる柱間である。これによって梁行の①8.50尺、 ②10.50尺、桁行の①4・26尺、 ②8・00尺

が求められ、梁行は西より8.50十10.50尺の2問19.00尺で(24)建物のそれに対応する。桁行で

は①群の間数が少なく明確でないが、南より4.26十8.00十8.00尺3間20・26尺となる。実測値平

均に対しては総間を含めて0.30尺、 0.99%以下の誤差となる。 1間を6・25尺と仮定するならば

梁行3間、桁行3.33間に相当する。
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Bg6建物梁行
第45表 Bg6 `Bj12建物柱間一覧表

No. 実 測 値 間数 柱 間 平 均 算 出 規準 造 営 柱 間 柱間平均値一造営柱間 

l 1.70へ1.78m 4 L75m(5.759)尺 2.58×舌m 1.72m(5.67)尺 0.03m(0.099)尺 

2 2.47-2.65 5 2.60(18.574) 2.58 2.58(8.50) 0.02(0.066) 

3 3.04へ3.15 5 3.09(10.211) 2.12×L5 3.18(10.50) 0.09(0.297) 

Bg6I桁行

1,95へ2.26 2,09 ( 6.898) 2.工2 ( 7.00) 0.03 (0.099)

Bj12建物梁行

l 2,5lへ2.58 4 2.55(8.408) 2.58 2.58(8.50) 0.03(0.099) 

2 3.12へ3,18 4 3,16(10.421) 2.12×1.5 3.18(10.50) 0.02(0.066) 

l l.26へ1.42 3 1.34(4.433) 2.58×÷ l.29(4.26) 0.05(0.165) 

2 2.38へ2.43 6 2.44(8.064) 2.42 2.42(8.00) 0.02(0.066) 

(24)、 (27)建物間は(24)建物の桁行柱間に筆問と

なり、これを加えて1棟とするならば柱間は梁行3

群、桁行3群の構成となる。桁行の柱間は南より4.

26十8.0十8.0十7.0十7.0十7.0十7.0十7.0尺の8間

55.26尺となる。梁・桁行方向に共通する規準間を求

めるならば1間6.25尺で8間と3分の2となり、桁

行総間に対する誤差は0.59尺、 0.99%である。

このように実測値によって算出される主要建物の

柱間は最小柱間の①、 ②群では3.60尺、 4.20へ4.30

尺、 4.50尺等が含まれ、これより広い柱間では5.67

尺、 6.25尺、 6.75尺、 7.00尺、 7.50尺、 8.00尺等が

あり、画一的な計測値は得られず、誤差を掛酌して

も規則性は求め得ない。

城館址の建物については一乗谷朝倉氏遺跡に報告

があり、 SblO建物では東西1間が6.25尺、 5.0尺、 9.

37尺、南北は7.0尺とみられ、鹿島館遺跡における

KAlへ5建物では庇問が4.55尺を最小として3群
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第i3I図 Bg6.BjI2建物推定模式図

の柱間が認められるoこの点では主要建物が画一的な柱間寸法を有せず、数種類の柱間寸法に

よって構成されていると解される。更に柱筋によって若干の伸縮が認められるものの梁・桁行

に共通する造営間尺が介在している可能性があげられる。特に1間を6.25尺とする柱間寸法が

算出される点では(6・5尺×2間-0・5尺)=2間=6・25尺となって1間を6.5尺、柱径5寸とみ

た場合の2間に一致し、同様に7尺では(7・0尺× 2間-0・5尺)=2二6.75尺として求められ、

-282
一



主要建物では1間を6.5尺、 7.0尺等を基準柱間寸法としていることも考えられる。

一方、小規模建物では最小柱間となる(1)、 (2)群が(2)、 (8)、 (18)、 (22)建物4棟に認

められる。共に主要建物の周辺にあり、特に(18)建物では(14)建物と同様の柱間によって構成

されるなど主要建物に付属する建物が推定される。これより広い柱間では6.25尺、または6.30

尺、 7.00尺、 7.50尺、 8.00尺等ほゞ共通する換尺値が得られる。全体に小規模建物では不揃い

な柱配置をなし、間数が少なく共通する換尺値が得られないが、主要建物に準ずる柱間を有す

るものと推定される。

二の郭では(7)建物がほゞ(4)へ(6)の3群によって構成され、主要建物にほゞ類似する柱

間寸法である。また、 (4)、 (6)建物2棟では①5.00尺、 ②8.00尺の共通する柱間となり、桁

行方向は一の郭(24)建物のそれに共通している。また、三の郭では柱列が多く明確でないが、

重複する(6)へ(9)建物では①6.50尺、 ②7.50尺、 ③8.00尺等の柱間を含み、 (11)建物を除い

て(4)群以上の柱間となり、 (1)、 (2)群の柱間寸法は求め得ない。 8.00尺以上の柱間は一の

郭の(7)、 (39)建物2棟に近似するものの対応する関係は共に明確でない。

5.柱配置と構造(第39表)

重複する建物が多く整然とした柱配置の特定できる建物は極めて限られ、確認できない柱穴

も予想されるが、矩形となる柱配置を有する建物と方形に近い配置をなすものに分けられる。

仮定される梁行、桁行実測値の総長によってみるならばその比率は前表によって梁行1に対し

て桁行が1.00へ2.35に及び、大凡1.00へ1.28と1.43へ1.69の比率に集中する傾向と認められる。

一の郭における主要な建物では(2)、 (3)群に4棟が含まれ、その比率は1.10へ1.16となって

殆ど一定している。 (6)群以上に含まれる5棟では1.53へ1.69の4棟と1.88のやゝ大きい(17)

建物l棟であり、特に(15)、 (16)建物の2棟が近似している。また、 (24)、 (27)建物ではそれ

ぞれl.16、 1.07の比率であり、 1棟とみる場合は2.21となって(10)群に含まれる。しかし、主

要建物がいずれも内部に柱配置を擁する多柱の建物である点で共通する建物である。小規模建

物では更に分散する傾向があり、特に建物配置や横方向による特徴は把握し得ない。二、三の

郭では若干比率が小さく、二の郭では1.36̃1.66、三の郭では1.02へ1.72である。

柱数については多柱となる主要な建物で共通するものを含めて最大42となり、坪当り0・

81へ1.34である。 (23)建物のみ1.72と推計される。梁・桁行方向の柱数によって得られる尺当

りの割合では主要建物5棟で梁行0.19へ0.20、桁行0.15̃0.17となってそれぞれ共通する近似

値となり、柱間に対応するものである。これに準ずる5棟では(24)、 (27)建物を1棟としてみ

るならば梁行は0.22へ0.25、桁行では0.16へ0.18の3棟、 0.28が2棟となる。

小規模建物では対応する2柱列による構成が大部分であり、内部柱穴を有するものや総柱配

置となる建物が若干含まれる。坪当り柱数では0.62̃2.01まで算出され、特に0・71へ1・18に多
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くほゞ70%に及ぶ。しかし、間柱の不明な建物が多く、全体ではこれより上回るものと推測さ

れる。主要な建物の周辺では比較的これに近似する東西棟が多いが、殆ど建物配置による変化

は認められない。特に密度の高い1.50以上の柱数を有する建物では一の郭の(23)、 (26)の2棟、

二の郭の(4)、 (6)、 (7)の3棟があり、同様に荷重を負う建物も想定される。また、三の郭

では重複する4棟が0.73̃1.02となり、ほゞ一の郭に共通するものである。

柱配置によって推定される建物は共に置屋、あるいはこれに準ずる建物とみられ、主要建物

とこれに付属する小規模な建物が想定される。主要な建物には5棟、これに準ずるものを加え

て10棟前後と想定され、共に内部の柱間より狭小な柱間を外回りに有する点で共通している。

その最小柱間を庇とみるならば1へ3面庇の建物となり、更に(14)一(16)、 (19)建物の4棟で

は東面に内部の柱間と筆問、またはこれより広い柱間となる1間があり、これを加えるならば

4面庇の建物となる。この主要4棟の建物における身舎の梁行は18.26へ18.43尺、 20.29へ20.

66尺を計り、共に3問である。基本となる間尺によってはそれぞれ18.75尺、 20.25尺であり、

1間を6.25尺、または6.75尺の相違に対応するものと解される。これに類似するものでは(23)

建物の20.45尺、これより狭小となる(5)建物では16.25尺、最大は(17)建物を南北棟とする場

合の22.09尺である。共に3間の梁行である。また、 (24)、 (27)建物では18.00尺2間となり、

他と相違する構造といえる。従って主要な建物は例外的な柱配置をなす建物を除いて身舎の梁

行は3間を基本とするものとみなされ、最大4面庇を有する建物といえる。もっとも典形的な

柱配置は(14)建物における梁行3間、桁行4間に求められ、 (15)、 (16)、 (19)建物では更に北

1間を付加するものである。庇は3へ4面の全長、または北・東ではその一部に取付く構造と

なる。

柱配置による間取りは桁行方向で2分、または3分されることが予想され、南側では梁行3

間、桁行2間の座敷とみられる六間が主要建物に共通している。その南・西2面では土庇、あ

るいは縁が推定され、東面しては内部柱穴と同様の庇柱穴となって広縁、または前室も想定さ

れる。また、 (19)建物では南面中央部の2柱穴によっては玄関も想定され、これによっては更

に東面の出入口が類推される。そのほか遺物によっては主屋の後方に厨房が推定されるが、い

主要建物の類例には柳田館遺跡のEglOO鞠も鹿島館遺跡の孤- 3建物があり、共に共通

する基本形を有する建物とみなされる。柱数の密度や柱配置によって板敦を有する建物とみな

され、柱間寸法によっては屋敷も推察されるものである。いずれも板、または茅葺き屋根の寄

模造が想定される。

小規模建物ではその大部分が対応する2柱列によって構成され、梁行2間となる建物を含め

て切妻進とみなされる。柱数の密度や柱配置によっては櫓や仏堂等も推測されるが、家臣の建
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物や納屋、厩屋等の諸施設を含めて柱配置による識別は明確でない。二の郭を含む建物では総

柱となる柱配置をなす建物が含まれ、納屋、倉庫等の貯蔵施設が含まれているものとみられる。

いずれも主屋と機能を異にする板葺きや茅葺き等の施設が想定されるが、今後の類例を加えて

検討されるべき点である。

6.主屋と付属建物

主屋とその付属屋とみられる建物の重複は最大9棟に及ぶ。特に中央部以西のほゞ中心部に

位置する主屋は5棟が重複し、更に同様の柱配置とみられる2棟を加えるならば7棟となる。

また、この東西にあたる規模の大きい建物各1棟を合せるならば、主屋は9度に及ぶ建て替え

が行われていることが想定される。共に構築の前後関係が判明する建物は確認できず、その具

体的な移行の過程を把握し得ないが、最大規模の南北棟が重複する段階と東西に移動する時期

が推定される。前者には規模の相違や別棟を擁する構成もあげられ、比較的整然とした柱配置

がみられる点ではもっとも隆盛をなす時期の構築が予想される。東方に近接する(25)の東西棟

は前者と共通する点も多く、近接する段階に位置付けられ、 2棟とした(24)、 (27)の南北棟は

柱配置を異にして主屋のいずれかに伴う可能性があげられる。そのようにみるならば表・裏の

関係にあって会所等の東別棟として機能分化する段階が推察される。また、やゝ北西に位置す

る(5)の1棟は横方向や柱間寸法の相違によって前者と相異するものであり、検出状況によって

はもっとも初期の構築である可能性が強い。これを縄張りに伴う変遷とみなすならば初期の郭

形成期に該当し、これより若干東方へ移行することとなるが、拡張段階に比して同系統の主屋

が確認できず、問題点が残る。

主屋に対応する小規模建物は周辺のほか、中央部以東に配置されるものではあるが、各主屋

に伴う建物を抽出できるまでには至っていない。主要建物によって中央部以東を含む付属屋を

割り出すならば主屋1棟当りの付属屋は4.11̃5.57棟となり、確認されてない建物を考慮する

ならばこれを若干上回る棟数とみられるものである。これによっては主要建物の周辺に2へ3

棟と中央部以東に2へ3棟の配置が推定される。北西の(5)を主屋とみると3棟の同一方向を

なす小規模建物があり、中央部以西に他と若干方位を異にする2棟前後の建物が予想される。

重複する主屋においても規模の相違や棟数の増減があるものの基本的には同様の対応関係とな

すものとみなされる。換言するならば、主郭の中央部よりやゝ西方に東面、または南面する主

屋が置かれ、付属建物がこれをとり囲む形で屋敷地が設定される。更にこの前方には、通路を

沿って諸施設が配置される構造であるといえる。また、主屋の占地は一の郭が全体の中枢部に

あたるとみられる点で城主の居住する主殿に相当する建物と推定されるものである。

二、三の郭では主屋となる建物は判然としていないが、柱列によって一の郭における中規模

程度の建物も類推され、この点では一の郭のそれを縮小する形の対応関係が考えられる。二の
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郭では倉庫等が含まれる可能性があり、近接する建物との対応が推測される。また、三の郭に

おいては中央部の4棟とこれより北側の柱列が対応するとみられるものである。特に三の郭で

は方向を異にして相前後する2段階が設定されるが、二、三の郭における建物との対応関係は

明確でない。更に三の郭における建物が拡張期に伴うとみなす場合、これに共通する建物が改

修以後の構築となり、現段階では一の郭の重複する主屋があたるものとみられる。しかし二の

郭を含めて尚検討を要する点であり、また、関連する他の遺構についても同様である。

(5)竪穴遺構(第46表)

竪穴状遺構や柱穴によって推定されるものを含めて14棟の竪穴遺構が判明する。共に一の郭

中央部以東の地山、あるいは旧堀を切って掘り込まれ、大部分は矩形、または方形状を呈する

が、不整な台形状をなす2棟が含まれる。最大は(5)De6- I遺構の東西8.76mである。更に振り

出しを有するものには(5)、 (9)、 (10)、 (13)の4遺構があり、壁際に掘り込みを有する(8)、 (12)

遺構が認められ、共に付設する出入口とみなされる。壁高は(10)Edl12遺構で0.82mを計るほ

か、いずれも0.42m以下となってその多くが切土をうけるものとみられる。壁際には周溝を有

する(5)、(11)、(12)(13)の4遺構があり、共に柱穴問に浅く認められ、特に規模や形状に共通性は

みいだし得ない。

柱穴は(12)、 (14)の2遺構を除いて4隅、更に壁際に間柱を有するものが含まれる。しかし、

柱穴群に重複して特定できない柱穴が多く、柱配置は必ずしも明確でない。次表による建物の

規模は大部分梁行方向が1問であり、 (5)、 (9)、 (11)の3遺構で2間とみられ、 (11)遺構では3.

77m (12.442尺)を計って最大である。桁行方向では1へ3問であり、柱間寸法は2.15(7.096)

へ5.57m (18.382尺)で特に規則性は認められない。 (5)遺構のみは7.85m (25.089尺) 5間で

例外的に大きく、面積は22.84宙(6.92坪)と推計される。

梁・桁行の比率を求めると(①l.00へ1.09となる(8)、 (9)、 (13)の3棟、 ②1.42へ1.48の(1)、 (7)、

(11)の3棟に分けられる。 (7)、 (11)の竪穴規模における比率に対しては1.31へ1.36となり、同

様に1.27へl.29となる(3)、 (4)の2棟が近似値を示し、これに含まれるものとみなされる。更に

これより比率の大きい遺構では③1.70の(10)、 2.70の(5)遺構があり、それぞれ竪穴規模による

比率によっては2、 3倍となるものと類推される。 ①は方形状を呈するものであり、 (9)、 (13)

の2遺構は殆ど同規模である。 ②は2 : 3の比率であり、 (1)、 (7)の2遺構に共通性が認められ

る。

柱間寸法は不整をなすものが多く含まれるものの、その平均値によってみるならば最小柱

間は①1.08 (3.564)一1.29m (4.241尺)、 ②1.42 (4.695)へ1.44m (4.741尺)、 ③1.74 (5.

754)一1.87m (6.161尺)に3分される。これより広い柱間はそれぞれ①一③の整数倍である。

各建物における組合せは①最小柱間とその整数倍による(8)、 (13)の2棟、以下同様に①十②=
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(1)、 (3)、 (7)の3棟、 ①十③二(2)、 (9)の2棟、 ②十③二(4)、 (5)、 (6)、 (10)の4棟、 ③とその倍数

によるものは(11)の1棟と5群に分けられる。

建物方向では柱穴の不明な遺構を含めて①E24.6へ29.OoSを計る(2)、 (3)、 (4)、 (9〉、 (11)の5

棟、 ②E35.2へ38.OOsとなる(5)、 (6)、 (7)、 (8)の4棟、 ③N49.0へ53.4OEの(10)、(13)の2棟、 ④

N26.7Wの(1)1棟となる。しかし、建物規模や柱間寸法に対応する関連では僅かに柱間寸法の

③及びその整数倍の組合せとなる(2)、 (4)、 (9)、 (11)の4棟、同様に②の柱間寸法を有する(5)、

(6)、 (7)の3棟にそれぞれ共通するほか特に有為性はみいだし得ない。共に他遺構との関連を含

めた立地や建物の機能等によって制約されるものと解される。

柱穴の掘り方は小規模なものは比較的浅く、矩形をなす規模の大きい(9)、 (11)遺構に大きく

深い。特に(11)Fb121遺構では径、深さ共に最大となり、底面の比高は殆ど一定している。柱

痕は判明するものが少ないが、堀立柱建物と同様、またはこれより大きい円柱と類推される。

床面は殆ど平坦をなし、踏み固められたとみられるものが多い。中央部に掘り込みを有する

ものは(11)、 (13)の2遺構、灰や炭化物・焼土を形成するものは(8)、 (9)、 (13)の3遺構があり、

(4)、 (5)の2遺構では廃絶段階の灰や炭化材が堆積する。その他寵をもつ(14)遺構がある。

遺物を伴出するものは(5)、 (8)、 (12)の3遺構に穀類がある。 (5)には更に灰粕皿片、砥石片が

含まれ、 (8)では櫓の板材、樺の丸太材が認められる。 (14)遺構には土師器が伴う。

重複による新旧関係の判明するものは(1) (2)→(3)、 (6)→(5)、 (7)→(8)であり、更に空堀の埋没状

況によって(5)→(10)が類推される。建物規模や柱間寸法との関係では規模の大きいものから比

較的小規模な建物へ、最小柱間寸法①より②の組合せを有する建物への移行が認められ、この

点では(10)、 (11)の2遺構は新しい段階の遺構とみなされる。

建物の性格や機能については(5)遺構が板材を擁する穀物貯蔵用の倉庫とみられ、 (6)遺構はそ

の前進建物と解される。共に初期の段階に位置付けられる。通有状況によっては北辺の土留め

を兼ねた厚さ1寸、幅3寸前後の腰板を並列させ、西辺を出入口とするものと推定される。 (10)

遺構は初期の空堀を切る拡張期の遺構であるが、規模や立地によって(5)遺構と同種の建物が類

推される。そのほか、 (8)遺構では遺物等によって居住用の建物とみることもできるが、穀類を

伴う点では(12)遺構と含めて貯蔵用施設の可能性があげられる。 (14)遺構は平安時代の竪穴住

居跡である。

(14)遺構のほかは、遺物の伴出するものが少なく、郭形成以前の遺構が含まれる可能性があ

るが、前述する共通性によっては大部分掘立柱建物と同時期の建物遺構と解される。

郭に検出される竪穴遺構の類例には一戸域、つなぎⅢ遺跡、柳田館、古館、丸子館、岩
注(1)5 注(1)7 注(1)12 注(l)18 注(1)22

崎城等があり、住居、倉庫、納屋、家畜小屋等の施設が推定されている。その性格について

は掘立柱建物に伴う付属施設とみとめられる柳田館の例があり、部内における占地や他施設と
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の関連についても更に検討を要する問題と考えられる。

(6)焼土遺構

焼土、炭化物を形成する遺構は竪穴遺構に伴うものを除いて一の郭5、二の郭3、三の郭6

の合せて14遺構である。このうち一の郭の2遺構と三の郭の4遺構に掘り込みが認められる。

いずれも上部が失なわれているとみられ、性格の推定できるものは少ない。

一の郭の2遺構は南北方向に長軸を有する竃状を呈する。最大規模は長さ2.73m、幅0.75m

を計り、円形に近い燃焼部とこれに続く焚口から舟底状に掘り込まれ、煙道は共に割り貫かれ

る。焚口は2基で南北に相対し、南辺に近い1基は煙道方向が若干湾曲している。遺物はいず

れも認められず、その性格や使用については明確でないが、柳田館、鹿島館、北館遺跡等の竃

状遺構に類似し、建物構築段階における使用が推定されるものである。

三の郭の4遺構は他の掘り込みの判明しない2焼土を含めて東西15m、南北5mの範囲に

はゞ限られる分布を示している。しかし、その性格を推測できる資料は得られず、その時期も

判明していない。僅かに三の郭出土する微量の鉱澤があり、あるいは関連する遺構であろうか。

焼土遺構に近接する遺構では柱穴群のほか、一の郭南辺よりの1基には砂溜遺構が認められ

る。砂沼は二の郭のそれと同様の川砂であるが、直接的に関連する遺構とみなす根拠はみいだ

し得ず、上部施設等についても判然としていない。

(7)井戸と土塀

用水沼を含む土頻は一の郭に6、二の郭に1、鞍部1の合せて8基である。そのうち、井戸

と判断されるものは現状で認められる2基を合せて4基である。二の郭の1基についてもその

可能性があげられる。いずれも円形を呈する地山井筒であり、郭内のそれは極めて浅く、小規

模である。埋没する3基では径0.74へ1.48m、深さ0.50へ0.58mである。しかし、いずれも湧

水が強く、特に一の郭では水脈が走って渇水の可能性が低いとみられる。上部施設では一の郭

に並列する2基に主要な建物が近接し、特に東側井戸では(27)建物に平行する覆屋が想定され、

栗材の出土によって坂井や上部構造を伴うことも考えられる。

鞍部の井戸は筒を有してもっとも規模が大きい。 3郭を含めて補給可能なほど湧水量が豊富

であり、三の郭に井戸が認められていない点では、これを水源としているものとみなされ、少

なくとも郭の拡張期には開削されているものと推定される、。

その他の土頻は一の郭東方にフラスコ状の土頻があり、小規模な1基は登り道に伴う切土を

うけてこれに先行する土嬢とみなされる。しかし、いずれも時期や性格については不明である。

一289
-



(8)砂溜遺構とその他の遺構

川砂を擁する柱穴状の中土卿ま一の郭南辺および二の郭西辺の2基である。二の郭では旧堀

埋没以後の整地面に認められ、改修以後に位置付けられるものである。しかし、その用途につ

いては判明せず、焼土遺構に近接するものの直接的な関連はみいだし得ない。類例をまって検

討される遺構である。

その他の遺構では溝状土頻があり、一の郭に3、三の郭に6遺構がある。一の郭では特に上

層の切土にあって浅くなるが、一の郭の1塞がやゝ長いほかは2.80へ3.30mの直線状を呈し、

幅0.28へ0.29m、最深1.22mを計る。共に底部幅が狭小となり、断面はV字状をなす。いずれ

も遺物は認められず、時期は明確でないが、郭形成以前の遺構とみなされ、大瀬川B遺跡を中

心とする縄文時代に伴う可能性が強い。

注(1)岩手県内の中・近世城館発掘調査一覧表

(2)一乗谷朝倉氏遺跡I、重重 足羽町教育委員会(1969、 1971)

(3)構造については東北大学教授佐藤巧氏御教示による(1979、 1980)

( 4 )東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅴ 岩手県教育委員会(1980)
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3.遺物

(1)分布(第132、 133図)

660点余りに及ぶ遺物は北西辺の塁壕や南辺に続く鞍部を除いてほゞ調査区域全域に分布し

ている。特に一の郭とこれを画する3へ5号堀に集中して全体の80.8%を占め、極めて偏在す

る分布が認められる。

塁壕では3へ5号堀に全体の57.7%が含まれ、他は2号堀の1.6%である。 l ・ 6 ・ 7 ・8号

堀では皆無、または数点に限られる。空堀開削以前の遺物を除いては3→5号堀で57.9%とな

り、その53.5%が4号堀に含まれる。また、三の郭を画する7、 8号堀では皆無である。郭別

によっては一の郭より順に23.3、 7.9、 6.8%となり、二、三の郭に著しく減少する。郭形成以

前の遺物を除いては更にこの傾向は顕著となり、一一三の郭は順に25.9、 8.9、 4.6%となる。

出土比率によって一の郭と3→5号堀、二、三の郭と2、 6へ8号堀が対応する関係とみなさ

れ、遺構、特に掘立柱建物の配置にほゞ対応する点では3へ5号堀の大部分が一の郭に伴う遺物

と解される。殊にも磁器では同一個体の破片が一の郭より3̃5号堀に及び、一の郭内では南・

北二辺に分散して認められる。また、空堀の覆土が共に人為的な泥土層を形成していることに

符合するものである。

遺物の種類別による分布では全体に同様の傾向を示すが、郭によっては若干の相違が認めら

第I32図 舶載磁器出土分布図 第I33図 陶器・土師質土器出土分布図
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れる。青磁、白磁、青花、赤絵の磁器では三の郭が青花のみであり、赤絵は一の郭に限られる。

灰粕・鉄粕陶器や土師質土器等においては鉄粕陶器が一の郭及び3 ・ 4号堀に限られ、土師質

土器は三の郭に出土していない。比較的出土量の少ない遺物は金属製品や石製品、穀類の出土

量を含めて殆ど同様に分布し、共通する傾向にあるが、鉄津や土器、石器では特に郭や塁壕の

構築に対応する分布は認められない。

(2)種類(第47表)

発見された遺物は大別して陶磁器、土器、金属製品、石製品、石器、動・植物遺体等である。

完形品は古銭など金属製品に若干含まれるが、大部分は小破片であり、器形の判明しないもの

が多い。

郭形成期に前後する遺物や不明なものを除いて用途別に分類するならば次の10種に大別さ

れる。破片数によってそれぞれの概数を求めるならば個体数を推定しても食膳用具がもっと

も多量となり、調理用具や貯蔵用具が極めて低い比率を示すものである。

武器では小刀、小柄、銑鉄の鉄製品4点、第、錆の銅製品3点であり、用途不明の鉄製品を

考慮しても比較的少ない。鉄鎖1点が三の郭に、他はいずれも一の郭に伴う遺物とみなされる。

出土量によっては少なくとも戦闘による落城廃絶している可能性が低いといえよう。

建築用材では円柱とみられる桂根があり、栗、桧が混在する。竪穴遺構では櫓の炭化板材、

樺の丸太材が含まれる。そのほか、雑木を含む割材が井戸の筒材として含まれる。鉄製品では

斧、楔、釘合せて20点があり、不明鉄製品の中には更に木工用金具に含まれるものも推定され

る。楔状の鉄製品は先端に反返りとみられる歪みがあり、頭部ほど広い板状をなす。大小2種

があり、長さは3寸、 2寸と推定される。鉄釘は皆折釘がもっとも多く、切釘、角釘、両釘と

みられるものが含まれる。頭部を叩き伸ばして折り曲げる皆折釘は長さ1.5へ2寸とみられ、切

釘は1寸である。

日常用具は別項に共通するものを含めて7種25点である。土師質土器はロクロ成形痕やハケ

目様の調整が認められる良質の胎土をな

し、灯明皿等の用途が推定される。鉄製品

の毛抜き、火打鉄筆は柳田館遺跡出土のそ

れに類似するものである。石製品は砥石、

手洗鉢があり、共に二次火熱をうけるもの

が目立つ。土師質土器、砥石、手洗鉢各1

点が二の郭の中央部以東に出土するはかい

ずれもーの郭とこれを画する空堀に含ま

れ、居住の中心は一の郭と知られる。

第47表 用途別遺物一覧表

No 種 別 遺 物 名 数量 

1 武 器 小刀、小柄、算、鋳、銑鉄 7 

2 

木 工 具 鉄斧、楔、鉄釘 20 

建 築 材 性根、板林、丸太材 36 

3 日常用具等 
香炉、灯明皿、毛抜、火打鉄、 

25 

火箸、砥石、手洗鉢 

4 文 房 具 水滴 2 

5 調 理 員 鍋、穀磨臼 6 

6 食 膳 具 碇、皿、盃 263 

7 茶 器 茶碗、茶入れ、茶臼 11 

8 貯 蔵 具 袈 3 

9 食 料 米、奈麦、稗、怨豆、蕎麦、桃 (8) 

10 銀 賞 中国・朝鮮の渡来銭、寛永通賓 23 
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文具としては水滴の同一個体2点であり、主要な建物に近接して出土する点で建物内におけ

る使用が推定される。

調理用具は鍋と推定される鋳造鉄の断片があり、 3点中2点が三の郭に出土する。その他殺

暦日とみられる3点があり、礫岩のもの2点が含まれる。

食膳用具は陶磁器の大部分がこれにあたり、白磁盃1点が含まれるほか判明するものはすべ

て椀と皿である。磁器では青磁、白磁、青花、赤絵があり、赤絵を除く破片数の比率では1 : 2 :

3で青花がもっとも多い。陶器では灰粕の碗・皿があり、白磁とほぼ同量である。灰粕を含む

碗・皿はl : 3の割合となる。

椀は青・白磁が極めて少なく、大部分が青花である。青磁椀は口径14.0→16.O調と推計され

白磁碗では高台径5烏mのものが含まれる。青花は口径15.0へ16.0mであるが、高台径は3.4へ5.

4調、 8・5-9.2c血と2分される。また、灰抽椀は口径11.釦Ⅱl、高台径6.2側と推計され、達弁文

を有して青磁椀を模倣するものが含まれる。

皿は青磁、白磁、青花、赤絵の皿と灰粕皿である。青磁皿は共に稜花皿とみられ、口径12.0へ14.

Oc皿、高台径5.1脚、器高3.l調のものが含まれる。白磁皿ではすべて薄手の端反り皿であり、砂

高台とみられる。口径は11.0へ14.O調、高台径5.5̃9.O調となり、大小が混在する。器高は3.

0̃3.5伽である。青花皿は端反りの皿と内管するとみられる碁笥底の皿若干である。端反り皿

の口径はほゞ 3分され、 9.0へ9.釦m、 10.l→13.2調、 14.0へ15.O調と推計され、 12調前後に集

中する。高台径では同様に4.8̃5.4m、 6.4へ7.釦皿、 8.0→9.触れまで認められ、器高は2.2mの

ものが含まれる。赤絵は青花の最大口径に含まれるが、高台径は7.5調で必ずしも対応するもの

ではない。灰粕皿はすべて端反りの小皿とみられ、口径10.0へ12.釦m、高台径5.5̃6.6でほゞ

一定し、器高は2.4̃3.3脚である。

いずれも細片で二次火熱をうけて粕薬の変質するものが含まれる。特に一の郭及び3へ5号

堀に分布する点で一の郭の火災焼失に伴う可能性が強く、他の遺物と同様被災以後の造成によ

る移動が推定され、食膳用具の大部分は陶磁器、特に舶載磁によっているものと把握される。

茶器は茶碗5点、茶入れ1点が含まれる。椀は小さいくびれを有する口綾部であり、口径13.

Ocm前後と推計される。そのほか、茶目とみられる5点が含まれる。茶目の断片が2号堀に出土

するほかはいずれもーの郭及び3へ5号堀に限られる。この点では一の郭における茶室の存在

も推定されるものである。

食料では穀類、果実等があり、籾米のほか大麦、小麦、小豆が比較的多い。桃が主要建物の

柱穴に出土するほか、穀類は一一三の郭に及んでいる。 4号堀を除いては共に建物遺構、また

はこれに近接して分布し、特に腰部の竪穴遺構では貯蔵される穀類とみられ、籾米のほか空堀

に流入する稗が想定される。これによって主たる食料は米とみなされ、穀類の消費、あるいは

貯蔵が各部に分散しているといえる。

-
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貨幣は中国、朝鮮の渡来銭のほか、寛永通質が含まれるo渡来銭では明銭がもっとも多く、

舶載磁器の流入と共通するものであり、寛永通費は若干の伊万里系の磁器に対応するものとみ

られる。

(3)時期

もっとも出土量の多い陶磁器によってみるならばその大部分は中世後半の城館遺跡に普遍

的に認められるものである。舶載磁器では優品は含まれず、所謂日常雑器が主体をなすo青磁

では簡略化された達弁文碇と稜花皿、薄手の端反りをなす白磁皿、青花・五彩は主として端反

りの皿であるが、対称的に端反りの椀は殆ど含まれない等の特徴があげられるo更に青花の文

様構成を加えて室町期後半より桃山期に共通するものであり、一乗谷朝倉氏遺跡や根来寺坊

院跡等に出土する明代のそれに類似している○青花皿のうち端反り皿が内管気味に立ち上がる

型式に先行するとみてもほゞ同時期の使用が推定され、明中期の16世紀代に位置付けられるo

季輝丙氏によれば竜泉窯系の青磁、景徳鎮系の白磁、青花、五彩が含まれ、嘉靖より万暦期に

かかる民窯製品とされる。これに従うならば主として16世紀中葉より後半にかかる使用が推定
注(3)

されるものである。

国内産の陶器については主として灰粕・鉄粕陶器であり、美濃産とみなされる。灰軸陶器の

大部分は口綾部の外反する小皿であり、施粕は全面に施されるo内面底部には菊や梅の印花を

有するものが含まれる。高台は著しく低い削り出し仕上げであり、高台内に輸トテンの痕跡を

残す。椀では線刻状達弁文の灰粕椀と小さいくびれの口縁部をもち、高台の内ぞりとされる天

目茶碗が含まれる。柳田館遺跡のそれに比して菊皿や内管気味に立ちあがる小皿が含まれてい

ないが殆ど同様の特徴がみられ、美濃大窯期に位置付けられる。柳田館の灰粕陶器には妙土窯

址の出土品に酷似する皿類が含まれている点で上限は大窯II期と把えられ、ほゞこれに近接す

る段階が類推される。

従って舶載磁器と併用されているとみられる点では若干の隔たりがあるが、ほゞ16世紀中頃

の中心とする時期が想定され、これより16世紀後半に及んでいるものとみることができるo

県内における陶磁器の類例には柳田館遺跡のほか、岩崎城があり、 16世紀代とみられる舶載

磁器では一戸城、館山遺跡、金浜館など広く分布しており、今後流通経路を含めて検討を要す
注(4)1 注(4)11注(4)17

るものである。

その他の遺物は大部分これと同時期の使用が推定されるものである。これより以後の遺物で

は伊万里系の筒形椀、磁器化する灰粕椀、寛永通賓があるが、灰粕椀が幕末期とみられる点で

は廃城以後の使用とみなされるものである。また、築城以前の遺物では土器、石器のほか、銅

製の蓋があり、隣接する大瀬川B遺跡と同時期の遺物が含まれている可能性もあげられる。

注(l)一乗谷朝倉氏遺跡Ⅲ 福井県教育委員会(1972)

(2)根来寺坊院跡発掘調査既報Ⅲ 和歌山県教育委員会(1980)

(3)林謙作氏を介する御敵示による(1974) (4)岩手県内出土の舶載陶磁器一覧表

(5)美濃の古陶 光琳社(1976)、名古屋大学教授猶崎彰一氏御教示による(1980)
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4.むすび

大瀬川C遺跡は西方山地に続く丘陵に占地し、北西を葛丸川によって画される急崖を利して

構築される城館遺跡である。大凡東西300m、南北400mに渡り、複郭によって構成される当地

方の代表的な平山城である。調査区域は東西に連なる3郭で主部を含む中枢部分にあたる。

現状における縄張りは運郭状の3郭に東・西の郭が外郭線として配置され、全体として梯郭

状をなす。各部は塁壕によって守備され、主部では北辺の急崖に続く西辺の二重堀をもって背

後を強化するものである。また、郭の開口部には架橋、または柵門をもって守護し、段状をな

して続く郭と相俊って主部の防衛には一体となる有機的な防禦体制が伺えるものといえる。

これに先行する築城期の縄張りは主として埋没する塁壕によって推定され、もっとも高位と

なる2郭の連郭とみなされる。東面を大手として同様の守備をなし、二の郭北東辺を広く外郭

線とするものである。拡張期にはこれをほゞ踏襲して整備され、更に三の郭を付加するもので

あり、未調査区域の東・西の郭についても同様に類推される。

郭の形成は共に旧地形に沿って東西を限り、切土及び盛土によって造成される。郭には掘立

柱建物と竃状遺構、貯水施設を有し、特に掘立柱建物では城主の居住する主殿と周辺の付属屋

と推定される。その配置は主郭中央部の西偏に主殿が位置し、その周辺に付属建物、更に中央

部以西には通路に沿って各種建物施設が配される。その具体的な変遷については必ずしも明確

でないが、基本的には一貫した配置計画として担えられる。建物の重複によっては9へ11次に

渡る普請が推定され、拡張される郭によって対応関係を求めるならば主として改修以後の重

複と考えられ、縄張りの著しい変化が認められない点で継続して占地されるものと解される。

遺物によっては築・廃城に前後する若干の遺物を除いて中世後半の遺物である。主要な遺物

は明代中期の舶載磁器を含む陶磁器であり、その隆盛期は16世紀中葉を大きく隔たらない時期

と担えられるものである。

この点では稗貫氏家臣の築城のほか、永禄年中(1558へ1570)に稗貫氏の鳥谷ヶ城転居が想

起され、更に天正晩年の城主瀬川隠岐をもって廃城されている可能性が考えられる。稗貫氏の

居城と永禄年中の移転については、改修以後の縄張りによってその可能性を否定できるもので

はないが、当初の居城とされる瀬川域や十八ケ城の調査を待って解明される課題であり、現段

階では期波氏の攻略をうける弘治2年(1556)には既に築城されているものとみられ、 「稗貫家

全盛時に斯波氏の押えの城」とみる境界守備の性格が強く、瀬川氏の居住が推定される。その

ようにみるならば大瀬川館は天正期までの存続が考えられ、秀吉による奥州仕置を境に稗貫氏

滅亡に伴う廃絶の可能性が強い。天正20年(1590)の「諸城書上」に大瀬川館を留めていない

点に符合し、天正末期における廃城とみても矛盾するものではない。しかし、その間の経過や

家臣団を含む具体的な様相については、未調査区域を含めて今後検討を要する問題である。
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付章 遺物の分析と鑑定

1.陶磁器の胎土分析

1.試料(第1表)

分析試料は次の陶磁器5点である。

第i表 分 析 試 料

岩手県工業試験場

No. 試料名 器 種 部 位 特 徴 出土地点 遺構・層位 登録No 備 考 

l 青 磁 皿 休 部 稜花皿とみられる Da18 3号堀II 9 明代の舶載磁器 

2 白 磁 II 底 部 砂高台を有する Ch27 二の郭 II 11 II 

3 青 花 II 休 部 唐草文は暗い発色で光沢が弱い Dh 3 3号堀 重 75 II 

4 灰 紬 陶器 II 体一底部 端反り口緑の小皿である D 4号堀II 40 美濃 

5 鉄 粕 陶 器 碗 口緑一体部 小さいくびれを有する Dc130 II II 7 II 

2.化学分析値ならびにX線回折の結果(第2、 3表)

第2表 陶磁器素地の定量分析結果

N○○ 試 料 名 SiO2 A1203 Fe203 TiO2 CaO MgO Na20 K20 T°tal 

l 青 磁 皿 74.46% 18.20% 3.61% 0.47% -0.05% 0.02% 0.22% 2.72% 99.7彩る 

2 白 磁 皿 74.42 19.49 1.80 0.18 0.29 0.09 L13 3.49 100.89 

3 青 花 皿 72.59 20.99 1.64 0.2l -0.05 0.10 0.19 5.06 100.83 

4 灰 袖 皿 77.37 18.98 1.31 0.55 -0.05 0.11 0.14 1.47 99.98 

5 鉄 粕 碗 74.98 18.52 2.79 0.78 -0.05 0.39 0.16 2.53 100.20 

陶磁器素地のうち、 (1膚磁、 (4)灰柚陶器、 (5)鉄粕陶器の3点は、 SiO2/ A1203比が(2)白磁、 (3)青

花に比べて大きく、クリストバライトが検出される○これに対して(2)白磁、 (3)青花ではクリス

トバライトが兄い出されない。また、 (2)白磁、 (3)青花は前者に比べてアルカリ金属酸化物の含

有量が多い。

以上によって(2)白磁、 (3)青花は、長石や陶石の配合が多い原料を用いて焼成したと思われ、

相当に磁器化が進んでいる。

第3表 陶磁器素地のX繰回新法による分析結果

No. 武 科 名 
検 出 鉱 物 

M Q C 

l 背・ 磁 皿 十 十手 ≠ 

2 白 磁 皿 十 十十 

3 背・ 花 皿 十 ≠ 

4 I爽∴ 粕 皿 †† 持 十 

5 鉄 郎】 碗 十 十† 1≠ 

備考

M ; Mullite ( 3Al2O3 2SiO2 )

Q; α -Quartz(SiO2).

C ; α - Cristobalite ( SiO2 )

検出鉱物については最強線の大きさの順位を廿十、廿、十とし、おおよその目安とした。
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Ⅹ線回折測定条件

対陰極;Cu フィルター;Ni 電圧;30Kv 電流;16mA

時定数; 1sec.カウントフ)レスケール;2000cps 検出器;シンチレーション計数管

実施期日 55.12.2へ3
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4.灰粕皿
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参考資料

I.柳田館遺跡における舶載磁器素地の化学組成分析値

N〇・ 試 料 名 SiO2 Fe203 TiO2 A1203 CaO MgO Na20 施0 Total 

1 青 磁 皿 74.19% 3.16% 0.29% 16.72% l.52% 0,42% 0.32% 3.04% 99.66% 

2 白 磁 皿 73.53 2.19 0.17 17.82 0.85 0.29 0.97 3.24 99.06 

3 染 付 皿 70.40 2.03 0.08 20.23 1.46 0.31 0.99 3.74 99.24 

2.柳田館、北館遺跡における国産陶器素地の化学組成分析値

No 試 料 名 SiO2 Fe203 TiO2 A1203 CaO MgO Na20 K20 Total 

l 染付碗(伊万里) 76.72% l.10% 0.04% 13.98% l.96% 0.26% l.47% 3.91% 99.44% 

2 染付碗(伊万里?) 72.42 1.06 0.06 19.39 l.28 0.26 0.40 4.51 99.38 

3 灰粕皿(美濃) 75,62 2.43 0.56 19.18 tr 0.18 0.15 1.48 99.60 

4 鉄柵碗(美濃) 68.39 3.06 0.83 25.14 tr 0.35 0.08 1.42 99.27 

No2は北館、他は柳田館遺跡出土

3.柳田館遺跡における国産陶器粕薬の化学組成分析値

No 試 科 名 SiO2 Fe203 P205 Al203 MnO CaO MgO Na20 K20 Total 

l 灰粕皿(美濃) 60.57% 1.66% 1.42 % 13.10% 0.54% 16.87% 2.67% 0.26% 2.09% 99.18% 

2 鉄柵碗(美濃) 66.36 3.93 0.16 22.99 0.13 2.43 0.85 0,18 1.81 99.84 

「東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書」Ⅳによる 
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2.大瀬川C遺跡出土の獣歯骨

岩手県埋蔵文化財センター 上野 猛

岩手県稗貫郡石鳥谷町大瀬川C遺跡出土の獣歯骨については、そのほとんどが馬歯であり、

それに付随する若干の骨片を残すのみである。

獣歯骨に関しては、種別、部位、年令、雌雄の別、個体数等々について各個別に記するもの

であるが、当遺跡出土のそれは一見して馬歯と判断しうるもののみであり、他の種類の獣歯骨

としては、明確に断定し得るものではないが僅かにl例が含まれているとみられるものである。

歯の部位については、左右、上下顎と歯の部位が明記でき、また、年令についてもある程度ま

で推察される。歯の部位の判定により個体数を推定することも可能であるが、雌雄の別に関し

ては、その特徴を表わす部位の骨等が欠けている場合、単に歯およびそれに付随する周辺の骨

片のみでは非常にむずかしく、また決定的なものとはなし得ない。以上のような点から、当遺

跡の獣歯骨についての判別を行なっていくこととする。

資料はすべて4号堀Da 18-II層出土のものである。 3箱に含まれている資料は、合せて51

点の上下歯であり、一見してそれらがそれぞれ1個体分のものであろうことは容易に推察され

る。それらのうち、 2例は顎骨片に付随した状態で得られたものである。 (図版48-1、 2)。

それ以外のものはすべて単独に歯部分のみのものであるが、前話したごとくそれらは歯の序列

にしたがって並べればすべて接続して-個体分の歯列を形成するのであるが、欠落している

ものが多分にみられる。これは前歯、いわゆる門歯がほとんどといってよいが、欠落している

ことである。他の発見例をみても門勘こ比して臼歯の残る例が圧倒的である事例からみても同

様のことと考えられる。

資料一l (図版48-1)

右下顎骨片およびそれに付随する臼歯3点、出土当時のままの状態である。歯の表面が種々

の出土時以後の保存その他の状態により多少欠落している部分があるが、右下顎骨片および第

1、 2、 3後臼歯である。これらと同-の地点より検出された歯は他に10点が数えられるが、

うち4点は下顎歯である。右下顎第2、 3前臼歯および左下顎第1、 2後臼歯である。

他の6点は上顎歯であり、右上顎第l、 2、 3前臼歯および後臼歯のものである。他に数片

の細い顎骨片を含むが、接合は不可能である。他の事例との参照をくわしく行う必要があるが、

単にこれらの歯の状態からみて年令は10才前後のものと推察される。歯表面は強度の磨耗等は

みられず、通常の飼料による食物を取っていたものと考えられる。また、特に歯骨に関する病

気等の特徴はみられない。個体数としては歯列よりみて1へ2個体を考えることが出来よう。
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資料- I

資料-2

大瀬川C遺跡出土の馬歯骨
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資料-2 (図版48-2)

17点の上下歯および若干の顎骨片数片がある。左下顎片およびそれに付随する第1、 2後臼

歯がある。直接に接合しえないが、第3後臼歯でおそらくこれの後に接続すると考えられるも

の1点である。さらに左下顎前臼歯とみられるもの、第1、 2前臼歯各1点と第3臼歯l点が

ある。これらは前記の左下顎後臼歯の前方位に位置するものと考えることが出来る。

その他下顎歯3点、右下顎第1前臼歯、左下顎第1、 2前臼歯が別にある。上顎歯としては

右上顎歯5点、すなわち第2、 3前臼歯、第1̃3後臼歯がある。また、他に3点の上顎歯が

ある。歯表面の保存状態が悪く、明確に部位を指示し得ないが、その状況よりみて前臼歯の一

群と推察される。

資料-2の歯による個体数は左下顎骨および歯が2例、右下顎歯1例、右上顎歯列1例を数

えることが出来、個体数としては不明確ではあるが、 2̃3個体を推定しうる。本資料におけ

る年令は上顎歯の状態により資料-1と同様10才前後とみるべきであろう。

資料一3

おそらくは牛であろうと考えられるもの2点がある。比較的小形であり、歯表面の摩耗も少

ないため若い動物の臼歯と考えられるものである。

当遺跡より出土した獣歯骨については当初に記したが、そのほとんどが馬歯である。個体数

としては資料-1、 2を合せて最大5個体、最小3個体が考えられる。左右、上下顎骨片およ

び歯のみでは明確に同一個体のものと断定するのはさけねばならないため、このような不確定

の個体数が考えられるものである。

調査者における検出当時の状況では、本遺跡と直接に関係する何らかの遺構よりの出土状態

ではなく、空堀の覆土土層中からの出土であるために年代的には不明確な点が多いとの事であ

る。元来、歯骨に関する発見資料に古いものはなく、当然日本に馬が渡来して以後のものであ

り、古代馬に関しては古墳出土のハニワの例をもって述べられているもののみであり、はっき

りしたこれらの遺物の特徴は記しえない。本遺跡の時代より新しいものであろうことは出土状

態より推察できよう。

参考文献としたものは直接馬蹄等に関係するものではないが、日本以外の地域における動物

家畜化の点について書かれたものとしてあげるものである。

参考文献

Atlas of Animal Bones・ For Prehistorians, ArchaeoIogist and Quatemary GeoIogists. 1972

Joumal of Near Eastem Studies・ The American Joumal of Semitic Languages and Literatures. 1970

Prehistory and Human EcoIogy of The Deh Luran Plain. An Early Village Sequence from Khuzistan,
Iran.1969
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3.大瀬川C遺跡と柳田館遺跡出土の植物遺体

大阪市立大学 生物学教室 粉川 昭平

1.大瀬川C遺跡出土の植物遺体(図版49)

岩手県稗貫郡石鳥谷町大瀬川所在の大瀬川C遺跡は16世紀頃の城跡で、出土木炭化植物遺体

(イネは別に佐藤敏也氏が調査された)の送付をうげ、同定を行った。次のような結果がえら

れた。

R-1 (Ah27, I-P59) -オオムギ(Hbねeum z;u包a7e) 6個。ソバ(Fお0妙殺msp.)

14個。非常にかたく木炭化している。火をうけた為、するどい翼状の稜角は鈍化し、目立たな

くなる傾向がある。従って三角錐状の外形を呈するものが多い。 1つの積が熱の為2裂して4

積とみえるものがl個ある。

R-2 (Ah24, I-P34) -イネ(07y之a Satia,a) 17個、変形したものが多い。ソバ25個。

R-7 (Deへh12へ3, 3号堀) -イネ。多数のmillet (アワ・ヒエ・キビなどの穀粒の●総
注(1)

称)。

R-10 (Ee124,

R-11 (Ef121,

R-12 (Ef124,

R-13 (Ef124,

R-14 (Ef124,

R-17 (Ef124,

R-18 (Eg124,

不明。

R-20 (Fd127,

R-22 (Gh127,

II-P47)臆リョタトゥ? (P履zseoh公auタ物s)材片1個。

II-P49) -リョクトウ?数個。不明の種子1個。

II-P48) -リョクトウ?6個。イネ1個。

II-P50) -アズキ(Phaseolus cnguわγあf. o碓r“わγあ) 9個。

II-P51) -アズキ 多数。

II-P58) -リョクトウ?4個。

II-P60)-ソバ? 1個、やけて変形し、翼も欠失している。他の1破片は

II-P207) -アズキ 多数。

Ⅲ-P32) -オオムギ 21個。イネ 3個。

以上のように、イネ・オオムギ・milletなど、イネ科の禾穀類に、ソバ・アズキ類が伴出し

ている。この試料では他に自然遺物とみえるものはない。すべて火をうけて木炭化している。

なおmilletの種属の同定は、今回の報告に間に合わなかった。
注(1)
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2.柳田館遺跡出土の植物遺体(図版49)

岩手県紫波郡紫波町片寄所在の柳田館遺跡は、中世末から近世初め(16世紀頃)にかけての

城跡である。送付された試料は、多くが火をうけて木炭化している。予察的に肉眼及び双眼実

体顕微鏡を用いて、現生種と比較しながら同定を行った。その結果は次のようである。なお以

下の試料に加えて、多数のイネが出土しているが、それは別に佐藤敏也氏が調査されている。

富山1 (Ci24, Ⅲ)-アズキの種子1個、長さ4.5皿余。マメ類の種子と見えるもの2個。火を

うけふくれて変形がひどく、よくわからない。さらに小木片l個がある。

No2 (DalO6, Pl) -アズキの種子4個。

No3 (Fa51, I) -リョクトウ?の種子1個。アズキに比し小形のもの。

No4 (Ef30, II) -ムギ類の木炭化した稲子多数。

肌5 (EflOO, I) -ムギ類の木炭化した種子多数。

No6 (Fb30, I) -マツ属(アカマツかクロマツ)の種子1個、これは火をうけていない。

イネ、炭化米3個。ハリギリの種子、 2個がくっついている、木炭化していない。ホホノキの

種子1個、これも木炭化していない。この他、小種子3個があるが、何かよくわからない。う

ちl個は種子ではなく虫凄(虫こぶ)かもしれない。

NQ7 (Fe30, Pl) -オオムギ(カワムギ)?13個。炭化米1個がまじる。

No8 (Ff30, III) -炭化米5個。草木らしい茎1個。他はマメ類の種子が火をうけて変形し

たものか?

No9 (Ff30, II) -サンショウの種子1個。

NolO (Fa9へ6, II) -ヨウラクツツジ属とみられる壷型の覇果(c(かule) 1個。火をうけて

いない。長さ5血、巾は上部で2皿、下部で4皿、無毛、 5心皮がかたくくっつき、開裂して

いない。花柱は保有していない。内部構造を調査したいが, l個しかない為こわす事が出来ず、

不可能である。

蝿ll (FalO3,土賎) -多数のアズキの種子。

NQ12 (FflOO, P l) -コムギと思われる木炭化種子。丸みをおびている。

NQ13 (FflOO, P l)一アズキ20個。 5へ7mの長さがあり、へソの部分は保存せずへこむ。

NQ14 (FflO3, II)一エゴノキの内果皮1個。火をうけず、木炭化していない。

NQ15 (FflO3, II) -変形がひどい多孔質の不規則塊9個で、マメ類の炭化したものと推定さ

れる。

Nn16 (Fh3, I) -アズキ3個。

NQ17 (FjlOOへ103, I) -炭化米4個。ナラ属の子葉1枚、幼根の部分がのこり、表面にし

わあり。
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No18 (Fdl12, I) -ムギ類14個、炭化米1個。

No19 (Ffl15, P) -millet多数(milletとは、アワ、ヒ工、キビ等の穀粒の総称)。保存わ

るく、含水した穀粒がかなりの空気量中で火をうけた為か、多くの粒がふくれ破裂して、一部

は粉状となっているo mill藍?同定は将来に期待するo

No20 (Fgl12, I)一炭化米17個。リョクトウ? 1個。クリ?の子葉と思われる炭化物2片、

多くのしわがあり、かちぐりの如く乾燥したものが、蒸し焼きにされたものか?

No21 (Gf36, II) -オオムギと思われるムギ類多数。

皿22 (Gh33, I)一才オムギと思われるムギ類多数。小木炭片1個。クリの子葉と見える炭

化物1個。非常にしわが多く、多孔質となっているが、 2枚の子葉は認められる。

No23 (Gj12, IⅡ) -milletの塊、脱穀はしていないらしい。アワかヒ工かキビかである。

NQ24 (Gd6へ3, I) -ムギ類1個。炭化米11個。

NQ25 (GhlO9, II)一エゴノキの内果皮1個。火をうけず木炭化していない。

Nd26 (HblO6, P3) -アズキ又はリョクトウの種子多数。昆虫の輔が1個混っている。

肌27 (HblO6, p2)一不規則な形の炭化物5個であるが、アズキなどのマメ類が炭化したも

のらしい。

恥28 (Dg30) -ソバ? 1個。不完全で先端部は欠失しているが、 4本の鈍い積がみえ、ソバ

ではないかと思われる。ソバは積が3本であるが、火をくぐると時に1本の積が裂関して2本

となり、一見4本の積があるように見えるのである。この試料は、グッタンソバではない。恐

らく普通ソバであろう。

NQ29 (Dg30, IV)一アズキらしい種子1個。へソは残っていない。大きさは6 × 4血程度。

No30 (Dg30, IV)一ムギ類1個。やや細長い。

No31 (Dg30, IV)一milletの塊状の集合物。脱穀していない。葉の一部もあるらしい。

皿32 (Dg30, Ⅷ) -リョクトウ?1個。

No33 (HhlOO, II) -ムギ類5個。アズキ類似のマメ類2個、大きさは5×3m。

皿34 (Gh33,重) -炭化米8個。ムギ類4個。他の1個はわからなかった。

以上をまとめて分類に従ってならべると次のようになる。

裸子植物 -マツ属の一種(用nus sp.)

被子植物、単子葉類-オオムギ(Hb7deum c/u4gtz7e)

コムギ( 77宏をum czestiz/2/m)

イネ(0タy2a Satiひa)

mill霊界&巌, Echfrochfoa, 。enわum sp・)
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被子植物、双子薬類-ナラ属の一種(Que符硲Sp.)

クリ(αぉわnea c7emia)

ソバ(F助郷m esculentum)

ホホノキ(M讐nO履oboひaia)

アズキ(P履zseolas angu履γis f. o鳩uわγあ)

リョクトウ(P履seol硲au7e雄)

サンショウ(Xdntめり寂mクをe楊um)

ハリギリ(K宏ゆamガクをi総)

ヨウラクツツジ属の一種(ル毎nzああsp.)

エゴノキ(S砂肋加onわa)

合計10科14属15種を同定した。

15種のうち食用とならないものは、ホホノキ・ハリギリ・ヨウラクツツジ属・エゴノキの4

種で、他はすべて食べられる。特にイネ・ムギ類・マメ類(アズキ・リョクトウ)が目立って

いる。ドングリ類(αeタで硲)が、わづか子葉1枚しか出ていない事は注目に値する。この他当

然、モモ等の果物類・野菜類などがあったものと思われるが、今回の試料にはなかった。樹木

はマツ属をのぞき、落葉広葉樹で、常緑のものはない。温帯に位置する岩手県下の遺跡からの

出土遺物として当然である。オニグルミ・トチノキなどが出土せず、先にのべたように、ドン

グリ類が1個しかみえないという事は、中世末から近世初頭ともなれば縄文・弥生時代や古

代とはことなって、食生活における農耕による草本作物の比重が圧到的となった事を意味して

いるのであろうか。東北地方における中世・近世の遺跡に伴う植物を、さらに多数調査して日

本全体の同時代資料と比較する必要がある。

注(1)、(2) milletはヒ工と判明する。東京大学人類学教室 松谷暁子研究員による。

付託 柳田館遺跡出土の植物遺体については、内部の諸事情によって当該報告書に掲載できなかったため、こ

こに一括して補正するものである。肌1へ34は登録順であり、 ( )内はそれぞれグリット名、層位、また

は遺構名を示している。 「東北線貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書」 IⅤ (1980)参照
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4.大瀬川C遺跡出土の米粒

1.出土粒と計測平均値(第1表 図版50、 51)

第I表 平 均 値

佐藤 敏也

資料 番号 

遺 構 拉 致 計測数 

平 均 

備 考 
(し.) (B.) (Th.) 粒長/ 粒長× 
粒 長 粒 幅 粒 厚 粒幅 短幅 

R-1 P.59 2 2 4.35 2.55 2.05 1.71 1l.09 土塊中2粒、ほかに大麦、ソバ、笹 

R-2 P.34 26 20 4.71 2.89 2.09 1.63 13・斡 ほかに破片13 

R-3 P.175 塊 一 - ー ー - ー 小米塊 

R-4 P.752 20 20 4.64 2,62 2.09 1.78 12.17 他に破片10 

R-5 P.745 69 30 4.44 2.67 2.06 l.66 11.88 他に破片143 

R-6 4号堀 塊 ー ー 一 ー ー - 

R-7 3号堀 土塊 100 4.38 2.86 2.02 1.54 12.54 水洗い正常粒241粒より抽出 

R-8 De6竪穴 塊 34 4.59 2.78 2.08 L66 12.80 長粒あり 

R-9 DhlOO竪穴 87 20 4.69 2.82 2.01 1.67 13.19 87粒中の完形20計測 

R-10 P.47 7 7 4.40 2.64 1.97 1.67 11.63 長粒あり、他に小豆混る 

R-12 P.48 2 2 
一 

3.00 2.25 
ー ー 粒頂欠掘、他に小豆混る 

R-13 P.50 1 l 5.00 2.80 2.40 1.78 14.00 不明種子、麦、小豆混る 

R葛16 P.55 2 2 4.60 2.65 2.10 1.79 12.19 1粒短粒、ほか長粒 

R-19 P.65 10 10 4.20 2.83 2.02 1.49 11.91 他に破片10、ソパ実、小豆混る 

R-20 P.207 7 7 4.81 3.03 2.16 1.59 14.59 他に麦、小豆湿る 

R-24 P.81 44 44 4.60 2.89 2.04 1.59 13.29 他に破片20 

R-25 P.143 115 60 4.54 2.96 2.23 1.54 13.46 他に破片51、小麦1湿る 

R-27 P.160 2 2 4.65 2.55 2.15 1.83 11.84 l粒は長粒 

R-28 P.142 53 53 4.35 2.73 2.05 1.60 11.91 

R-21 Cg118竪穴 
大麦 96 

30 6.32 3.37 2.82 1.88 21.40 他に破片39粒、粒の縦溝を手前に計測 

R-27 P.160 
′小麦 166 

40 4.55 3.07 2.56 1.48 14.01 他に破片32粒 

合 計 709 484 遺構ごとに異質粒あり、累計せず 出土完形粒の68.27%計測 

米粒に穎種を伴うものがすくないことから、おそらく米穀として調製されたものらしいが、

R-8-2、 De6竪穴遺構(図版50 R-8の2)出土のように稲穂のまま焼かれているもの

もある。粒に焼け太り(図版50 R-4の6)、焼けぶくれ(図版50 R-2の3 ;R-7の11、

52、 88、 99 ; R-24の14)が含まれ、伴出の小豆、ソバ実、大麦および小麦粒(図版50 R-21 ;

27の1、 2、 3)も焼けている点からみて貯蔵中に火災に遭ったものと想像される。
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2.米粒の粒形とその大きさ(第2、 3表 図版50、 51)

粒形をあらわす分類基準として粒長/粒幅比をとり、その2.00以上のものを長粒(L, long

type). 1.40以上2.00未満のものを短粒(S , Shorttype). 1.40未満のものを円粒(R, rOundtype)

とした。また大きさでは粒長×粒幅積を分類基準とし、その20.00血以上を大粒(large)、 16.00

Ⅲ以上20.00皿未満を中粒(medium) 、 12.00m以上16.00皿未満を小粒(Small) 、 8.00皿以上12.

00m未満を極く小粒(minsmali)、 8.00皿未満を極々小粒(m.m.small)として次の表を構成

し、計測した粒をそれぞれ表の各欄へプロットして、その出土遺構ごとの粒形と粒の大きさを

分類した。

第2表 3号堀出土粒の粒形と大きさ

Size Shape 極々諾血m 古 小12・00血の 小 16・00肯 
合 計 備 考 

長粒 2.00以上 
ー 

9、10、11 3

粒 (3.00%) 
いづれも 未熟粒 

短波 

1.80へ2.00 以上未満 

ー 
48、59 l、7、8、13 

77 粒 

L60-1.80 ー 28、35、36、46、47、 3、4 5 6 121819 
I 未満 57、58、71、82、83 

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ 20、21、22、27、33、34 

1.40-1.60 

66、67、68、77、78、 14、15、16、17、23、24、25、26、 

2 

79、80、8l、88、91、 29、30、3132 37 38 39 40 (77.00%) 
未満 93、95、96、98、99、 

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ 4l、42、43、44、45、515253 

100 

ヽ ヽ

ヽ 54、55、56、64、65、69、70 

円粒 
ーl,40 ー 

94、97 

49、50、60、61、62、63、72、73、 

20 粒 未満 74、75、76、84、85、86、87、89 

ヽ 90、92 (20.00%) 

合 計 ー 
30粒(30.00%) 69粒(69.00%) 

l粒 (1.00%) 
100 粒 

注 プロットされた棚の数字はOSC74R喜7 De12 3早婚出土粒の計測表にある番号 

3号堀出土粒群の構成は長粒3 (但し未熟粒 図版51 R-7の10、 11) 3%、短粒77%、

円粒20%となり、短粒の小つぶ(77%のうち48%が小粒、 28%が極小つぶ)で主体をなし、そ

れに20%の円粒(18%が円粒小つぶ、 2%が円極小つぶ)が伴っている。

みかけはLSRのパターンであるが実際はSRのパターンを呈する。

第3表 名遺構出土粒の粒形とその大きさの組成

二三 
長 粒 短 粒 円 粒 

合 計 小 極 小 小 計 中 小 l極 小 小 計 小 極 小 小 計 
R-7 3 

- 
3(3.00) l 48 28 77(77.00) 18 2 20(20.00) 100 

R-2 l 
- 

l(5.00) l 13 4 18(90.00) l 
ー 

l(5.00) 20 

R-4 1 l 2(10.00) 
書_ 

8 10 18(90.00) 
ー ー ー 

20 

R-5 - 
1 1(3.認) 

- 
14 15 29(96.67) 

ー ー ー 
30 

R-8 2 
ー 

2(5.88) l 20 1l 32(94.12) 
ー ー ー 

34 

R-9 1 
ー 

1(5.00) 
- 

16 3 19(95.00) 
ー ー - 

20 

R-10 1 
- 

1(14.29) 
ー 

1 3 4(57.14) 1 l 2(28.57) 7 

R-19 ー ー ー - 
4 5 9(90.00) 1 

- 
l(10.00) 10 

R-20 ー ー ー 
2 4 

ー 
6(85.71) 1 

ー 
1(14.29) 7 

R-24 l l 2(5.00) 2 32 l 35(87.50) 3 
ー 

3(7.50) 40 

R-25 ー ー ー 
5 35 11 51(85.00) 9 

ー 
9(15.00) 60 

R-28 - ー ー ー 
26 25 51(96.23) 2 

- 
2(3.77) 53 

注()内は% 
〇〇〇臆臆臆喜 
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粒形とその大きさの構成比率で整理すると第3表のようになり、(1)短粒と円粒から成るもの、

(2脹粒、短粒、円粒から成るもの、 (3帳粒と短粒から成るものの三つに区分される。これを図

示すると

R-19、 R-20、 R-25、 R-28

R-2、 R-7、 R-10、 R-24

R-4、 R-5、 R-8、 R-9

第lパターン(SR)は東北地方に古くから栽培されていた稲の粒の基本的パターンに属し、

最も古くから現在にまで続いているパターンであり、第2 (LSR)、第3 (LS)のパターン

は、後出のパターンである。但しこの遺跡の第1パターンを呈するR-19、 R-20、およびR

-25にはそれぞれソバ実、小豆、小麦、麦および小豆などが混在する点を考慮すると、県内で

第1のパターンを呈する水沢市・真城雷神、同高山、江釣子村・猫谷地の雑穀を伴なわない遺

跡の出土米粒よりも時期は新しいものと考えられる。第2のパターンを呈するR-7米群は第

3のパターンを呈するR-8、 R-9竪穴遺構出土米粒群からの流出と考えられ、この遺跡に

おいては第2のパターンは第3のパターンよりも新しいと考えられる。 R-2にソバ実、麦を、

R-10には小豆を伴う様子から第1のパターンの時期と同時頃か、極めて近い時期に属するも

のと考えられる。花巻市・古館出土の米粒は第2のパターンに属している。

3.柳田館4号堀出土粒との比較(第4、 5表 図版52)

(a)柳田館4号堀出土粒の検討

「東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅳ柳田館遺跡」 1980 P.56に昆野靖氏によっ

て一括計測されている24粒の粒形とその大きさは第2のパターンを呈し、大麦、稗、小豆を混

在し、明代の青磁、白磁、染付などが検出されている。

第4表 柳田館4号堀出土米粒

米粒 出土地 

粒 長 粒 幅 粒 厚 粒長/粒幅 粒長×粒幅 
備 考 

最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 

柳田館4号堀 5.20 3.80 4,68 3.20 l.70 2.70 2..20 1.40 1.86 2.36 l.34 1.76 15.04 6.40 12.64 昆野測り80 24粒 

同Ⅲ - Ⅵ 屑 5.40 4.00 4.67 3.60 1.80 2.81 2.50 l.30 2.11 2.26 1.38 l.67 19.44 7.20 13.12 佐藤測’80 92粒 

柳田館5号堀 4.80 3.50 4.41 2.90 1.80 2.35 2.00 1.50 l.72 2.61 1.52 1.91 12.69 6.30 10.43 昆野洲’8010粒 

大瀬川C3号堀 5.20 3.40 4.38 3.20 2.40 2.86 2.40 1.40 2.02 2.08 1.25 L54 16.32 8.16 12.54 佐藤測’80100粒 

これらの計測値相互に検討した結果では、 4号掘出土米粒は尾野・佐藤計測共に差は認めら

れないが、 4号堀出土粒と5号堀出土粒との対比においては粒形にあっても、その大きさにつ

いても非常に差のあることが認められる。また、柳田館4号堀、 5号堀いづれの出土粒も大瀬

川C 3号堀出土粒との間にはかけはなれた差が存する。

一
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(b)柳田館4号堀出土粒形とその大きさと大瀬川C3号堀(R-7)出土との比較

第5表 柳田館4号堀の粒形とその大きさ(パターンの検討)

形 

大きさ 遺構 

長 粒 短 粒 円 粒 

備 考 
小 極小 極々小 小 計 中 小 極小 小 計 小 極小 小 計 

柳田館4号堀 - 
l 2 3(12.50) 

ー 
15 4 19(79.17) 2 

ー 
2(8.33) 24粒 昆野洲 

4号堀 Ⅲ層 
ー 

1 1 2(10.00.) 
ー 

15 3 18(90.00) 
- 一 ー 

20粒 佐藤測 

II Ⅳ層 
- 

2 
ー 

2(6.25) 2 24 3 29(90.63) l 
- 

1’(3.13) 32粒 

II V層 l l 
ー 

2(10,00) 
ー 

12 4 16(80.00) 2 
一 

2(10.00) 20粒 

II Ⅵ層 l 
ー ー 

l(5.00) l 13 5 19(95.00) 
- ー ー 

20粒 

ⅡI-Ⅵ層 計 2 4 1 7(7.61) 3 64 15 82(89.13) 3 
- 

3(3.26) 92粒 

尾野計測米群では第2パターンである。佐藤層別計測では第IⅤ層と第Ⅴ層は第2パターンを

呈し、第Ⅲ層と第Ⅳ層は第3パターンを示し、第皿へⅣ層綜合では第2のパターンである。佐

藤の計測と昆野の計測は一致する。大瀬川C 3号堀(R-7)は第3表でみるとおり第2パター

ンである。柳田館4号堀と大瀬川C 3号堀出土粒のパターンが似ていて、粒形の異なるのは柳

田館4号堀粒に長粒(図版52 YD-IV-IV層の1、 4、図版52 YD-Ⅳ-V層の1)が多く

含まれている関係からであろう。

注(1) n二92 P二p±1.9釣V(p)左

γ二7

p=7.61% v(p)二
γ(れ-γ)

×104

2.16<〃<13.03

4.要約

米粒はすべて焼けている。伴出する雑穀類も焼けている。

粒形は短粒小つぶの粒が大部分で、それに極く小量の円粒小つぶと小量の長粒極小つぶが伴

う。

粒形では柳田館・大瀬川C遺跡とでは若干相違があるが、それは、たまたま長粒の含まれる

量の多少に原因するものと考えられる。粒形と粒の大きさのパターンは両遺跡とも極めて相近

い、そのうえ両遺跡とも雑穀類を随伴する点においても相似た様相を呈している。

-
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大瀬川C遺跡出土焼米計測表

(l) R-I (Ah27 P59)

No し B. Th. し/B しXB 「ema「ks 

1 4.20 2.70 2.10 1.55 1l.34 

2 4.50 2,40 2.00 L87 10.80 

(2) B-2 (Ah24 I-P34)

土塊中 米粒共に破損している。

大麦6粒、粒の変異大きい。
笹種実l粒(或は大麦の未熟種か)。

ソパ実13粒、粒の変異が大きい。

米粒不完形13、完形26粒中20粒計測

No し. B. Jh. 
し/号 

しXB No し. B. Th. し/B しXB rema「ks 

1 5.40 2.70 2.10 2.(X) 14.58 11 4.70 3.00 2.00 1.56 14.10 

2 5.10 2.90 2.30 1.75 14.79 12 4.60 
2.90 (3.00) 

2.00 1.58 13.34 焼けぷくれ 

3 5.10 3.00 
1.70 (3.10) 

1.70 15.30 
存 厚さ焼けぶくれ 

13 4.60 
(律8) 

2.00 l.76 11.96 同上 

4 5.10 
(諾8) 2.00 1.75 14.79 

横翻すぷくれ‾I: 
14 4.60 2.60 2.00 1.76 11.96 

5 5.10 
2.80 (3.20) 

2.00 」82 14.28 
I 胚芽焼けぷくれ 

15 4.60 2.70 2.00 1.70 12.42 

6 5.(X) 3.20 
2.00 (3.10) 

1.56 16.00 厚さ焼け太り 16 4.40 
(浩8) 2.00 1.62 1L88 焼けぷくれ 

7 4.90 3.00 2.40 1.63 14.70 厚さ焼け太り 17 4.30 2.60 
a.○○ (2.30) 

1,65 11.18 離殺すふく九、校梗 

8 4.80 (諾8).2.10 1.65 13.92 横蚊焼けぷくれ 18 4.20 
3.00 (3.40) 

2.10 1.40 12.60 焼けぷくれ 

9 4.70 3.20 2.10 1.46 15.04 19 4.20 2.90 1.90 1.44 12.18 

10 4.70 3.00 
2.00 (2.60) 

1.56 14.10 厚さ焼け太り 20 4,10 3.10 2.00 l.32 12.71 

小計 49.90 29.60 21.70 16.88 147.50 小計 44.30 28.10 20.00 】5.79 124.33 

合計 94.20 57.70 41.70 
(1.63) 32.67 (】3.59) 271.83 

平均 4.71 2.89 2.09 1.63 13.61 

(3) R-4 (Be18 P.752) 20粒計測 不完10粒

NQ し. 
早・ 

Th. し/B しXB remarks No し. B. Th. し/B l.×B 「emarks 

1 5.40 2.50 2.20 2.16 13.50 11 4.60 2.50 2.(X) 1.84 11.50 

㊥ 
2 5.20 2.70 2.20 1.92 14.04 12 4.50 2.60 2.00 1.76 11.96 

3 5.20 2.70 2.10 l.92 14,04 13 4.40 2.70 2.10 1.62 11.88 

4 5.10 3.00 2.10 l.70 15.30 14 4.40 2.60 2.30 1.69 11.44 厚さ焼け太り 

5 5.10 2.60 
2.00 (2.40) 

1.96 13.26 焼け太り 15 4.30 2.40 2.20 1.79 10.32 同上 

6 4.80 
2.90 (3.00) 2.00 (2.50) 

1.65 13.92 同上 16 4,30 2.30 2.(X) 1.86 9.89 

㊥ 7 4.90 2.40 2.10 2.04 11.76 17 4.20 2.70 1.70 L55 11.34 

8 4.70 2.70 2.20 1.74 12.69 

呼を葛 観け太り 同上

( 

18 4.20 2.50 2.10 1.68 10.50 

9 4.70 2.80 2.30 1.67 13.16 19 4.20 2.50 2.00 L68 10.50 

10 4.60 2.80 2.00 重.64 12.88 ー 20 4.00 2.40 2.10 1.66 9.60 

小計 49.70 27.10 21.20 18.40 134.55 小計 43,10 25.20 20.50 17.23 108.93 

合計 92.80 52.30 41.70 
(1.78) 35.63 (12.17) 243.48 

平均 4.64 2.62 2.09 1.77 12.16 

(4) R-5 (Bf18 P.745) 正常粒69粒中30粒計測、不完形143粒

No し. B. Th. し/B しXB rema「ks No し. B. Th. し/B しXB 「emarks 

l 5.10 2.70 2.30 1.88 13.77 厚さ倒す太I)一高 6 4.80 2.70 2.20 1.77 12.96 

2 5.00 3.(" 2.30 1.66 15.00 同上 - 
り 

7 4.80 2.40 1.70 2.00 11.52 

3 4.80 2.90 
1.90 (2.50) 

1.65 13.92 

ll 

8 4.60 
2.70 (3.20) 

2.(調 1.70 12.42 
I- 焼けぷくれ_軌 

4 4.80 2.80 2.30 1.7I 13.44 厚さ焼け太り 9 4,60 2.50 2.10 1.84 11.50 

5 4.80 2.80 2.00 1.71 13.44 10 4.60 2,60 2.20 1.76 11.96 焼け太り 

i小可47.30l27.10i2l.00i17・col129.93I
i 
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No し. B. Th. し/B しXB 「ema重ks No し, B. Th. し/B しXB rem種rks 

11 4.50 2.80 L80 L60 I2.60 21 4.30 2.70 2.10 L59 11.61 

12 4.40 3.00 2.00 1.46 13.20 22 4.30 2.70 2.00 1.59 11.61 

13 4.40 
2.80 (3.10) 

2.00 1,57 12.32 焼けぷくれ 23 4.30 2.50 2.00 l.72 10.75 

14 4.40 2.80 2.10 1.57 12.32 24 4.20 2.50 2.10 1.68 10.50 

15 4.40 3.10 2.10 1.41 13.64 25 4.20 2.50 2.20 1,68 10.50 焼け太り 

16 4.40 2.70 2.00 1.62 1L88 26 4.10 2.50 2.00 1.64 10.25 

17 4.40 2.60 2.00 1.69 1重.44 27 4.10 2.50 2.10 1.64 10.25 

i 

厚さ焼け太り 

18 4.30 2.80 2.00 1.53 12.04 28 4′00 2.50 2.10 1,60 10.00 

19 4.30 2.80 2.30 1.53 12.04 焼け太り 29 4.00 2.40 2.00 1.66 9,60 

20 4.30 2.40 2.10 1.79 10.32 30 4.00 2.40 1.90 1.66 9.60 

小計 43.80 27.80 20.40 15.77 121.80 ノ」、計 4l.50 25.20 20.50 16.46 104.67 

合計 133.20 80.10 61.90 
(1.66) 49.91 (11.88) 356.40 

平均 4.44 2.67 2.06 1,66 11.85 

(5) R-7 (De-h12 3号堀) 土塊水洗ヒ工、米粒正常241

No し. B. Th. し/B しXB 「ema重ks No 」 B. Th. し/B しXB 
i

remarks 

1 5.20 2.70 2.20 1.92 14.04 31 4.50 3.10 2.10 1.45 13.95 

2 5.10 3.20 2.00 1.59 16.32 32 4.50 3.00 2.00 1.50 13.50 

3 5.00 3.10 2.00 L61 15.50 33 4.50 2.80 2.20 1.60 12.60 

4 5.00 3.00 2.10 1.66 15.00 

一⑭ 

34 4.50 2.80 
1.90 (2.20) 

1.60 12.60 焼け太り 

5 5.(X) 2.90 2.10 1.72 14.50 35 4.50 2.60 2.20 1.73 ll.70 

6 5.00 2.90 2.20 1.72 14.50 36 4,50 2.60 2.00 1.73 11.70 

7 5.00 2.70 1.90 1.85 13.50 37 4.40 3.10 2.00 1.41 13.64 

8 5.(X) 2.70 2.40 1,85 13.50 厚さ焼け太り 38 4.40 3.00 2.10 1.46 13.20 

9 5.00 2.40 1.60 2.08 12.00 

講≒0 

39 4.40 2.90 
2.00 (2.40) 

1.51 12.76 焼け太り 

10 5.00 2.40 1.60 2.08 12.00 40 4.40 2.90 
2.00 (2.50) 

1.51 12.76 同上 

′小計 50.30 28.00 20.10 18.08 140.86 小計 44.60 28.80 20.50 15.50 128.41 

11 5.00 2.40 1,60 2.08 12.00 

二二 
41 4.40 2.90 2.10 1.51 12.76 

① 12 4.90 3.00 2.20 1.63 14.70 42 4.40 2.90 2.00 1.51 12.76 

13 4.90 2.70 2.20 L81 13.23 43 4.40 2.80 2.00 1.57 12.32 

14 4.90 3.10 2.10 1.58 15.19 

-①二⑥ 

44 4.40 2.80 2.00 1.57 12.32 

15 4.80 3.20 2.30 1.50 15.36 45 4.40 2.80 2.00 1.57 12.32 

-0
未縄 16 4.80 3.20 

2.20 (2.40) 

1.50 15.36 

焼け太り ‾① 一⑥ 

46 4.40 2.60 1.50 1.69 11.44 

17 4.80 3.10 2.10 1.54 14.88 47 4.40 2.60 2.00 l.69 11.44 ー 焼けぷくれ 

18 4.80 3.00 2.10 1.60 14.40 48 4.40 2.40 L50 1.83 10.56 未熟粒 

19 4.80 3.00 2.00 1.60 14.40 49 4.30 3.20 2.20 1.34 13.76 

20 4.80 2.90 2.00 1.65 13.92 50 4.30 3.10 2.20 1.38 13.33 

小計 48.50 29.60 20.80 16.49 143.44 小言† 43.80 28.10 19.50 15.66 123.01 

21 4.70 
2.80 (3.40) 

2.10 1.67 13.16 焼けぷくれ 51 4.30 3.00 
1.90 (2.80) 

1.43 12.90 

焼け太り ー⑲同上 

22 4.70 
2.70 (3.40) 

1.90 1.74 12.69 焼け太り 52 4.30 
2.90 (2.80) 

2.00 1,48 12.47 

23 4.70 
3.10 (3.40) 2.00 (2.60) 

1.5重 14.57 同上 53 4.30 2.90 
2.00 (2.80) 

1.48 12.47 同上 

24 4.70 3.30 
2.20 (2.60) 

1.42 15.51 焼けぷくれ 54 4.30 2.90 2.10 1.48 12.47 

-① 
25 4.70 3.10 1.90 1.51 14.57 55 4,30 2.90 2.10 1.48 12.47 

26 4.70 3.00 2.10 1.56 14工0 56 4.30 2.90 2.10 1.48 12,47 

27 4.70 2.80 2.00 1,67 13.16 

三の焼け大り 焼け言下の 

57 4.30 2.50 2.10 1.72 10.75 

28 4.60 
2.60 (3.50) 

2.20 1.76 宣1.96 58 4,30 2.50 2.00 1.72 10.75 

_0未馳 29 4.60 3.00 2.30 1.53 13.80 59 4.30 2.20 1.60 1.95 9,46 

30 4.50 3.20 
2.10 (2.50) 

1.40 14.40 60 4.20 3.20 2.10 1.31 13.44 

小3† 46.60 29.60 20.80 15.77 137.92 小計 42.90 27.90 20.00 15.53 119.65 

ー
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No し. B. Th. し/B しXB remarks No し. B. Th. し/B しXB rema「ks 

61 4.20 3.20 2.20 1.31 13.44 

‾①ニ① 

81 4.10 2.60 2.10 1.57 10.66 

62 4.20 3.10 2.20 1.35 13.02 82 4.10 2.50 2.00 l.64 10.25 

63 4.20 3.10 2.00 1.35 13.02 83 4,10 
2.50 (3.50) 

2.20 1.64 10.25 規け太り 

64 4.20 3.00 2、20 l.40 12,60 84 4.(畑 3,20 2.10 1.25 12.80 厚さ少々焼けぷくれ 

65 4.20 3.(畑 2.10 1.40 12..60 
85 4.00 3.20 2.10 1.25 12.80 同上 

66 4.20 
2.70 (3.40) 

2.10 1.55 11.34 幅焼け太り 86 4.00 3.10 
2.00 (2.40) 

1.29 12.40 同上 

67 4.20 2.70 
1.80 (240) 

1.55 11.34 厚同上 87 4.00 3.10 2.20 1.29 12.40 同上 

68 4.20 2.70 L80 1.55 11.34 88 4.00 
2.70 (3.10) 

2.(X〉 1.48 10.80 

詩誌汀⑲ 
69 4,20 2.90 2.00 1.44 12.18 89 4.00 3.00 

2.10 (2.30) 

L33 12.(" 

70 4.20 2.90 2,00 1.44 12.18 90 4.00 3.00 2.00 1.33 12.00 

小計 42.00 29.30 20.40 14.34 123.06 小計 40.30 28.90 20.80 14.07 116.36 

①
未鮒 

71 4.20 2.50 2,10 L68 10.50 

‾00 

91 4.00 2.60 1.40 1.53 10.40 

72 4,10 3.10 2.00 1.32 12.71 92 3.90 3.20 2.10 1.21 12.48 一 厚さ焼けぶくれ 

73 4.10 3.00 2.00 1.36 12.30 93 3.90 
2.70 (3.20) 

2.00 1.44 10.53 

①二⑪ 
74 4.10 3.00 2.10 1,36 12.30 94 3.90 3.00 L70 1.30 lL70 

75 4.10 3.00 2.10 1.36 12.30 95 3.80 
2.50 (3.20) 

2.10 L52 9.50 _I 焼けぶくれ 

76 4.10 3.00 2.10 1.36 12.30 

一① 
96 3.80 

2.60 (3.20) 

2.10 1.46 9,88 同上 

77 78 

4.10 2.90 2.00 1.41 1L89 97 3.70 3.00 
2.00 (2.20) 

1.23 11.10 _ 焼けぶくれ 

4.10 2.90 1.80 1.41 11.89 

喋焼け大砲 

98 3.60 2.40 1.50 1.50 8,64 

郡焼けふくれ 00同上 

79 4.10 2.90 2.30 1.41 1L89 99 3.60 
2.50 (3.00) 

2.00 1.44 9.00 

80 4.10 2.80 2.00 1.46 11.48 割れ 100 3.40 
2.40 (3.00) 

2.00 1.41 8.16 

小計 41.10 29.10 20.50 14.13 119.56 小計 37.60 26.90 18.90 14.04 10l.39 

合計 437.70 286.20 202.30 
(1.54) 153.61 11澄ふ6 

平均 4.38 2.86 2.02 1.53 12.53 

(6) R-8 (D。6-I 竪穴遺構)米焼塊(頴稲)

No し. B. Th. し/B しXB rema「ks No し. B. Th, し/B 

しXB 13.20 

remarks 

l 5.70 2.60 2.10 2:19 14.82 

三三一 

21 4,40 3.00 2.30 1.46 

2 5.10 3.00 2.00 1.70 15.30 22 4.40 2.70 2.00 L62 1L88 

3 5.10 2.90 2.10 L75 14.79 23 4,40 2.70 2.10 1.62 1L88 

三三 
4 5,00 3.20 2.10 1.56 16.00 24 4.40 2.40 1.60 1.83 10.56 

5 5.00 3.10 2.20 l.61 15.50 25 4.30 2.60 2.20 1.65 11.18 

6 5.00 3.00 1.90 1.66 15.00 26 4.30 2.60 2.00 1.65 1l.18 

7 8 

5.00 2.80 2.00 1.78 14.00 27 4.30 2.40 2.10 1,79 10.32 

5.(X) 

2.50 3.00 3.10 29.20 2.90 2.90 2.50 3.10 

1.90 2.00 12.50 
28 4.30 2.30 2.00 1.86 9.89 

9 4 90 2.10 1.63 14.70 29 4.20 3.00 2.30 1.40 12.60 

10 4 80 

2.20 20.60 2.20 

1.54 14.88 30 4.20 3.00 2.30 1.40 12.60 

′上汁 11 50.60 480 17.42 1.65 

147.49 小計 43.20 26.70 20.90 16.28 115.29 

13.92 3l 4.20 2.70 2.20 L55 11.34 

12 13 14 

4 80 2.30 1.65 13.92 32 4.10 2.80 2.20 1.46 11.48 

4 80 2.10 1.92 12.00 33 3.90 2.20 1.70 1.77 8.58 未熟粒 

4,70 
2.20 240) 

1.51 14.57 焼けぷくれ、群謡 34 3.80 2.30 2.00 1.65 8.74 同上 

15 4.70 3.00 (. 2.20 1.56 14.10 ′小計 16.00 10.00 8.10 6.43 40.14 

16 4.50 3.00 2.10 L50 13.50 合計 156.00 94.50 70.70 
(L66) 与6.30 (12.80) `135.03 

17 450 

2.80 2.70 

2.10 1.60 12.60 平均 4.59 2.78 2.08 1.65 12.76 

18 4.50 2.00 1.66 12.15 

ー㈹ 

椙 5,90 3.20 2.90 l.84 18.88 

節目刊 
19 4.50 2.70 2.00 1.66 12.15 藁茎 - 

2.70 2.20 
ー ー 

20 4.40 3.00 1.90 1.46 13.20 

小計 46.20 28、60 21.10 16.17 132.1l 
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(7) R-9 (Dh-109 竪穴遺構) 87粒中の完形粒

No し. B. Th. し/B しxB 「cma「ks No し. B. Th. し/B しXB remarks 

l 5.30 2.60 2.10 2.03 13.78 11 4.70 2.60 1.30 L80 12.22 未欺粒 

2 5.10 2.90 2.00 1.75 14.79 12 4.60 2.50 2.10 1.84 1l.50 

3 5.00 2.90 2.00 1.72 14.50 13 4.50 3.00 1,90 L50 13.50 

4 5.00 2.80 2.00 1.78 14.00 14 4.40 3.10 L90 1.41 13.64 

5 5.(X) 2.90 2.00 1.72 14.50 15 4,40 3.00 2.30 1.46 13.20 

6 4.90 2.90 2.20 1.68 14.21 16 4.40 3.00 2,20 1.46 13.20 

7 4.90 2.80 2.10 1.75 13.72 17 4.40 2.80 2.40 1.57 12.32 

8 4.80 
3.00 (3.80) 

2.10 1.60 14.40 焼けぷくれ 18 4.40 2.60 2.00 L69 11.44 

9 4.70 3.00 2.00 l.56 14.10 19・ 4.30 2.80 2.10 1.53 12.04 

10 4.70 2.70 2.00 L74 12.69 20 4.20 2.40 1.50 1.75 10.08 

小雪† 49.40 28.50 20.50 17.33 140.69 小計 44.30 27.80 19.70 16.01 123.14 

合計 93.70 56.30 40.20 
(1.67) 33.34 (13.19) 263.83 

全体に非常にもろい 

平均 4.69 2.82 2,01 l.66 13.23 

(8) R-IO (Ee124 P,47) 他に小豆

No 
し. B. Th. し/B しXB rema「ks No 

し. B. Th. し/B しXB. remarks 

l 5.30 2.60 2.00 2.03 13.78 6 4.20 2.40 2.00 1.75 10.08 

2 4.80 2.90 2.00 1.65 13.92 7 3.60 2.60 2.10 1.38 9.36 

3 4.30 2.60 2.00 1.65 11.18 言† 30,80 18.50 13.80 
(1.67) 11.69 

(11.63) 81.42 

4 4.50 2.40 
1.70 (2.20) 

1.87 10.80 平均 4.40 2.64 1.97 1.67 11.62 

5 4.10 3.00 2.00 1.36 12.30 

(9) R-i2 (Ef124 P.48)

NQ し. B. Th. し/B しxB rema「ks 

1 (4.50) 3.00 2.10 胚那欠 

2 (3.90) 3.00 2.40 同上、厚さ焼け太り 

3 (8.40) 6.00 4.50 

(IO) B-I3 (Ef124 P.50)

No し. B. Th. し/B しxB rema「ks 

1 5.00 2.80 2.40 1.78 14.00 鵜‡諒ぎ特討ろが 

(II) B-I5 (Ef124 P.53)

(12) R鵜I6 (Ef124 P.55)

他に小豆4粒

他に麦粒、小豆5粒

ソパ実 3.20×3.00×2.70皿

NQ lし. B. Th. し/B しXB 「e爪arks 

1 4.60 3.10 2.20 1.48 14.26 

‾天意 

炭化 

2 4.60 2.20 2.00 2.09 10.12 長粒 

(I3〉 R-19 (Eg127 P.65) 米粒完10粒、破片10粒、ソバ2粒、小豆2粒

No し. ・B. Th. し/B しxB remarks No し. 
B, Th. し/B しXB rema「ks 

1 4.50 3.10 1.90 1.45 13.95 焼けぷくれ 4 4.30 2.70 2.20 1.59 11.61 

随さ焼け刷 
2 4.40 

3.10 (3.20) 

2.10 1.41 13.64 

同講の 
5 4.30 3.00 2.30 1.43 12.90 

3 4.40 2.70 2.00 L62 11.88 6 4.20 2.90 2.20 1.44 12.重8 
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NQ し. B. .Th. し/B 」XB remarks 
Si乙e 合 計 

Shape 摩周、 ′上 中 

7 4.10 3.10 2.00 l.32 12.71 
長 2.00・- 

ー 一 ー ー 

8 4.00 2.50 l.90 1.60 10.00 

1.8-2.0 短 1,6-1.8 1.4・-1.6 

3、8、9 4、10 l、2、5、6 9 90% 

9 4.00 2.50 2.00 L60 10.00 

10 3.80 2.70 1.60 1.40 10,26 

計 42.(" 28.30 20.20 
(L49) 1486 (11.91) =913 

円-1.4 
ー 

7 

ー 
1 10% 

平均 4.20 2.83 2.02 1.48 11.89 合 計 5(50.00%) 5(50.00%) 
- 

10 100% 

(14) R-20 (Fd127 P.207) 他に麦2粒、小豆24粒

No し. B. 
Th. し/B しXB remarks NQ し. B. Th. し/B しXB 「em種「ks 

1 5.20 3.20 
2.00 (2.30) 

1.62 16.64 5 4.60 3.00 2.10 1.53 13.80 

二 
2 5.20 3.10 2.20 1.67 16.12 6 4.60 3.00 2.20 1.53 13.80 

3 4.90 3.00 2.40 1.63 14.70 厚さ焼け太り 7 4.40 3.20 2.10 
1.37 (1.59) 14.08 (14.59) 

4 4,80 2.70 2.10 1.77 12.96 計 33.70 21.20 15.10 11.12 102.10 

平均 4.81 3.03 2.16 1.59 14.57 

(15) P-24 (Hal18 P.81)
米粒完形、破片20

No し. B. 
Tト・ 

し/B しXB 「em種rks No 」 B. Th. し/B しXB rema「ks 

1 5.30 2.80 1.90 1.89 14.84 

長粒‾脚 

21 4.60 
2.90 (4.20) 

2.00 1.58 13.34 焼けぶくれ 

2 5.20 3.30 2.00 1.57 17.16 22 4.60 3.10 2.20 1.48 14.26 

/ 

3 5.20 2.40 2.00 2.16 12.48 23 4,60 3.00 2.20 _1.53 13.80 

4 5.10 3.20 2.10 1.59 16.32 24 4.60 3.00 2.00 1.53 13.80 

5 5.10 2.90 1.90 1.75 14.79 

三 

25 4.60 2.80 2.00 L64 12.88 

6 5,10 2,90 2.00 l.75 14.79 26 4.50 2.90 2.20 1.55 13.05 

7 5.10 2.70 1.90 1.88 13.77 27 4.50 2.70 1.90 1.66 12.15 

二 
8 5.(畑 3.10 1.80 L61 15.50 28 4.50 2.50 2.10 1.80 11.25 

9 5.00 3.00 2.00 1.66 15.00 29 4.40 2.90 2.00 1.51 12.76 

10 5.(X) 3.00 2.20 L66 15.00 30 4.40 2.90 2.20 1.51 12.76 厚さ焼けぷくれ 

′小計 11 

5l.10 29,30 19.80 17.52 149.65 小計 45.30 28.70 20.80 15.79 130.05 

5.(X) 3.00 2.30 L66 15.00 31 4,30 3.00 2.10 1.43 12.90 

12 13 

5.00 2.80 2.10 1.78 14.00 

躍れ 

32 4.30 2.90 2.00 1.48 12.47 

4.90 3.(X) 2.10 L63 14.70 33 4.30 2.90 2.20 1.48 12.47 厚さ焼けぷくれ 

14 種.80 3.00 2.10 1.60 14.40 34 4.20 3.20 2.00 1.31 13.44 

15 4.80 3.00 2.10 l.60 14.40 

一 
35 4.20 

3.10 (3.30) 

2.20 1.35 13.02 

16 4.00 2.70 2.20 1.77 12.96 未納枕、厚さ健くすぶくれ 36 4.20 3.10 2.10 L35 13.02 

17 4.80 2.90 2.00 1.65 13.92 37 4.20 3.(X) 2.(X) 1.40 12.60 

18 4.70 2.90 L90 1.62 13.63 38 4.20 3.00 2.00 1.40 12.60 

19 4.70 2.80 1.90 1.67 13.16 

ー㈹ 

39 4.20 2、90 2.00 1.44 12.18 

20 ′小計 

4.70 2.30 2.10 2.04 10.81 40 4.20 2.90 2.00 1.44 12.18 

48,20 28,40 20.80 17.02 136.98 小雪十 42.30 30.(X) 20.60 14.08 126.88 

焼けぷくれ 41 4.00 
3.10 (3.20) 

1.90 1.29 12.40 

42 3.80 2.50 2.00 1.52 9.50 

43 3.80 2.50 1.70 1.52 9.50 

44 3.70 2.60 2.00 1.42 9.62 

′小計 15.30 10.70 7.60 5.75 41.02 

合計 202.20 127.10 89.00 
(上59) 70.16 (13.29) 584.与8 

平均 4.60 2.89 2.04 1.59 13.29 44櫨 
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(16) P-25 (Hd136 P"143) 米粒完形115粒、破片51, 60計測、小麦1粒

No し. B. Th. し/B しXB 重emarks No し. B. Th. し/B しXB 重emarks 

1 5.20 3.30 2.50 1.57 17.16 

芸大り‾① 

31 4.50 3.00 2.30 1.50 13.50 

ー① 
2 5.10 3.20 2.40 1.59 16.32 32 4.50 3.00 2.40 1.50 13.50 

3 5.10 3.40 2.40 1.50 17.34 同上 
33 

4.40 3.20 2.20 1.37 14,08 

4 5.10 3.40 2.40 1.50 17.34 同上 34 4,40 3.10 2.10 1.41 13.64 

5 5.10 2.90 2.30 1.75 14.79 35 4.40 3.10 2.40 L41 13.64 

6 5.10 3.00 2.00 L70 15.30 

-㈲ 

36 4.40 3.00 2.20 1.46 13,20 

7 5.(卿 2.70 2.40 l.85 13.50 37 4.40 3.00 2,10 1.46 13.20 

8 5.00 3.20 2.10 1.56 16.00 38 4.40 2.90 2.20 1.51 12.76 

9 5.00 3.10 2.60 1.61 15.50 39 4.40 2.90 2.40 1.51 12.76 

10 5.00 2.80 2.10 L78 14.00 40 4.40 2.90 2.10 1.51 12.76 

小計 50.70 31.00 23.20 16.41 157.25 小計 44.20 30.10 22.40 14.64 133.04 

11 4.90 2.70 2.10 1.81 13.23 41 4.40 2.70 2.20 1.62 11.88 

ー① 煤け太。 
12 4.80 3.20 2.10 1.50 15.36 

-① 
42 4.30 3.40 2.30 1.26 14.62 

13 4.80 2.80 2.10 1.71 13.44 43 4.30 3.10 2.20 1.38 13.33 

14 4.80 2.50 2.40 1.92 12.00 44 4.30 3.10 2.20 1.38 13.33 

15 4.80 3.00 2.50 1.60 14.40 

ー① 

45 4.30 2.80 2.30 1.53 12.04 

16 4.80 2.80 2.00 L71 13.44 46 4.30 2.80 2.20 1.53 12.04 

17 4.70 3.40 2.10 1.38 15.98 -㈱ 47 4.30 2.80 1.90 1.53 12.04 

18 4.70 3.00 2.30 L56 14」0 48 4.30 2.70 2.10 1.59 1L61 

19 4.70 2.90 2.20 1.62 13.63 49 4.30 2.30 1.90 1.86 9.89 

静二① 20 4.70 2.70 2.00 1,74 12.69 50 4.20 
2.80 (3.50) 

2.30 1.50 11.76 

小計 47.70 29.00 21.80 16.55 138.27 小計 43.00 28.50 21.60 I5,18 122.54 

21 4.70 2.90 2.50 1.62 13.63 焼け太り 51 4,20 2.70 2.10 1,55 11.34 

22 4.70 3.00 2.2b 1.56 14.10 52 4.20 2.70 2,20 1.55 11.34 諾三詑架へ 

23 4,60 3.30 2,50 1.39 15.18 焼け太り 53 4.20 2,60 2,10 1.61 10.92 

24 4.60 3.20 2.30 1.43 14.72 54 4.10 3.10 2.50 1.32 12.71 焼け太り 

25 4.60 3.20 1.80 1.43 14.72 55 4.10 3.00 2.30 1.36 12.30 

26 4.60 3.10 2.20 1.48 14.26 56 4.10 3.00 2.10 1’,36 12.30 

27 4.60 3.10 2.30 1.48 14.26 57 4.10 2.90 2.30 1.41 11.89 

28 4.60 3.00 2.20 1.53 13.80 58 4.10 2.60 2.00 1.57 10.66 

29 4.50 3.20 2.10 1.40 14.40 59 4.00 2.60 2,20 1.53 10.40 

30 4.50 3.00 2.50 1.50 13.50 60 3.90 2.70 2,10 1.44 10.53 
-① 

小計 46.00 31.00 22.60 14.82 142.57 ′小計 41.(X) 27.90 21.90 14.70 重14.39 

合計 272.60 宣77.50 133.50 92.30 
(】3.46) 80806 

平均 4.54 2.96 2.23 1.53 13.44 

(i7) B-28 (He136 P.142) 米粒、全量53粒

No し. B. Th. し/B しXB remarks No 」, B. Th. し/B しXB 「em種「ks 

1 4.90 3.00 2.20 L63 14.70 ー 
11 4.60 2.80 L90 1.64 12.88 

2 4.80 3.00 2.40 1.60 14.40 12 4.50 3.00 2.30 1.50 13.50 

3 4.80 2.80 2.30 1.71 13.44 13 4.50 2.80 2.00 1.60 12.60 

4 4.70 3.00 2.10 1.56 14.IO 

罵紹兜へ珊 
14 4.50 2.80 2.00 1.60 12,60 

5 4.70 2.90 2.10 1.62 13.63 15 4.50 2.80 2.00 1.60 12.60 

6 4.70 2.90 2.10 1.62 13.63 16 4.50 2.80 2.10 1.60 12.60 

7 4.60 
3.00 (3.40) 

2.30 l.53 13.80 焼けぶくれ 17 4.50 2.70 2.20 1.66 12.15 

8 4.60 3.00 1.90 1.53 13.80 18 4.50 2.60 2.20 1.73 11.70 

末蝦-0 
9 4.60 3.00 2.10 1.53 13.80 19 4.50 2.40 1.90 l.87 10.80 

10 4.60 2.90 2.00 1.58 13.34 20 4.50 2.40 2.00 1.87 10.80 

中富十 47.00 29.50 21.50 15.91 138.64 小計 45.10 27.10 20.60 16.67 122.23 
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No し. B, Th. し/B しXB remarks No し. B. Th. し/B しXB 「ema「ks 

21 4.40 3.00 2.00 1.46 13.20 41 4.10 2.40 1.70 1.70 9.84 

22 4.40 2.80 2.00 L57 12.32 42 4.00 3.10 2.30 1.29 12.40 

23 4.40 2.80 2,30 1.57 12.32 43 4,00 3.10 2.10 1.29 12.40 

24 4,40 2.80 2.10 1.57 12.32 44 4.00 2.80 2.20 1.42 11.20 

25 4.40 2.70 2.10 L62 11.88 45 4.00 2.50 2.10 1.60 10.00 

26 4.40 2.70 2.00 1.62 11.88 46 4.00 2.50 1.90 1.60 10.00 

27 4.40 2.70 2.10 1.62 1l.88 47 4.00 2.60 2.00 1.53 10.40 

28 4.40 2.70 2.00 1.62 11.88 48 4.00 2.40 1.60 1.66 9.60 

29 4.40 2.60 2.10 1.69 11.44 49 4.00 2.40 L70 l.66 9.60 

30 4.40 2.60 2.00 1.69 1L44 50 3.80 2.70 2.20 1.40 10.26 

小計 44.(X) 27.40 20,70 16.03 120.56 小計 39.90 26.50 19.80 】5.15 105.70 

31 4.40 2.40 2.00 1.83 10.56 51 3,60 2.40 1.90 1.50 8.64 

32 4.30 3.00 2.20 1.43 12,90 52 3.50 2.50 2.(X) 1.40 8.75 

33 4.30 3.00 2.20 1.43 12.90 53 4.90 3.10 2.40 1.58 15.19 

34 4.30 2.80 2,30 1.53 12.04 ′小計 12.00 8.00 6.30 4.48 32.58 

35 4,30 
2.80 (3.40) 

2.00 1.53 12.04 横儲けぷくれ 合計 230.27 144.60 108.90 
(1.60) 84.72 (重l.91) 631.25 

36 4.30 2.70 2.00 1、59 11.6l 平均 4.35 2.73 2.05 L59 11.88 

37 4.30 2.40 1.50 L79 10.32 未熟粒 

ーの 
38 4.20 2.40 1.90 1.75 10,08 

39 4.20 ゼ.30 1.90 1.82 9.66 

40 4.10 2.30 2.00 L78 9.43 

小計 42.70 26.10 20.00 16.48 111.54 

(18) R-27 (He133 P.160)

No し. B. Th. し/B しXB rem8rks 

l 5.00 2.50 2.10 2.00 12.50 

2 4.30 2.60 2.20 L65 11.18 

米粒2粒

(I9) R-2i (Ggl18 竪穴状遺構) 大麦の正常粒96粒、 30粒計測、破片49粒、瀧を手前に見て計測

No し. B. Th. し/B しXB 「em種rks No し. B. Th. し/B しXB 「ema「ks 

1 7.30 3.50 3.10 2.09 25.55 17 6.20 3.20 2.90 1.94 19.84 

2 7.30 3.80 3.10 1.92 27.74 重8 6.20 3.40 2.90 1.82 2L08 

3 7.20 3.20 3.00 2.25 23.04 19 6.20 3,10 2.90 2.00 19.22 

4 7.10 3.20 3.20 2.22 22.72 20 6.10 3.20 2.60 L91 19.52 

5 7.00 3.20 2.90 2.19 22.40 小計 63.10 34.80 29.60 18.22 219.77 

6 7.00 3.60 3.10 1.94 25.20 21 6.10 3.20 2.80 L91 19.52 

7 6.90 3.80 2.60 1.82 26.22 22 6.00 3.50 2.60 1,71 21.00 

8 6.90 3.50 3.00 1.97 24.15 23 5.80 3.60 2.90 l.61 20.88 

9 6.80 3.70 3.00 1.84 25.16 24 5.70 3.40 2.50 1.68 19.38 

10 6.80. 3.10 2.50 2.19 21.08 25 5.70 3.20 2.60 1.78 18.24 

小計 70.30 34.60 29.50 20.43 243.26 26 5.60 3.40 2.90 1,65 19.04 

11 6.70 3.40 3.00 1.97 22.78 27 5.50 2.70 2.00 2.04 14.85 

12 6.40 4.00 3.10 L60 25.60 28 5.40 3.20 2.50 1.69 17.28 

13 6.40 3.80 3.00 1.68 24.32 29 5.30 2.90 2.60 1.83 15.37 

14 6.40 3.60 3.00 L78 23.04 30 5.10 2.60 2.10 1.96 13.26 

15 6.30 3.50 3.40 1.80 22.05 小計 56.20 31.70 25.50 17.86 178.82 

16 6.20 3.60 2.80 1.72 22.32 合計 189.60 101.10 84.60 
(1.88) 56.57 (21.4の 64L85 

i平均l6・32i3・37i2・82il・可21・30「 i 
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(20) B-27 (He133 P.160) 小麦166粒中、 32粒破片、完形の30%計測

No し. B. Th. し/B しXB 「em種「ks No し. B. Th. し/B しXB 「emarks 

1 5.50 3.10 2.60 1.77 17.05 

‾⑥-0-0 

21 4.50 3.10 2.50 1.45 13.95 

2 5.40 3.70 2.70 1.45 19.98 22 4.50 3.10 2.60 1.45 13.95 

3 5.40 3.20 2.40 1.68 17.28 23 4.50 3.05 2.30 l.47 13.72 

4 5.30 3.50 2.90 L51 18,55 24 4.40 3.20 2.40 1.37 14.08 

5 5.10 3.30 2.60 1.54 16.83 25 4.40 2.70 2.60 1.62 11.88 

6 5.00 3.60 3.00 1.38 18.00 26 4.30 3.10 2.50 1.38 13.33 

7 5.(X) 3.40 3.00 L47 17.00 27 4.30 3.10 2.30 1.38 13.33 

8 5.00 3.20 2.60 L56 16.00 28 4.30 2.80 2.50 l.53 12.04 

9 4.90 3.30 2.50 1.48 16.17 29 4.20 3.20 2.40 1,31 13.44 

10 4.90 3.20 3.00 L53 15.68 30 4.20 3.00 2.30 1.40 12.60 

小計 51.50 33.50 27.30 15.37 172.54 小暑十 43.60 30.35 24.40 14.36 132.32 

11 4.80 3.20 2.80 1.50 15.36 31 4,20 2.90 2.60 1.44 12.18 

12 4.70 3.20 3.00 1.46 15.04 32 4.20 2.90 2.20 1.44 12.18 

13 4.70 3.20 2.60 1.46 15.04 33 4.20 2.80 2.50 l.50 1L76 

14 4.70 2.90 3.00 1.62 13.63 34 4.10 2.90 2.40 1.41 11.89 

15 4.70 2.90 2.60 1.62 13.63 35 4.00 3.10 2.60 1.29 12.40 

16 4.70 2,80 2.40 1.67 13.16 36 4.00 2.60 2.30 1,53 10.40 

17 4.60 3.10 2.50 1.48 14.26 37 4,00 2.50 2.40 1.60 10.00 

18 4.60 3.00 2.40 1.53 13.80 38 3.90 2.80 2.40 1.39 10.92 

19 4.50 3.30 2.50 1.36 14.85 39 3.80 3.00 2.30 1.26 11.40 

20 4.50 3.10 2.50 1.45 13.95 40 3.80 2.60 2.60 1.46 9.88 

小計 46.50 30.70 26.30 15.15 142.72 示計 40.20 28.10 24.30 14.32 113.0 

合雷十 18L80 122.65 102.30 
(1.48) 59.20 (14.01) 560.59 

平均 4.55 3.07 2.56 1.48 13.97 
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5.年代測定

1.測定試料

14C測定は次の3点について実施する。

日本アイソトープ協会

No. 試 料 名 出土地点 避構・層位 出 土 状 況 

1 丸太状の炭化材 Bg48 3号堀報土II層 一の郭側より斜め方向に横たれる。被災後の投棄? 

2 炭化材の小片 Bd45 一の郭P846上層 柱穴検出段階に上層にのみ認められる 

3 櫓の炭化板材 De6 De6-工竪穴遺構 床面に壁際より並列する 

2.測定結果

No. 試 料 名 C-14 年 代 換 算 年 代 

l 丸太状の炭化材 265±80yB.P.(255±75yB.P.) 1605へ1765(1620へ1770) 

2 炭化材の小片 430±80yB.P.(415±80yB.P.) 1440-1620(li445へ1615) 

3 櫛の炭化板材 325±70yB.P.(315±70yB.P.) 1555-1695(1565へ1705) 

但し換筑年代は執筆者で付加するものである。

年代は14cの半減期5730年(カッコ内はしibbyの値5568年)にもとづいて計算され、西暦1950

年よりさかのぼる年数(yearsB.P)として示されています。付記された年代誤差は、放射線計

数の統計誤差と、計数管のガス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので14c年

代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を2倍に拡げますと確率は約95%となり

ます。なお、 14c年代は必らずしも真の年代とひとしくない事に御注意下さい。
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i. 2号堀

Bi60トレンチ

(束より)

2. 2号堀
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(束より)

図版9

塁壕(5) 2号堀土塁

I. 2号堀土塁

.la30トレンチ

上化よI))



上 3・2号堀

(西より)




